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収 録 内 容

1.この業絶 B録には､滋賀県立琵琶湖博物館の学芸職員の､1998年度 (1998年4月からl'99年3月まで)の

業績内容が収録されています｡

2.この業績日録には､次の項目に該当する業績を収録しました.

印刷物

･学術論文

･専門分野の著作

･一般向けの著作

研究活動に関する業績

･学会 ･研究会での発表など

･研究プロジェクト等への参加

･学会等の役職 ･運営､論文の査読など

･大学での講義 ･実習､学生の指導など

博物館事業に関する業績

･交流 ･サービス活動

･情報整備活動

･資料整備活動

･展示活動

･企画調整事業

館内人事､館外活動等に関すること

･館内の人事

･海外渡航

･館外の活動
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川郡部 浩哉 KAWANABE,Hiroya 生態学 (理学博士)

印刷物

【専門分野の著作】
Kawanabe,H.led.](1998)AnnualReportJ997underCreatL-veBasL'cResearchProgram,AnIntegratedStudyonBL'odt'verst'(y

ConservatE'onunderGLobalChangeandBL'0-InventoryManagementSystem.x+206pp. Cen(erforEcologlCal

Research,KyoloUniverslty,Otsu･

Kawanabe,H.(1998) Preface.ln:Kawanabe,H.【ed.] AnnualReportJ997underCreatF'veBasL'CResearchf'rogram,An

/ntegraledStudyonBLOdiverSZ'tyConsen,otionunderGLobaLChangeandBioIL'nventOryManagementSystem･pp･iii-

iv.CenterforEcologlCalResearch,KyoloUniverslty,Otsu･

川那部 活哉 (1998) 琵琶湖の魚 ･世界の魚.ln:中島経夫 ･中藤 教子 [編] 水がはぐ(む生命 (いのち) :fE琶Mと

角と人間一束7ジア世界の中で.屠富瀞博物庶研究務査#告 (ll):1-1L

川郡部 浩哉 (1998)応用生態工学とは何か､それは今後どのように進めていくべきか.応用塵腰工学,I:1-6.

【一般向けの著作】
Kawanabe,H.(1998) NominationprocessreporL In:ReportoftheJ996BL'wakoPrI'zeforEcoLogy･ pp･9110l Shiga

PrefecturaIGovernment,Otsu.

Kawanabe,H.(1998)Congralulaloryaddress.ln:Reportofthel997BiwakoPrL'zejTorEcology.pp.I3-14.ShigaPrefectural

Government,Otsu.

川那部 活哉 ･Jll端 善一郎 (1998) ｢食う ･食われる｣生きものたち.In:沼田真 ･河合 雅雄 ･日高敏隆 ･溝田隆士 ･

松井孝典 [編]生命の地球 :心の生iれ/=世G.pp.185-215.三友杜出版,東京.

川那部 活哉 (1998) ｢生命文化複合体｣としての琵琶湖.地図ニュース (8本地図センター),307:2

清水幸男 .川那部 浩哉 ･亀田佳代子 (1998) 湖北の鳥と湖と.うみんど J瀞人] (fE琶瀞好物H),(6):2-3.

川那部 活哉 (1998) はじめに.In:中島経夫 ･中藤 教子 [編] 水がはぐ(む生命 〔いのち) :屠琶瀞と負と,̂周一東

アジア世界の中で.fEg瀞博物館研究粛査#告,(ll):i.

川那部 活哉 (1998) 内山りゅうさんの写真集に寄せて.In:内山 りゅう [著] アユー8本の美しい魚 pp.216.平凡社,

東京.

川那部 活哉 (1998) 湖と魚たちと音楽と3 楽曲とイメージ :クープラン･プーランク .サティに聴 く.JupJ'LeT(いず

みホーノL,),(50):4-5.

川那部 活哉 (1998) 善と悪とはうらおもて :さまざまな関係の総体が共生を育てる.In:p-Kies[編] ボンヰッキーズ

Jolのメッセージ.pp.152-153.ネスコ/文芸春秋社,東京.
川那部 活哉 (1998) はじめに.In:嘉田 由紀子 ･小笠原俊明 [編]窟宮瀞 ･症JI/求,iSにおける水fIJ用の歴史節変遷.窟

琶瀞博物館研究粛査#告,(6):3.

川那部活哉 ()998)魚々食紀 1フナいろいろ.月f/J百科 (jFJuL),1998(7):20123.

川那部活哉 (1998)博物館へ行こう! ｢湖と人との関係｣を扱う琵琶湖博物賂 歴博 (LiTjZ歴史民俗博物館),89:1.

川那部 活哉 (1998)湖と魚たちと音楽と4 ドナウ川とライン川 :楽聖も賞味した魚類 ?絶滅寸前の種も.JupJ'Eer(い

ずみホールノ,(51):4-5.

川那部 浩哉 (1998)魚々食紀2スズキ､細島削こ包まれた美味.月何百科 (平Jut),1998(8):26-29.

Jllm部 浩哉 (1998) ごあいさつ.In:八尋 克郎 ･内田 臣一 ･蛸蛤研究会 [編〕発琶瀞博物館第5回企画展 ｢近江はF.ン

がの宝庫ノ図録 p.1.珪琶湖博物館,草津.

Harada,E.andKawanabe,H.(1998)AninterviewwithHiroyaKawanabe.EnvF'ronmentalBL'oLogyofFishes,52:67-72.

ズポルフスキー,ベル二一 ･川那部 活哉 ･芦谷 美奈子 (1998) こどもと博物館.うみんど [瀞人] (fEg瀞博物虜),

(7):2-3.

川那部 活哉 (1998)現代の言葉 :仕事とほこり.京都新願,1998/8/24夕刊.

川那部 活哉 (1998)魚々食紀3ナマズの沖すき.月河百科 ｢平凡#),1998(9):26129.

川那部 活哉 (1998) 湖と魚たちと音楽と5 タンガニイカ湖の魚をめぐって :｢未来への旅シリーズ｣と現代の音楽へ

の ｢妄想｣.JupL'ter(いずみホ-ノL,),(52):4-5.

川那部 活哉 (1998)琵琶湖博物館の ｢ずるさ｣.学歴 快 音),95(10):419.

川那部 活哉 (1998) 生態学に関する<大きな>話 :地球環境問題が変える生態学と哲学.京都府生物教育会誌 34:75-

86.

川那部 活哉 (1998)魚々食紀4最も旨いマス ･サケ類は? 月fy百科 (平Jut),1998(10):26129.

川那部 活哉 (1998)現代の言葉 :京都の原住民.京都新風 1998/10/16夕刊.

川那部活哉 (1998)魚々食紀5エツとタウナギとタツノオトシゴと.月flJ百科 (平凡#),1998(ll):24-27.
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Kawanabe,H･(1998)aIreXpeCtationsoftheLakeBiwaMuseum･ln:UnitedNationsEnvironmentProgramme-International

EnvironmentaITechnologyCentreled.]IntemationalShigaForumonTechnologyforWaterManagementinthe2Jsl

CenluTy.P･]55.UNEP-lETC,OsakaandKusalSu･

平山郁夫 ･川那部 活哉 ･蓑田 由紀子 (1998)真 ･善 ･美は一体.うみんど J瀞Ĵ] (発雷瀞博物館),(8):2-3.

横山俊夫 ･藤井 謙治 ･遊磨正秀 ･川那部 活哉 [編] (1998) 安定社会の庶合研究 :ことがゆらぐ･もどる/7TJLか71:ち

をめぐって.193pp.京都ゼミナールハウス,京北.
川那部 活哉 (1998) ことが<ゆらぐ>と<もどる>のか､<安定社会>ではそうなのか､また<なかだち>とは､く

ゆらぎ>を<もどす>ためのものか､その逆ははないのか､その他､その他のこと.In:横山 俊夫 ･藤井 謙治 ･

遊磨 正秀 ･川那部 活哉 [編] 安定社会の潜合研究 :ことがゆらぐ･もどる/なかだちをめぐ1って.pp.15124.

京都ゼミナールハウス,京北.

川那部 活哉 (1998) 湖と魚たちと音楽と6バイカル湖のほとりから:水の精ルサルカに思いをはせカジカの脂に閉口.

Jupiter(いずみ,+-ル),(53):415.

川那部 活哉 (1998)魚々食紀6ハモとフグ.月刊百村 ｢平凡社),1998(12):24-27.

川那部 活哉 (1998) 内田俊郎著 r動物個体群の生態学J.ln:内田俊郎著 J動物僧体#の生暦学J I)-フレノFL.P.2.
京都大学学術出版会,京都.

川那部 活哉 (1998)現代の言葉 :200万人の ｢おもさ｣.京都新願,1998/12/10夕flJ.

川那部 浩哉 (1998)水辺の風景.エコフロンティア ｢京都大学生暦学研究センター上 (1):1.

川郡部 浩哉 (1999)魚々食紀7ゴマメ ･タヅクリ･コトノバラ.月flj百科 (平JL社),1999(1):24-27.

川那部 活哉 (1999) 菱田嘉一著 r世界海産貝類コレクション大図鑑J発刊に寄せて.In:世界港産月類■コレクション大

図鑑パンフレ./ト 久美株式会社,京都.

川那部 活哉 (1999) ごあいさつ.In:琵琶湖博物館 [編] 発雷瀞博物館第6回企画展示 /｢超戒と進化一動物化石が語る

東アジア500万年J図録 p.3.託琶湖博物館,草津.

川那部 活哉 (1999) ｢新世紀の文化｣創造 地球環境関西フォーラム国際協力分科会.産摩新風 1999/l/7.
川那部 活哉 (1999)老舗に学ぼう展示の枠 :珪琶湖博物館フランス自然史科学博物館と提携.朝B新願,1999/1/16.

川那部 活哉 (1999)魚々食紀8ホンモロコ.月fy百科 (平凡社),1999(2):24-27.

川那部 活哉 (1999)

4-8.

川那部 活哉 (1999)

マクドナルド,アン

2-3.

川那部 活哉 (1999)

川那部 活哉 (1999)

川那部 浩哉 (1999)

川那部 活哉 (]999)

自然との関係を選び取る智恵を創り出そう.ALRAMook新環頻学がわかる (朝B新願札 束■京),

1998年読書アンケー ト みすず (みすず書房上 442:71-72.

川那部 活哉 (1999) 農業と環境 :これまでとこれから.うみんど J瀞人] (ff夢瀞博物館),(9):

現代の言葉 :｢良いところは褒めるな｣.京都新風 1999/2/15夕札

ごあいさつ.滋穿県JL7発琶瀞博物虚字乾 (2):i.

魚々食紀9ボラ.R何百# (平Jui),1999(3):28131.

この人この話題 :市民参加､仏も注臥 8本産済新風 1999/3/27夕刊.

【これまでの業績集に掲載 されなかった1998年3月以前の印刷物】

Kawanabe,H･(1997)OpeningaddressfortheInternationalⅥbrkshop'.NewScope onBorealEcosyslemsinEastSiberia".In:

Wada,EHTimoshkln,0･A･,FuJlla,N･andTan)da,K･【eds･】D/WfnSerLeS,(2):IH 3･CenterforEco)ogicalResearch,

KyotoUniverslly,Otsu.

鈴木 基之 ･JlJm部 活哉 ･中村 雅美 ･牧野 昇 ･黒坂 三和子 ･岩槻 邦男 ･Bengtsson,B.-E.(1997) 外部評価.ln:奥田

重俊 [編]膚浜@jZ大草原頻科学センター外部評価#告5.pp.4-31.横浜国立大学環境科学研究センター,横浜.

川那部 浩哉 (1997) はじめに.In:高橋 啓一 [編]男冒瀞博物館厨館iでのあゆみ.pp.I-2.託琶湖博物館,草津.

JH那部活哉 (1998) はじめに.In:高橋 政宏 ･江島穣 [編] 発雷瀞博物虜flj用の手5/き (昇2m).p.13.琵琶湖博物

館,草津.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での講演など】

川那部活哉 (1998年3月5日) 生物多様性科学研究の西太平洋アジア地域ネットワーク.Da:Dメガサイエンスフォーラ

ム.ホテルサルチョバーデン (ストックホルム､スウェーデン)

川那部活哉 (1998年3月24日) 陸水域の生物多様性.生物多頗任国贋研究集会条項■会#.メキシコ国立大学 (メキシコ

シティ､メキシコ)

川那部 活哉 (1998年3月26日) 西太平洋 .アジア地域における生物科学研究.生物多頗任国贋研究集会.メキシコ国立

大学 (メキシコシティ､メキシコ)

川那部 活哉 (1998年4月2日) 地球環頻大賞揮賞Ji.東京プリンスホテル (東京都港区). 〔挨拶]

川那部 活哉 (1998年4月24日) B本BtCER協議会シンポ.ジウん 国立環境研究所 (茨城県つくば市). [挨拶]

川那部 活哉 (1998年5月13日) 地球環頻厨西7オーラム]00人委月会 大阪中之島センタービル (大阪府大阪市).〔挨
拶]
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川那部活哉 (1998年5月26日) 71F,7J/Iの卓然復元に厨する国際シンポジウム rlM]リバーフロンF･整備センター).ニ

ッショーホール (東京都港区). [挨拶〕

川那部活哉 (1998年6月3日) B鐙7ジ7着襟首式 (8本摩済新願#).ホテルオークラ (東京都港区). [挨拶]

川那部 活哉 (1998年6月6日) 琵琶湖博物館に来て思う.全8本博物館学会昇JLg月学研修会 ･J998年度籍会 ･昇24回

研究大会 琵琶湖博物館.

川那部 活哉 (1998年6月10日) 長良川河口堰の本格稼働後の変化と河川生物学のありかた.#5Lg長点J//河口塚原頻庁

とアソング.通産省別館 (東京都千代田区).

川那部 活哉 (1998年6月11日) 生命文化複合体としての琵琶湖.全国i地収m研究会 ｢全国収用委月全逓潜協議会).

よみうりホール (東京都千代田区).

川那部 活哉 (1998年6月15E]) 多様性の世界一人間 ･動物 ･自然./Jl虜秀#先皇LE戯記念シンポジウム (小原秀#先生

退職記念シンポジウム実行委月会).お茶の水スクエア ･ホール. (東京都千代田区).

川那部 活哉 (1998年6月27日) 今完琶湖研究で求められていること.夢7回窟琶瀞博物虜研究発表会 琵琶湖博物館.

川那部 活哉 (1998年7月24日) 西太平洋 ･アジア地域.生物多頗任科学会議.フィレンツェ大学 (フィレンツェ､イタ

リア).

川那部 浩哉 (1998年8月11日) 陸水域における生物多様性研究.国際摩水学会巌 ダブT)ン大学ユニバーシティカレッ

ジ (ダブリン､アイルランド).

川那部 活哉 (1998年9月15日) 陸水域における生物多様性科学研究.77')力点粛多頗任国贋会談 グラハムスタウン

大学 (グラハムスタウン､南アフリカ).

川那部 活哉 (1998年9月17日) アフリカ大陸の魚類多様性.アフリカ漁労多#任国際会巌 グラハムスタウン大学 (グ

ラハムスタウン､南アフリカ).

川那部活哉 (1998年9月23日) 日本における聖地物と文化多様性.空地物と文 化 ,多頗佳会謙 ユネスコ本部 (パT)､

フランス).

川那部 活哉 (1998年11月1日) 昇2回応用生腰Z学研究会度会および研究発表会.発明会館 (東京都新宿区).

川那部活哉 (1998年11月6日) シンポジウムの意義.BICER･DIVWn国際シンポジウム パシフイコ横浜 (神奈川県横

浜市).

川那部 活哉 (1998年11月18日) 西太平洋アジア地域における生物多様性研究の発表.太平洋学術会議中原会BF.中央

研究所 (台北､台湾).

川那部 活哉 (1998年12月11日-)3日) 陸水生物多様性科学研究計画 生物多様性科学研究計画太平洋アジア地域ネッ

トワーク.生身多#任科学宮原研究計画国際併mq卒会議Rが科学委月会.ユネスコ本部 (パリ､フランス).

川那部 活哉 (1999年1月8日-10日) ことばをめぐって.弟10回京都国際セミナー.京都府ゼミナールハウス (京都府

京北町).

川那部 活哉 (1999年1月20日) 環境との共生.i木学会Bg西支部新春#済会.大阪厚生年金会館 (大阪府大阪市).

川那部 活哉 (1999年3月11日) 完琶湖の魚が考える環境問題.全国#学博身館滋一課会研究発表会 琵琶湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】
文部省創成的基礎研究 ｢地域環境撹乱下における生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研究｣:

研究者代表.

日本学術振興会重点研究国際協力事業プロジェクト ｢生物多様性と生態複合｣:研究分担者.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】
日本生態学会:会長.

応用生態工学研究会:会長.

国際理論応用陸水学 (SJL):日本代表.同生物多様性委員会:委員長.

国際古代湖生物学会 (SIAL):会長.

生物多様性科学国際共同研究計画 (DIVERS汀AS)科学委員会:委月.

生物多様性科学国際共同研究計画 (DIVERS汀AS)淡水生物多様性部会:部会長.

生物多様性科学国際共同研究計画 (DIVERSTTAS)西太平洋 ･アジア地域国際ネットワーク (DrV仲A):委月長.

AfincanJounalofTropICalHydrobiologyandFisheries:lntemationalComitteeoftheEditorialBoard.

EnvlrOnmenlalBiologyorFishes:AdvisoryEditor.

BiologicalScienceTokyo:編集委員.

InternationalJournalofEcologyandEnvlrOnmentaIBiology:AdvISOryEditor.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
fEぎm博物館の主催行事
1998年4月18日 挨拶.博物館スFgセミナー.琵琶湖博物館.
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1998年4月30日 ベルニー=ズポルフスキーさんと対談.うみんど rm人] (fE琶瀞博物館/='-よりノ企画 琵琶湖博物館.

1998年6月9日 平山郁夫さんと対談.うみんど J瀞人] (fE琶瀞博物虜だよりノ企画.琵琶湖博物館.

1998年12月22日 関鍵さんと対談.うみんど J瀞人] (発雷瀞博物館だよりノ企画 珪琶湖博物館.

1999年2月6日 来見 誠二さんと対談.うみんど ｢潜入] (fE琶瀞博物館71Iよりノ企画.琵琶湖博物館.

1999年2月20日 松井 三四郎さん ･三男さん (親子)と対談.うみんど J瀞Ĵ] (H琶瀞博物館だよりノ企画.琵琶湖博

物館.

佃の博物館､紺& ･団休等の主催行事
1998年5月12日 ｢生物多様性の環境問題｣襟度F,,7題研究会 現代医学研究所 (京都府京都市).

1998年5月13日 ｢託琶湖の畔に来て思う｣ 京都ロータ')-クラブ.京都ホテル (京都府京都市).

1998年10月11日 ｢いま教育を問う｣ 新劇高座発R50周年B記念シンポジウム,訂窟会 ｢高彦全店から何を得/=れ 得ら

れるかJ.平安会館 (京都肘京都市).

1998年IO月20日 ｢生態系の多様性｣.市民の/Jめの環膚公厨講座 rl#]8本屠場教育フォーラム).安田火災海上

保険本社 (東京都新宿区).

1999年1月15日 ｢琵琶湖博物館の rずるさj｣ホメオ京都 (電通).琵琶湖博物館.
1999年2月11日 ｢琵琶湖の歴史と現状｣.シンポジウム rびわ潮 ･八 ･未来J粛清 (びわ瀞B然環膚ネッFLワーク).

鳩の浜荘 (滋賀県大津市).

1999年2月28日 フォーラム rア1とJI/を考えるJ/I/郡部潜裁さんを囲んで.龍神村村民センター (和歌山県龍神村).

1999年3月6日 京都国際セミナー公園フォーラム r安定社会を楽しむJ.悌教大学烏丸センター (京都府京都市). [記

念講演]

テレビ､ラジオへの出演

1998年5月31日 ｢ミュージック ･プリーズ｣ FM滋賀. (収録 :1998年5月25日､FM滋賀E-1スタジオ)

1998年12月16日 ｢末次清子の日曜サロンラジオ｣ 毎El放送ラジオ. (収録 :1998年11月24日)

【企画調整事業】
1998年1月26日,2月2日 JICA研究プロジェクト討論及びR/D調印 (マラウイ大学/京大 ･滋賀県間).マラウイ大学(ゾ

ンバおよびリロンゲ､マラウイ)

1998年7月15日 博物館協議等生物 ･文化多様性打ち合わせ.パリ自然史博物館 (パリ､フランス).

1998年9月25日 琵琶湖博物館とフランス国立自然史博物館相互協力協定調印.フランス国立自然史博物館 (パリ､フラ

ンス).

1998年]2月14日-17日 博物館協議.モナコ海洋研究博物館 (モナコ､モナコ)

館内人事､館外活動等に関すること

【海外渡航】
1998年1月25日-2月6日 マラウイ･ザンビアへ渡航.JICAマラウイ研究協力R/D調印式への出席および事後相談のため.

1998年3月3日-3月8日 スウェーデン (ス トックホルム)へ渡航.OECDメガサイエンスフォーラムへの出席のため.

1998年3月15日-3月31日 アメT)カ合州国 ･パナマ ･メキシコへ渡航.生物多様性国際研究 ･博物館共同研究に関する

打ち合わせ､および生物多様性国際研究集会条項会議 ･生物多様性国際研究集会に参加のため.

1998年7月12日-27日 フランス ･ドイツ ･イタリアへ渡航.博物館協議､生物 ･文化多様性に関する打ち合わせ､およ

び国際生態学会議に参加のため.

1998年8月6日-16Elアイルランドへ渡航.博物館協議および国際陸水学会議へ参加のため.

1998年9月7日-27日 南アフリカ ･フランスへ渡航 博物館協議 (パリ自然史博物館との調印式)､アフリカ魚類多様

性国際会議および聖物と文化 ･多様性会議に参加のため.

1998年11月16日-22日 台湾へ渡航.太平洋学術会議中間会議への参加､および博物館協議､生物 ･文化多様性に関す

る打ち合わせのため.

1998年12月9日-21日 フランス ･モナコ ･ポル トガルへ渡航.博物館協議および生物多様性科学国際研究計画国際観測

年会議に参加のため.

1998年12月26日-3Ⅰ日 中国へ渡航.未来開拓 ｢アジア環境保全｣海外調査のため.

【館外の活動】
岡崎国立共同研究機構:評議員.

国立基礎生物学研究所:評議員.

学術審議会地球環境部会委員会.

日本ユネスコ国内委員会自然科学′ト委員会:委員.

文化財保護審議会専門部会:委員.

京都府文化財保護審議会:委員.
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京都市文化財保護審議会:委員.

世界自然保護基金 (WWF)日本委員会:常任理事.

日本自然保護財団:理事.

国際生態学日本センター:理事.

日本自然保護協会:評議員.

日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業 ｢アジア地域の環境保全｣推進委員会:委員長.

科学技術財団戦略的基礎研究 ｢地球変動のメカニズム｣:研究アドバイザー.

国際生物学賞委員会:委員.

生態学琵琶湖賞運営委員会:委員.

毎日出版文化賞委員会:委員.

地球環境大賞顕彰制度委員会:委員.

日本水大賞委員会:委員.

日経アジア国際大賞選考委員会:委員.

環境自治体賞選考委員会委員環日本海アカデミック=フォーラム:顧問.

｢琵琶湖の総合的な保全のための計画調査｣総合委員会:委員.

｢重吉琶湖の総合的な保全のための計画調査｣自然的環境 ･環境部会:部会長.
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中島 経夫 NAKAJIMA,Tsuneo 魚類形態学 (理学博士)

総括 学芸員 研究部湖沼研究系

(莱)研究部長

印刷物

【学術論文】
Nakajima,T.,Talnaka,Y･,Uchiyama,J･andLido,Y･(1998)PharyngealtoothremainsofthegenusCyprinus,includingan

extinctspecies,fromtheAkanoiBayRuins･CopeL'0,1998:1050-1053.

【専門分野の著作】
中島 経夫 ･中藤 教子 [編] (1998) 窟琶瀞博物虜厨虜記念シンポジウム ｢水がはぐ(む生命:屠曹瀞と食と人厨一乗■

アジアbg世界のなかでJ#苦さ:窟琶瀞博物館研究粛査#告 rJL).94pp.琵琶湖博物鼠 草津.

中島経夫 (1998) 琵琶湖のコイ科魚類の由来.窟宮M博物虜併究粛査#告 (ll):15-21.

中島経夫 (1998) 淡水魚化石の宝庫.ln:日高敏隆 [監修] B本動物大百科6.鹿#.p.13.平凡社,東京.

中島経夫 (1998) コイ科魚類相の変遷.古腰琶lLMとその生#:7-バンクボタ ｢クボタ,大鹿ノ (37):32-45.

中島 経夫 ･溝口 浩之 ･木戸 裕子 (1999) 完琶湖博物館魚類標本登緑 ･管理マニュアル1998年度版.負薪原本 2:窟琶

瀞博物館資料B鏡 (2):I-9.

溝口浩之 ･木戸裕子 ･福井武洋 ･南 次男 ･中島 経夫 (1999)茸琶湖博物館魚類標本目録 (2).康蔚原本2:屠琶瀞博

物虜資料8線 (2):10-160.

【一般向けの著作】

中島 経夫 (1998) 研究所 ･博物館めぐり ｢琵琶湖博物館｣.エコフロンティ7 (京都大学生暦学研究センター),(1):
50-51.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
中島経夫 (1998年7月12日)化石から見た紀伊半島.府伊半島研究会 ･ガ伊半農シンポジウL.奈良女子大学記念館(奈

良県奈良市).

中島経夫 (1998年7月31日) コイ科魚類の咽頭歯の研究.窟宮瀞博鯵虜研究セミナー.琵琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
詫琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣:研究代表者.

完琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢ユーラシアにおける淡水棲貝類の生物地理に関する研究｣:研究協力者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢コイ科魚類の咽頭歯に関する研究｣.
日本学術振興会未来開拓学術推進事業 ｢アジア地域の環境保全 地球環境情報収集の方法の確立｣:研究分担者.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】
国際ワークショップ ｢生態系における自然 ･人間共存-の視点｣実行委員会:委員.

エコフロンティア (京都大学生態学研究センター発行)編集委員会:委員.

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】
1998年12月15E] ｢滋賀の自然史｣ 必着県jZ大学集中講義 滋賀県立大学.

1999年1月18日 ｢総合ゼミナールE｣ 大慶府立大学話者.大阪府立大学.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
窟芦m博物館の主催行事

1998年5月9日,13日 ｢湖と大地の歴史｣博物館ス門セミナー (第6m) r瀞をめぐる卓然と人瀞上 琵琶湖博物館.

1999年2月6日,13日 ｢咽頭歯から見た地球の歴史｣博物館#座.琵琶湖博物館.

-8-



他の博物館､棚 ･団律等の主催行事

1998年6月19日,26日 ｢重吉琶湖博物館の概要｣ 跡月学園女子大学博物館実習粛&.琵琶湖博物館.

1998年6月25日 ｢博物館の概要｣滋賓大学教育学部 /~教育学 ･教育文化題辞教育JJ博物館実宵話者 完琶湖博物館.

テレビ､ラジオへの出演

1998年8月8日 ｢歯のひろば｣ [歯の進化].KBS京都.

1998年1月11日 ｢テンミニBox｣ [琵琶湖].NHK教育テレビ.

【情報整備活動】
fEぎ潜博物虎の債務整粛清動

琵琶湖博物館情報システム魚類標本データベース画面の変更.

【資料整備活動】
彦ぎ淵博物館の資料髪膚店動

琵琶湖博物館魚類標本登録作業 (2,434件登録/累計15,352件).

研究用魚類標本の貸出38件.

【企画調整事業】

世界古代湖会議論文集 ｢AnCientLakes:theirCulturalandBio)ogicalDiversity｣編集委月.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年4月1日 琵琶湖博物館研究部長 (旧 :事業部情報センタ1-科長､研究部長代理).

【館外の活動】
滋賀県立大学大学院開設準備委月会専門部会特別専門委員 (1997年4月25日-1999年3月31日).

滋賀県立大学非常勤講師 (1997年12月1日-1999年3月31日).

大阪府立大学非常勤講師 (1998年10月1日-1999年3月31EI).
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楠岡 泰 KUSUOKA,Yas ushi 微生物生態学 (理学博士)

主任 学芸 員 研究部湖沼研究系

(莱)交流センター科長

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
楠間 奏 (1998年6月19日) 茸琶湖の共生藻類を持つ簸毛虫の生態 :ピノキオの鼻はなぜ長い? 窟宮瀞博物館研究セミ

ナー.琵琶湖博物館.

楯岡泰 (1998年9月21日) 茸琶湖の共生藻類をもつ繊毛虫の生態 :餌条件で形態変化をおこす繊毛虫paTadiJeptus.B本

摩 水学会第63回大会 信州大学 (長野県松本市).

Grygier,M.∫.,Ferrari,F.D.andKusuoka.Y. (1998年11月7日) NewrecordsofJapaneseclam shrimp(Branchiopoda:

spinicaudalaandLaevicaudala),withareevaluationofthoracopodalhomonomyinCaenestJ7erieLLogtfuensF'3.8本甲窟
類学会#36Lg大会 九州大学 (福岡県福岡市).

【研究プロジェクト等への参加】
詫琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸域の生態系と動態に関する研究｣:研究分担者.

託琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣:研究分担者.

詫琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣:一研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖生態系の長期的変遷｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖における共生藻類をもつ繊毛虫の生態｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】
陸水学雑誌 (日本陸水学会):投稿論文の査読,l件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サ-ビス活動】
fEg湖博物館の主催行事
1998年7月19E] ｢ミクロな生き物観察会｣ ミュージアム餅穿会 茸琶湖博物館.

1998年7月 平成10年度びわm ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋育男jZ石■都鳥等学虎.

7月28日

7月29日

7月30日

1998年8月2EI

1998年8月8日

1998年10月

プランクトン実習.琵琶湖博物館.

魚の採集.環琶湖博物館.

湖上での船上実習.琵琶湖博物館および湖上.

｢琵琶湖の魚は何を食べているか?｣ ミ1-ジアム顔寮会 完琶湖博物館.

,9日,22日,23日 夏休み滑#呈.詫琶湖博物館.

｢ヨシ帯を調べてみませんか｣ 平成Jo年度びわM ･ミュージアムスクールモデル事業 :大津市jZ真野中学

iEk*_ (芦谷美奈子と共同)

10月19日事前学習.大津市立真野中学校.

10月30日体験学習.茸琶湖博物館.

1998年11月1日

1999年2月7日

佃の博物館､
1998年8月20日

1998年10月8日

物館.

1999年1月26日

｢秋の豊山観察会｣ フィーJL,I:一節寮会 大津市仰木周辺.

｢壬を琶湖の水鳥観察会｣ ミュージアム#祭会 茸琶湖博物館周辺.

舶& ･団件等の主催行事
｢みずすまし親子ふれあい観察会｣滋育児農政水産部耕地謀.大津市真野川.

,9日,13日,27日 微小生物の観察.平成10年度滋賓原潜合教育センター主催教職歴.験者研修 茸琶湖博

RecentlranSilionsofecologlCalconditionsinLakeBiwa.JICAandILECGrouptraL-nLngCourseL'nLakewater

qLLaLL'tymanagement.琵琶湖博物鼠

【資料整備活動】

fEg瀞博物館の資料髪膚活動
微′ト生物標本収集および整理.

徴′ト生物映像撮影および整理.
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【展示活動】
犀ぎ湖博物館の展示居動

珪琶湖博物館常設展示C展示室 ｢いきものコレクション:プランク トンコーナー｣写真更新.

琵琶湖博物館ギャラリー展 ｢ワクワクたんば探検｣ (1998年10月I3日-11月15日/滋賀県農政水産部と共催): ｢水の

中は生き物がいっぱい｣の製作.

佃の博物館等の展示房動

滋賀環境 ビジネスメッセ出展 ｢環境って何だろう｣ (1998年10月21Eト 23日;滋賀県長浜市長浜 ドーム)の企画 ･運営

(美濃部 博､戸田孝と共同).

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人手】
1998年4月1日 琵琶湖博物館事業部交流センター科長 (旧 :総務部企画調整課)

【館外の活動】
｢球琶湖の総合的な保全のための計画調査｣自然的環境 ･景観部会:委員 (1998年4月-1999年3月;環境庁 ･国土庁 ･

厚生省 ･農林水産省 ･林野庁 ･建設省).

託琶湖 .淀川水質浄化共同実験センター ｢多自然型水路実験｣研究部会:検討委貞 (1998年9月～; (財)琵琶湖 ･淀川

水系水質保全横構).
｢平湖 ･柳平湖保全整備計画｣:策定幹事 (1999年2月-;滋賀県土木部河港課).
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ロ シ タ ー , ア ン ドリ ュ ー ROSSITER,Andrew 国際湖沼学 ･魚類学 (理学博士)

主任学芸員 研究部湖沼研究系

(莱)総務部企画調整課

印刷物

【学術論文】

Beamish,F W H･,Noakes,D･L･G･andRossiter,A.(1998) FeedingecologyofjuvenileLakeSturgeon,Acipenser

fu/ve∫cens,innorthernOntario.Canad,lanField-NaturaLL'st,I12(3):4591468.

Noakes,D･LG･,Beamish,F･W･H･aJldRossiter,A･(1999)Conservationimplicationsofbehaviourandgrowthofthelake

sturgeon,AcEIpencerfulvescens,innorthernOntario.EnvL'ronmentalBiologyofFL'shes,55:I35-I44.

【これまでの博物館業績集2号に記載されなかった印刷物】

ロシター,アンドリュー (1997) 私の逸品:チョウザメ.うみんど J瀞人] (fE琶瀞博物磨),(4):5.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

Kohara,M.,Rossiter,A.andⅦnagisawa,Y 1998年4月4日 Mo叩hometricdifferencesamongmembersortheJapanese

RhE'nogobL'usspeciescomplex.Pg国魚粛学会年会 愛媛大学 (愛媛県松山市).

Rossiter,A.,1998年4月10EIEcologyofFishesinLakeTanganyika.鮎 西港区水産研究所有者支所漁労併究会 国立西

海区水産研究所石垣支所 (沖縄県石垣市).

1998年11月3日 琵琶湖博物館特別研究セ ミナー ｢KoenMartens(ベルギー王立自然科学研究所):speciationinAncient
Lakes｣の企画 ･準備および講演の司会.

【研究プロジェクト等への参加】
文部省科学研究費 ｢珊瑚礁の魚類群集の構成と種のパターン｣:研究分担者.

文部省科学研究費 ｢日本産ヨシノポリ類複数種群の生態と進化｣:研究分担者.

文部省科学研究費 ｢BiodiversityofFishCommunitiesinLakeTanganyika｣:研究分担者.

託琶湖博物館専門研究 ｢魚類群集におけるモルフォスペースの概念｣
託琶湖博物館共同研究 ｢FishCommunityStructureinLakesandOceans｣:研究代表者.

【学会等の役牡 ･運営､論文の査読など】

世界古代湖会議論文集 ｢AncientLakes:Biodiversity,EcologyandEvo)ution｣:投稿論文の査読,47件.

EnvlrOnmenlalBiologyofFishes,IchthyologicalResearchを含む国際学術研究誌の査読,5件

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
窟曹瀞ぼ物腰'の主催行事

1998年6月14日 ｢生きた化石,チョウザメ｣ 博物館講座 :顔水魚スFl講座 (講義窟).琵琶湖博物館.

【企画調整事業】
琵琶湖博物館中長期計画検討委貞会:ワーキングチーム貝.

海外研究機関との連携主担当.

国際交流についての主担当.

博物館概要説明及び館内案内 :

1998年4月22日 政府関連留学生グループ,琵琶湖博物館

1998年6月17日 JICA研修グループ,茸琶湖博物館

1998年6月19日 mEC関連グループ,琵琶湖博物館

1998年6月24日 大阪大学留学生,琵琶湖博物館

1998年7月1日 JICA中国人研修員グループ,詫琶湖博物館

1998年10月1日 JICA多国籍研修グループ,琵琶湖博物館

1998年10月29日 JICA多国籍研修グループ,託琶湖博物館

1998年10月30日 UniversiLy多国籍研修グループ,琵琶湖博物館
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世界古代湖会議論文集 ｢AncientLakes:Biodiversily,EcologyandEvolulion｣編集主幹.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチームB.

【海外渡航】

1998年12月1日-1999年2月19日 ザンビア国タンガニーカ湖へ出張.文部省科学研究費 ｢Biodiversity of Fish

communitleSinLakeTanganyika｣研究分担者として.
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戸田 孝 TODA,Takashi 水圏地球物理学 (理学博士)

主任学芸 員 研究部湖沼研究系

(莱)事業部情報センター

印刷物

【学術論文】
戸田孝 (1998) 詫琶湖博物館の回転実験室一回転系力学の体験的理解を求めて-.展示学 (B本展示学会話),26:46-

47.

Toda,T･andMatsui,K.(1999) BiwakoIDas:PubHccoHaboTationin meteorologicalobservationwith acomputer

communicationnetwork.ln:Itakura,Y.,Eades,J.S.,Drttri,F.,Kawashima,M.,Endoh,S.andKitamura,H.teds.]

lnlegratedEnvironmentalManagement:Development.[nformatt'on,andEducationintileAsian-PacLjicRegLlon.pp.

253-260.LewisPublishers.BocaRatonetc.

【一般向けの著作】
戸田孝 (1998) 特集:資料整備と情報システL.うみんど ｢瀞人] (ffg潮博鯵#),(6):4-5.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
戸田 孝 (1998年5月23日) 託琶湖博物館の回転実験室一回転系力学の体験的理解を求めて一. B本展示学会弟J7回研

究大会.詫琶湖博物館.

戸田孝 (1998年6月19日) 教材としての回転実験室-インス トラクターへのアンケー トから考える一.屠琶瀞博物館研

究セミナー.琵琶湖博物館.

戸田 孝 (1998年6月25日) 常設型リモー トセンシングの構想一環琶湖博物館の屋上から一.摩水物屠研究会J998年度

(520回)草津大会 珪琶湖博物館.

戸田 孝 (1997年6月27E]) 琵琶湖周辺の風観測ネットワークからみる風.弟■lLg屠琶瀞博物館研究発表会.発琶湖博物

館.

戸田孝 (1998年7月30日) コリオ1)力の体感実験一党琶湖博物館における実践一.ET本教育学会鼻22回年会 東京学芸

大学 (東京都′ト金井市).

戸田 孝 (1999年3月4日) 博物館屋上から赤野井湾を観測する-序報.発音瀞FF71題に厨する試験研究頗ノ野連絡会議主催

研究会 r赤野井膚における研究彫 り鹿みについてJ.琵琶湖博物館.

戸田 孝 (1999年3月9日) はじめに人のネットワークありき一住民参加型調査結果の発信に向けて.博物館ホームペー

ジ#遭研究 フオーラL.静岡県立美術館 (静岡県静岡市).

【研究プロジェクト等への参加】
珪琶湖博物館共同研究 ｢沿岸域モニタリングのための常設型リモー トセンシングの運営に関する基礎的研究｣:研究代

表者.

詫琶湖博物館共同研究 ｢住民参加による気象情報の収集と分析に関する研究｣:研究分担者.

珪琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水流動の微細構造の研究手法の検討｣.

【学会の役職 ･運営､論文の査読など】
日本陸水学会:編集委員.

陸水物理研究会1998年度 (第20回)草津大会:実行委員長.

陸水学雑誌 (日本陸水学会):投稿論文の査読,2件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

佃の博物館､顔& ･L牙休等の主催行事
1998年10月9日 琵琶湖博物館におけるコンピュータ応用.L菜技術遵箱会一課電子連合部会夢]3回コンピューター応用分

#会#済会 近江八幡国民休暇村 (滋賀県近江八幡市).

1998年12月10日 ビワコダスからみた風.平成Jo年度第3回地方真裏台癌性化厨遵諾窟会 彦根地方気象台 (滋賀県彦根

市)

-14-



1999年2月25日 ネットワークと住民参加-ホタルダス ･ビワコダスなどの活動をとお して-.ネッI･ワークフォーラム

I'n京都 (弟J2回全国文化 ･学官僚#提供併願ネットワーク鼠謙会全国大会)夢J分#会r博物館のネyrワークJ.
京都市生涯学習総合センター [京都アスニー] (京都帝京都市)

【情報整備活動】

fEg期博物館の情報髪膚窟動

珪琶湖博物館情報システム:システム賃貸借期限満了機器の更新にあたっての内部ニ-ズのとりまとめ.

琵琶湖博物館情報システム:システムソフ トウェア追加開発にあたっての内部ニーズのとりまとめ.

狂琶湖博物館情報システム:システムの運転管理 (横尾 研児 ･橋本 博至と共同).

茸琶湖博物館情報システム:インターネットページの内容更新 (溝尾 研児 ･橋本 博至と共同).

【展示活動】
窟ぎ湖博物虎の展示溝J5

充琶湖博物館常設展示C展示室:気象に関する展示の更新維持管理の総括.

菟琶湖博物館常設展示室:LANシステムの配線変更および調整.

佃の博物鹿等 の展示溝必

1998年10月2日]-23日 滋賀環境 ビジネスメッセ出展 ｢環境って何だろう｣ (滋賀県長浜市長浜 ドーム)の企画 ･運営

(美濃部 博 ･楠岡 泰と共同).

【企画調整事業】

1998年8月7日 ｢博物館の情報事業｣窟琶瀞博物館平成Jo年度博物虜実習.珪琶湖博物館.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年4月1日 琵琶湖博物館主任学芸員 (旧 :学芸貞).
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中井 克樹 NAKAl,Katsuki 動物生態学 (博士 (理学))

主任学芸員 研究部湖沼研究系

(莱)総務部企画調整課

印刷物

【学術論文】

Nakano,S.,Kitano,S.,Nakai,K.andFausch,K.D.(1998) Competitiveinnuencesofexoticbrooktrout(SaLveLinus

fontina/is)onforagingmicrohabitatandbehaviorofsympalricbulltrout(S･conj7uentus)inaMontanastream.In:

Yuma,M.,Nakamura,LandFausch,K.D.leds.]FishBiologyinJapan:AnAntho/ogyinHonorofHL'royaKawanabeI

EnvlrOnmenla/BiologyofFt'shes.SpecL-aLVolume.ppl345-355･

【専門分野の著作】

中井 克樹 (1998) ビワコミズシタダミ.ln:水産庁 [編]B本の希少を野生水生生物に厨するデータブック.pp.20-21.

(社)日本水産資源保護協会,東京.

中井 克樹 (1998) カドヒラマキガイ.ln:水産庁 [編] B本の希少を野生水生生物に厨するデータブック.pp.26-27.

(社)日本水産資源保護協会,東京.

中井 克樹 ･松田征也 ･上西 実 (1998)琵琶湖におけるカワヒバリガイの分布拡大.月筋学葎話 Yenus,57:139-140.[要

旨〕
中井 克樹 ･布谷 知夫 (1999) 滋賀県における住民参加型陸産貝類調査の試み.月筋学禅話 Yenus,58:46. [要旨]

Morino,H.,Yamauchi,M.,Kamallynov,R.M.,Nakai,K.andMashiko,K･(1999)Amphipodassociationinthesurfbeltof

LakeBaikal.In:Miyazaki,N.led.]BL'odt'versL'ty,Phy/ogenyandEnvL'ronmentinLAkeBaL'kaL.pp.45-60.0tsuchi

MarineResearchCenter,OceanResearchlnslitute,UniversltyofTokyo,OLsuchi.

Nakai,K,,Narila,TandMorino,H.(1999) InvestigationormacrobenlhosdiversityinthelittoralzoneorLakeBaikal:

Methodologyandpreliminaryresu)ts･Jn:MlyaZaki,N.led.]BL'odL'versL'ty,PhyLogenyandEnvL'ronmentinLbke

BaL-ka/.pp.2)4.0tsuchiMarineResearchCenter,OceaJIResearchInstitute,UniversityofTokyo,Otsuchi.labstract]

Yamauchi,M,Morino,H.皮Nakai,K.(1999) Amphipodassociationinsurf-zonesofLakeBaikal.In:Miyazaki,N.【ed.]

BL'Odiversity,PAY/ogenyaldEnvironmentinLLZkeBat-hal.pp.219.01suchiMarineResearchCenter,OceanResearch

lnslitule,Universilyorlbkyo,0【suchi.【abstracl】

【一般向けの著作】

中井 克樹 (1998) タンガニーカ湖にカワスズメの世界を訪ねて.季丹生余話 〔生命話研究m),(19):18-20.

中井 克樹 (1998) 知っていましたかブラックバスのこと､釣 りはマナーをまもって. 広#びわ ｢びわ町企画粛蒼謀),

(282):3.[インタビュー記事形式]

中井 克樹 (1998) 黄門さまの街へ-田んぼ高速通覧の記-.田んJ罰研究だより (ffgi冴博物館水田庶合研究虚■),(5):1.

中井 克樹 (1998) Q&A:びわ湖の外来生物について.オウミ7:窟宮瀞研究J!-#ニ3-メ (滋賓頻尿琶御研究JW),(62):
4.

中井 克樹 (1998) 古代湖 ･党琶湖-固有種と外来種のはぎまで-. 人環 フォーラム (京都大学大学犀人厨 ･環頻学研

究科J,(5):16-19.

中井 克樹 (1999) 外来種に翻弄される究琶湖の生態系.stecニュース ((W)大鹿府下水道皮節-センター),(29):4-5.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会 での発表 など】

中井 克樹 (1998年6月27日) 琵琶湖における外来魚の生態と現状.弟 J回屠琶瀞博物虜研究発表会 詫琶湖博物館.

中井 克樹 (1998年9月21El) 琵琶湖の魚類群集における最近の変化-水産統計にみる固有種の激減-.8本摩水草舎弟

63回大会 ･課題#虜 /摩水成における生物多頗性ノ.信州大学 (長野県松本市).

中井 克樹 ･松田征也 (1998年11月1日)外来二枚貝カワヒバリガイの概要とその利水施設への影響.応用生腰上学研究

会第2回研究発表会 発明会館 (東京都港区).

Nakai,K.,Narita,TandMorino,H.(1998年11月7日) lnvesLigalionofmacrobenthosdiversityinthelitlora】zoneofLake

BaikaJ:Methodologyandpreliminaryresults. BlCER,BDPandDrWF54JoL'ntJnlernationalSymposium onLAke

BoikaI.パシフイコ横浜 (神奈川県横浜市).[ポスター発表]

Yamauchi,MHMorino,H.andNakai,K.(I998年日月7日) Amphipodassociationinsurf-zonesofLakeBaikal.BICER,

BDPandDIWFhJoL'ntInlematL'OnaESymposium OIZLJZkeBalkal.パシフイコ横浜 (神奈川県横浜市).[ポスター発

表]

-16-



Nakai,K.,Narita,TandMorino,H.(1998年11月9日)InvesligalionormacrobenthosdiversityintheliltOralzoneofLake

Baikal:Methodologyandpreliminaryresults."Biodiversity,PhylogenyandEnvL.rOnmenTinLAkeBaikaL''APost-

Symposium Meett'ngofBICER.BDPandDlWfnJoL'ntIntematE'OnalSymposF'um onLLZkeBaikal.箱根 プリンスホテ

ル ･レイクサイ ドアネックス (神奈川県箱根町).

Morino,H.,Yamauchi,M.,Nakai,K.andNaTita,T.(1998年11月9日) DistributionofamphipodsonlittoralzonesofLake

Baikal･Apreliminaryreport･''Biodl'versE'ty,PhylogenyandEnvironmenttenLDkeBaL'kaL''APost-Sympost'umMeetLng

ofBICER,BDPandDrWJnJointlnteynationoLSymposL'um onLakeBaL'kal.箱根 プリンスホテル ･レイクサイ ドア

ネックス (神奈川県箱根町).

Nakai,K.(1998年11月13El) Areportfrom.rLakeEcosystem W)rkingGroup".COE国際 シンポジウム/啓太平洋 7ジア

生物多#佳 ワークシ=ノブ/連 勝多#任のモニタリングの基準化 をめ ざLTJ (DIWfh Workshop ''DeveLoping

slandardsforGLobaLMonitoringonBL'odL'versity").京大会館 (京都府京都市).

中井 克樹 (1998年11月29日) 琵琶湖の魚介類の固有種 と外来種 一近年の変化 とその問題点.8本生腰学会速成地区会

滋賀県立大学 (滋賀県彦根市).

森野 浩 .中井 克樹 ･野崎 健太郎 (1998年12月5日) 野外班 ･湖沼グループ .バイカル湖チームの報告.多#任薪 プロ

全体会#.京都大学生態学研究センター (滋賀県大津市).

中井 克樹 (1998年12月18日) 湖沼沿岸域における生物多様性研究-大型底生生物 を対象 とした国際生物多様性観測へ

むけて.粛啓7m博物虜研究セ ミナー.完琶湖博物館.

中井 克樹 ･布谷 知夫 (1999年1月31El) 滋賀県における住民参加型陸産貝類調査の試み. B本月腰 学会GIJjZ70周年記

念大会 国立科学博物館分館 (東京都新宿区).[ポスター発表]

中井 克樹 ･亀田 佳代子 (1999年3月4日) 発雷瀞PJ7g題 に厨する柳 男顔Bg遠藤会謙主催研究会 /~赤野#渚における研

究成 り鹿みについてJ.託琶湖博物館. [運営 ･進行]

松田 征也 ･中井 克樹 (1999年3月23日) ユーラシア庚水月斎井何研究会 茸琶湖博物館 (滋賀県草津市).[開会の挨

拶/閉会の挨拶].

中井 克樹 ･森野 浩 ･成田 哲也 ･山内 視嗣 (1999年3月27日) バイカル湖沿岸域の大型底生動物群集を対象 としたスキ

ューバ潜水による調査方法の検討-国際生物多様性観測年 (BOY)を視野に入れて. B本生腰学会546回大会 ･

B由集会 r/ヾ イカJL,瀞沿岸虜 における生物#集の#式 と多#任の#符頗席J.信州大学理学部 (長野県松本市).

中井 克樹 (1999年3月28日) 湖沼沿岸域における大型底生生物 を対象 とした調査方法の検討～バ イカル湖 と琵琶湖の事

例.8本生磨学会#46回大会 信州大学理学部 (長野県松本市).[ポスター発表]

【研 究 プ ロ ジ ェク ト等 への参加 】

琵琶湖博物館総合研究

琵琶湖博物館総合研究

完琶湖博物館共同研究

珪琶湖博物館共同研究

珪琶湖博物館共同研究

詫琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館共同研究

詫琶湖博物館専門研究

｢琵琶湖沿岸帯生態系の動態に関する研究｣:研究分担者 (1997年度～).

｢水田生態系 と人間活動に関する研究｣:研究分担者 (1997-1998年度).

｢滋賀県における陸産貝類の分布 に関する研究｣:研究代表者 (1997年度-)

｢ユーラシアにおける淡水棲貝類の生物地理に関する研究｣:研究分担者 (1997年度-)

｢カワウによる水域生態系から陸域生態系への物質移動 とその影響｣:研究分担者(1997年度～)

｢屋外展示空間の生物群集 と環境の変化のモニタリング上 研究分担者 (1997年度-)

｢琵琶湖 とその流域の魚類に関する研究｣:研究分担者 (1997年度-)

ほを琶湖における外来生物に関する研究｣ (1992年度～)

文部省科学研究費創 成的基礎研究 (新 プロジェク ト) ｢地球環境稚乱下における生物多様性 の保全及び生命情報の維持

管理に関する総合的基礎研究｣湖沼研究班 (バ イカル湖):研究協力者 (1997年度-2001年度).

トヨタ財団 ｢アフリカ ･マラウイ湖周辺の人々の湖沼生活文化に根 ざした生態系保全の方法開発に関する研究｣:研究

分担者 (1996年度-1998年度).

【学会 等 の役職 ･運 営 ､論文 の査 読 な ど】
日本生態学会近畿地区会 自然保護専門委員会:委員 (1998年-).

日本貝類学会:評議員 (1999年1月-).

日本BICER協議会将来構想検討委貞会:幹事 (1996年-)

BICER･BDPandDIWPAJointInternationalSymposium onLakeBaikal:Ⅵce-SecretaryofLocalOrganizlngCommittee
(1997年-1998年11月).

日本陸水学会第64回彦根大会実行委員会:委員 (1998年-1999年).

山口貝類同好会:査読協力員 (1996年-)

世界古代湖会議論文集 ｢AncientLakes:theirCulturalandBiologicalDIVerSity｣編集局:局員 (1997年7月-1999年).

世界古代湖会議論文集 ｢AncientLakes:theirCulturalandBIOlogica)Diversity｣:投稿論文の査読.

El本魚類学会誌:投稿論文の査読1件.

【大学 での講義 ･実習 ､学 生 の指 斗 な ど】
1998年後期 (リレー式) 滋賀医科大学生物学実習 ｢動物生態学 :大津市上丸尾池における魚類の個体数推定｣ (1年

生対象 ･動物生態学担当).
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1998年後期 (リレー式) 滋賀医科大学生物学特論 ｢古代湖としての珪琶湖とそこにすむ生き物たち｣ (1年生対象 :

陸水生物学).

茨城大学大学院理学研究科卒業生 (米倉 竜次) ｢琵琶湖におけるブルーギルの摂食生態に関する研究｣への助言.

京都大学理学部4年生 (西 浩孝) ｢滋賀県大津市坂本周辺のコガネマイマイの変異に関する研究｣への助言.

滋賀県立大学環境課学部1年生 (金尾 滋史) ｢滋賀県犬上川流域の生物相に関する研究｣への助言.

国際協力事業団研修員 (watsonMSOSA､マラウイ大学)受け入れ (1998年9月21日-10月31日).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
fEg潮博物腰'の主催行事
1998年6月7日 ｢重吉琶湖に侵入した魚たち｣ 博物館講座 :淡水角スFl講座 (講義窟).琵琶湖博物館. [NHKラジオ､

夏のラジオセミナー放送用に収鐘]

1998年6月17日,20日 ｢湖と生物｣ 博物館ス門セミナー (昇6期) r瀞をめぐるB然と,̂周J.茸琶湖博物館.

1998年8月8日,9El,22日,23日 夏休み滑#卓.詫琶湖博物館.

1998年8月23日 ｢琵琶湖の貝を調べてみよう｣ 7イール ド館穿会‥烏丸半島 (滋賀県草津市)および琵琶湖博物館.

佃の博物館､細& ･Lg休等の主催行事
1998年4月25日 ｢生きもの総合調査部会説明一魚 ･貝類調査について｣ 滋賓摂生きちの鹿さ合粛査協力月諾JW会 (滋育

男B然保彦謀).滋賀県庁 (滋賀県大津市).

1998年5月9日 第 1部 :陸生貝類.滋穿県生きもの潜合粛査魚類 ･月薪研修会 ｢滋賓県B然煤者諜).琵琶湖博物館.

1998年5月10El滋者県生きもの鹿さ合粛査魚類 ･月類凍地研修会 (滋賓県自然保窟諜).大E]山観音堂および大戸川 (港

賀県大津市).

1999年2月1日 ｢琵琶湖に棲む生き物の変化について｣平成Jo年度環虜啓発アドバイザー研修会 (社団庶人滋賓原罪頻

保全協会).大津市ふれあいプラザ (滋賀県大津市).

1999年3月2日 ｢びわ湖の生物､今｣みずすまLシンポジウム /｢農業と農村の薪Lい息吹J (大津患者庶戚みずすiL,

#遥協議会). ｢道の駅｣びわ湖大橋米プラザ (滋賀県大津市).

1999年3月14日 調査の解説､調査への同行､種の同定､講評など.河ソ//の水質と生物粛査 (&膚の好赤野#潜流戚協議

会ノ.豊穣の郷赤野井湾流域協議会事務所および守山市内河川 (滋賀県守山市).

1999年3月18日 ｢湖の環境と生き物たち｣ 平成)0年度下水道技術願月 (頚場)研修会 ((財)大鹿府下水道皮節セン

ター).琵琶湖博物館.

テレビ､ラジオへの出演

1998年7月28日 ｢夏のラジオセミナー :命をはぐくむ森や水～地球環境を見つめて-/第2回 ｢琵琶湖に侵入した魚た

ち｣.NHKラジオ第-放送 (全国) (6月7日収録 10月27日 ｢ラジオ深夜便｣で再放送).

1998年10月20El ｢スーパーJチャンネル :怒 りの導火線/琵琶湖で増殖したブルーギル｣ [琵琶湖におけるブルーギ

ルの現状に関するコメント].テレビ朝日系ネット (朝日放送では放送なし) (10月14日取材).

1999年1月26日 ｢たけしの万物創世記/アフリカ-奇跡の源｣ [タンガニーカ湖の成因､生物の特異性に関するコメン

ト].テレビ朝日系全国ネット (12月14日取材,1月14El収録).

【情報整備活動】
fEぎ湖博物館の傍雄 膚活動
琵琶湖博物館情報システム:貝類標本データベースの画面設計.

文部省事業､滋賀県小学校教員を対象とした ｢身近な生きもの調査ディスケットデータ｣, 陸生貝類担当および全体へ
のコメント

(資料整備活動】

fEg湖博物館の資料髪膚店動
日本産淡水貝類液浸標本の収集と整理 (松田征也と共同).

世界の淡水貝類標本類の体系的収集 ･購入 (松田征也と共同).

寄贈海産貝類標本の一時整理 (データベースソフトへの仮登録).

滋賀県産陸生貝類資料の収集 ･製作 ･整理.

琵琶湖産無脊椎動物参照標本の整備 (マーク J.グライガ-と共同､基準標本を含む).

琵琶湖生物資源調査団が採取 した標本の受入 (京都大学生態学研究センターより提供).

アフリカ､タンガニーカ湖産魚類標本の受入 (中京大学 ･桑村菅生氏より提供).

研究用淡水魚類標本の貸出,2件.

研究用海産貝類標本の特別観覧,1件.

ロシア､バイカル湖沿岸における昆虫類の採取.
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【展示活動】
犀ぎ湖博物館の展示窟必
常設展示 :C展示室 ｢生きものコレクション:両生類 ･爬虫類｣の修理 ･改装.

佃の博物館等の展示着必

イルクーツク大学生物科学研究所附属博物館施設 (ロシア連邦イルクーツク州):新規拡張展示へのア ドバイス (1998

年7月).

豊橋市自然史博物館特別企画展 (1998年10月3日-12月13日) ｢バイカル湖と摩周湖の神秘にせまる一地球環境の未来

を求めて｣:情報 ･写真資料提供および収蔵資料貸出対応.

ロシア科学アカデミーシベリア支部イルクーツク科学センター設立50周年記念およびロシア科学アカデミー設立275周

年記念祭 (1999年3月11日-12日):写真展への写真資料提供.

【企画調整事業】

世界古代湖会議論文集 ｢AncienlLakes:theirCulturalandBiologicalDiversity｣編集部,編集委員.
琵琶湖博物館平成10年度博物館実習,主担当.

滋賀県試験研究機関連絡会謙,幹事.

1998年8月3日-8日,10日 平成)0年度博物虜実習.茸琶湖博物館.

館 内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年4月1日 琵琶湖博物館主任学芸員 (旧 :学芸技師).

【海外渡航】

1998年7月8日-29日 ロシア連邦バイカル湖 (イルクーツク大学生物学研究所ポリショイ-コテイ実験所)へ出張.文

部省科学研究費創成的基礎研究 (新プロジェクト) ｢地球環境撹乱下における生物多様性の保全と生命情報の維

持管理に関する総合的基礎研究｣ [代表者 :川那部 活哉]湖沼研究班 (バイカル湖) [分担者 :森野 浩]の研

究協力者として.

【館外の活動】

希少野生動植物保存推進員 (1997年6月9日-2000年6月30日;環境庁自然保護局野生生物課).

平成10年度自然環境保全基礎調査検討会:検討貝 (無脊椎動物分科会) (1996年度-;環境庁自然保護局野生生物課).

滋賀県生きもの総合調査委員会:専門委員 (魚類 ･貝類部会) (1997年度～;滋賀県茸琶湖環境部自然保護課).

茸琶湖 ･淀川水質浄化共同実験センター ｢多自然型水路実験｣研究部会:検討委員 (1998年9月～; (財)珪琶湖 ･淀川

水系水質保全機構).

利根川ヤマ トシジミ検討会:委員 (1998年1月～;建設省関東地方建設局利根川下流工事事務所).

河川水辺の国勢調査 (底生動物調査)スクリーニンググループ:委員 (1999年2月-; (財)リバーフロント整備センタ

ー)

京都府レッドデータ調査選定 ･評価委員会 陸淡水産貝類 ･甲殻類専門委員会:委貞 [陸生貝類担当] (1999年3月～;京

都府自然環境課).
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松田 征也 MATSUDA,Masanari 魚類繁殖学 ･貝類生態学

学芸員 研究部湖沼研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【学術論文】

Kawamura,K.,Hosoya,M.andMatsuda,M.(1998)Transparent-scaledvariantoftherosybilterling,RhodeusoceLlatus

oceLIatus(1も1eostei:Cyprinidae)iZoologL'ca/ScL-ence,15:425143).

藤本 正昭 ･前川清人 ･松島 治 ･松田征也 (1998)ヤリタナゴの臭球脳波記録の試み.鳥頗大学生物資顔学部研究#告

(3):ト4.

【専門分野の著作】

松田征也 (1998) カゴメカワニナ.In‥水産庁 [編] 8本の希少を野生水生生珍に厨するデータブ ック.pp.8-9.(社)

日本水産資源保護協会,東京.

松田征也 (1998) カワネジガイ.ln:水産庁 [編] B本の希少7t野生水生生物に厨するデータブック.pp.30-31.(社)
El本水産資源保護協会,東京.

松EEl征也 (1998) ヒダリマキモノアラガイ.Tn:水産庁 [編] B本の希少を野生水生生物にJ野するデータブック.pp.
32133. (杜)El本水産資源保護協会,東京.

松田征也 (1998) オバエポシガイ.In:水産庁[編]B本の希少を野生水生生物に厨するデータブック.pp.44145.(杜)
日本水産資源保護協会,東京.

中井 克樹 ･松田征也 ･上西 実 (1998)茸琶湖におけるカワヒバリガイの分布拡大.月筋学#話 Yenus,57:1391140.[要

旨]

【一般向けの著作】

松田征也 (1998)託琶湖の魚と環境(19)アユモ ドキ.B赤おおっ ｢大津赤+字癖尿),(210):4.

松田征也 (1998)詫琶湖の魚と環境(25)イケチョウガイ.B赤おおっ (大津赤+字病原),(217):1.

松田征也 (1998)研究最前線:淡水魚の繁殖.うみんど ｢瀞人] (H琶瀞博鯵G),(7):6.

前畑 改善 ･秋山贋光 ･松田 征也 ･桑村邦彦 ･桑原 雅之 ･中藤容子 [桑原 雅之 ･桑村邦彦 ･中藤 容子,編] (1998)

水庚企画展 r南の鳥のさか7Tj･たち一彦凍flj鳥の淡水魚-J (ソー7レソr).詫琶湖博物館,8pp.

研究活動に関する業練

【学会 ･研究会での発表など】

松田 征也 ･柴山 弘史 (I998年6月11日) ゼニタナゴの繁殖について.弟64回 (#)8本動物園水厳粛協会近題プロッ

タ水族紺 青係研修会 完琶湖博物館.

関 慎太郎 .松田 征也 (1998年6月11日) 滋賀県で採捕された移入水生生物について.弟64回 (社)8本動冴囲水厳粛

協会速成ブロック水族庶飼育係研修会 琵琶湖博物館.

中井 克樹 ･松田 征也 (1998年11月=]) 外来二枚貝カワヒバリガイの概要とその利水施設への影響.応用生腰ユ学研

究会鼻2回研究発表会.発明会館 (東京都港区).

松田 征也 (1998年日月27日) 琵琶湖におけるカワヒバリガイLimnopet77aForEuneL'の分れ 粛啓瀞博物館研究セミナー.
琵琶湖博物館.

松田 征也 ･中井 克樹 (1999年3月23日) ユーラシア顔水月粛共同研究会 式琶湖博物館 (滋賀県草津市).[開会の挨

拶/閉会の挨拶].

【研究プロジェク ト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究

重吉琶湖博物館総合研究

琵琶湖博物館総合研究

珪琶湖博物館共同研究

詫琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館専門研究

｢東アジアの中の茸琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣:研究協力者

｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣貝類瑳:研究分担者.

｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究協力者.

｢ユーラシアにおける淡水棲貝類の生物地理に関する研究｣:研究分担者.

｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣:研究分担者.

｢滋賀県における陸産貝類の分布に関する研究｣:研究協力者.

｢ビワコミズシタダミの生態学的研究｣.
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【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

近畿大学卒業研究指導1名 (佐藤 邦生).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

屠ぎ湖博物館の主催行事
1998年7月4日 ｢希少淡水魚と博物館｣ 博物館スFgセミナー (夢6m) r瀞をめぐるB然と人周J.琵琶湖博物館.

1998年7月19日 ｢川のお魚探検｣ フィール f:'#寮会 滋賀県近江町宇賀野.

1998年8月4日 水族展示の案内.平成Jo年度博物館実習.珪琶湖博物館.

1998年7月28日 平成Jo年度びわilM･ミュージアムスクールモデル事者 .'大津市立真野中学俊 文琶湖博物館.

1998年8月23日 ｢びわ湖の貝を調べてみよう｣ フィール ド節穿会 烏丸半島 (滋賀県草津市)および琵琶湖博物館.

1998年10月30日 ｢琵琶湖の貝を調べてみませんか｣ 平成Jo年度びわ瀞 ･ミュージ7ムスクールモデル事業 :大津市

立真野中学枚 大津市立真野中学校 (滋賀県大津市).

1999年3月7日 ｢水族館探検隊｣ 博物虜探線.琵琶湖博物館.

佃の博物館､顔& ･Bl休等の主催行事
1998年5月10日 滋賓塀生きもの庶合昇を漁労 ･月類罪地研修会 〔滋資県B然深度諜).大日山観音堂および大戸川 (港

賀県大津市).

1998年5月22日 産業社会と人間 ｢琵琶湖の生態系の変化｣.滋賀県立長浜北星高等学校 (滋賀県長浜市).

1998年6月4日 総合学習 ｢豊かな個性と自己教育力を育む総合的カリキュラムの開発｣に関する分科会 ｢湖をもつ世界

の国々の自然｣.滋賀大学教育学部附属中学校 (滋賀県大津市).

1998年7月31日 ｢琵琶湖の魚について｣■淡海生産カレッジ.仰木の里公民館 (滋賀家大津市).

1998年8月6日 ｢びわ湖の貝を調べよう｣弟22LgB然務査ゼミナール (滋育児中学襟産科部会).完琶湖博物館.

1998年8月8日 ｢琵琶湖の魚と貝について｣ わんば(プラザ草#.草津公民館 (滋賀県草津市).

1998年8月9El生きもの総合調査 (魚月類部会)魚 ･貝類同定会 (夏休み相談室).滋穿児B然儒者課 詫琶湖博物館.

1998年8月11日 平成10年度理科実験実習講習会b.彦頒布教育研究会産科部会 琵琶湖博物館.

1998年8月20日 ｢みずすまし親子ふれあい観察会｣滋賓原点政水産部耕地#.滋賀県大津市真野川.

1999年3月14日 調査の解説､調査への同行､種の同定､講評など.河ノIIの水質と生物粛査 (B席の好赤野#摩滅威風謙

会上 豊穣の郷赤野井湾流域協議会事務所および守山市内河川 (滋賀県守山市).

テレビ､ラジオへの出演

1998年10月19日 ｢NHKニュース :ニュースバーク関西｣ [魚類の繁殖について取材] NHK総合テレビ (大津放送局).

1999年3月25日 ｢NHKニュース :関西展望｣ [水族 トピック展示取材].NHK総合テレビ (大津放送局).

【情報活動】

fEg湖博物館の傍#活動
琵琶湖博物館貝類標本登録作業.250件登録.

【資料整備活動】
fEg瀞博物館の資料登膚

国内淡水産貝類標本 約2,000点収集.

【展示活動】
fEg湖ぼ物腰'の展示活動

珪琶湖博物館1998年度 (平成10年度)水族企画展 ｢南の島の魚たち｣:進行管理

珪琶湖博物館平成12年度企画展 ｢琵琶湖 ･食と漁業｣:基本設計作成

水族 トピック展示 ｢少なくなった魚たち｣:企画 ･運営

水族常設展示 ｢チョウザメ水槽｣での交流:企画 ･運営

展示交流員と話そう (水族常設展示 ｢トンネル水槽｣):企画 ･運営

水族常設展示 ｢世界の湖沼の魚たち｣:展示通路壁面色彩変更

水族常設展示 ｢ふれあい体験室｣:展示通路壁面色彩変更

｢水族展示探検クイズ ･今月の魚｣:リーフレット企画 ･作成

【企画調整事業】

完琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム貝.

第64回 (杜)日本動物園水族館協会近畿ブロック水族館飼育係研修会:開催運営.
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館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委員会ワーキングチーム貝.

【館外の活動】

滋賀県生きもの総合調査委員会:専門委員 (1998年8月11日-;滋賀県琵琶湖環境部自然保護課)

びわこ河川再生事業 (守山工区)に関する地域協議会:委員 (1999年3月17日;草津土木事務所長)

びわこ河川再生事業 (長浜工区)に関する地域協議会:委員 (1998年度;長浜土木事務所長).

びわこ河川再生事業 (彦根工区)に関する地域協議会:委員 (1999年度;彦根土木事務所長).
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芦谷 美奈子 AS川YA,Minako 植物生態学 (理学修士)

学芸員 研究部湖沼研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【専門分野の著作】

芦谷 美奈子 (1998) 地蔵川の水生植物.In:米原町教育委員会 [編] ノ､リヨ生腰粛査#告書.pp.18-22.米原町教育委
員会.

【一般向けの著作】

芦谷 美奈子 (1998)古代湖 .琵琶湖とその周辺.展示学 (8本展示学会話),25:28129.

ズポルフスキー,ベルニー IJH那部 活哉 ･芦谷 美奈子 [鼎談,翻訳:芦谷 美奈子] (1998) 鼎談 ｢こどもと博物館｣.
うみんど [瀞人] (発雷瀞博物館),(7):2-3.

芦谷 美奈子 (1999)研究最前線:水草がたどった道を探る.うみんど [瀞人] (fEg瀞博物館),(9):8.

生津 恵子 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･芦谷 美奈子 ･マークJ.グライガ- (1999) 窟gm博物慮第6回企画展示 /磯 戒と進

化一動物化石が語る東アジア500万年-J図録 64pp.珪琶湖博物館,草津.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
芦谷 美奈子 (1999月3月4E]) ミュージアム ･ショップの商品開発.名詩屠 潜水厳粛 ミュージアム ･シ=ノブ業者会 式

琶湖博物館.

芦谷 美奈子 (1998年5月15El) 米原町ハリヨ調査 その2-地蔵川の水生植物分布.窟琶瀞博物館研究セミナー.珪琶湖

博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】

珪琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸域の生態系と動態に関する研究｣:研究分担者.

茸琶湖博物館共同研究 ｢子ども博物館の展示と利用に関する研究｣:研究代表者.

茸琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣:研究分担者.

党琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢イバラモの雌雄比および雌雄分布とシュー ト成長に関する研究｣.
笹川科学研究助成 ｢博物館展示の ｢ハンズオン｣化の手法の検討及び開発に関する研究｣:研究代表者.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

発育期博物館の主催行事

1998年10月30日 体験学習 ｢ヨシ帯を調べてみませんか｣平成10年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :大

津■市立真野中学夜.珪琶湖博物館.

1999年 1月27日,30日 ｢博物館で学ぶ｣博物館スFgセミナー (昇7m) rmをめぐるB然と,̂風上 琵琶湖博物館.

【資料整備活動】

屠ぎ湖博物館のjg料整序

水生植物レプリカ ｢ノタヌキモ｣製作委託事業:監修.

【展示活動】

屠ぎ湖博物館の展示着動

ディスカバリー ･ルーム:｢にんぎょうげきじょう｣人形製作監修.

ディスカバリー ･ルーム:｢石の下の生きもの｣｢水の中の生きもの｣生物 レプリカ製作監修.

【企画調整手業】

茸琶湖博物館中長期計画検討委貞会:ワーキングチームサブリーダー.

博物館うらおもてシリーズ第1号 ｢(仮題)化石発見記｣:編集.
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館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委員会ワーキングチームサブリーダー.

【海外渡航】
1998年10月1日-26日 アメリカ合衆国 ･イギリス ･フランスへ出張.託琶湖博物館共同研究 ｢子ども博物館の展示と利

用に関する研究｣の一環として.

【館外の活動】
みずすまし構想推進委員会 :委員 (滋賀県農政水産部農村整備課).

究琶湖河川再生事業に関する地域協議会:委員 (滋賀県彦根土木事務所).

茸琶湖河川再生事業に関する地域協謙会:委員 (滋賀県長浜土木事務所).

茸琶湖河川再生事業に関する地域協議会:委員 (滋賀県草津土木事務所).
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中藤 容子 NAKATO,Yoko 人文地理学 (文学修士)

学芸員 研究部湖沼研究系

(莱)事業部情報センター

印刷物

【寺門分野の著作】
中藤容子 (1998)郷土館めぐり:滋賀県立琵琶湖博物館.地域社会 38:67174.

【一般向け著作】
前畑 改善 ･秋山庚光 ･松田 征也 ･桑村邦彦 ･桑原 雅之 ･中藤 容子 [桑原 雅之 ･集村邦彦 ･中藤 容子,編】 (1998)

水庚企画展 r南の烏のさか7TJj=ち一彦球flj点の淡水磨-J (ソーフレッり .琵琶湖博物館,8pp.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
中藤 容子 (1998年8月21日) 珪琶湖博物館で所蔵する民俗資料から見えてくること.雇琶瀞博物併 発セミナー.茸琶

湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】
茸琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水系における伝統的資源利用とその変化｣.

博物館事業に関する業練

【交流 ･サービス活動】

犀ぎ湖博物館の主催行事
1998年6月21日 ｢昔の草津を歩く観察会｣ フィー)i,ド伊奈会 草津駅周辺 (滋賀県草津市).

1998年8月20日 資料からみる支琶湖と人々との関わり.平成Jo年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :盛者県

jZ石部高等学庶~.珪琶湖博物館.

【資料整備活動】

岸ぎ瀞博物館のjf耕者併
琵琶湖博物館民俗資料:保存処理 ･登録作業.

藤田家文書:収集 ･仮整理.

橋本鉄男先生蔵書:調査.

【展示活動】

窟ぎ瀞博物館の展示着必
琵琶湖博物館平成12年度企画展 ｢(仮称)琵琶湖 ･食と漁業｣:基本設計作成.

【企画調整事業】
託琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム貝.

平成10年度博物館実習:民具のクリーニング.

平成10年度博物館実習:図書資料の整理.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム月.

1998年10月25日-1999年4月30日 出産前後休暇､育児休暇.
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牧野 久実 MAKINO,Kumi 民族 学 ､考古学 (文学修士)

学芸技師 研究部湖沼研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【専門分野の著作】

用田 政晴 ･牧野 久美 [編] (1999) よみがえる鬼子船一発琶瀞最後の伝鹿Gg木造船復元展示pfE鍔一.屠琶瀞博物館研

究粛査#告 (13).

牧野 久美 (1999) 船大工松井三四郎のライフヒストリーー昭和以後の木造船の消長について一.粛啓71m博物館研究粛

査#告 (13):13-16.

牧野 久美 (1999) 丸子船の進水 ･航行と公開.fE琶瀞博物館研究粛査#告 (13):61-79.

牧野 久美 (1999) 滋賀県統計資料にみる丸子船の隻数の変遷.発雷瀞博物館研究粛査#告 (13):87-90.

【一般向けの著作】

牧野 久美 (1998)古代の子育てグッズ.月河みるとす,(37):31-34.

牧野 久美 (1998) ゲシアの葡萄.R河みるとす,(40):34-38.

牧野 久美 (1998) ところかわれば発掘道具もかわる.月河みるとす,(41):35-39_

牧野 久実 (1998)愛 しのベラ.月河みるとす,(42):33136.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

牧野 久美 (1998年10月16日) なぜ丸子船は使われなくなったのか?屠琶瀞博物館研究セミナー.茸琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】

托琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖の世界史的評価｣

文部省科学研究費重点領域研究 ｢古代社会の人口復元｣ (研究代表者 :伊藤 栄明 ･文部省統計数理研究所):研究分担

者.

文部省科学研究費助成研究 ｢遺跡泥垂削こ含まれる有機遺物の採集 ･分析法の開発｣ (研究代表者 :松井 牽 ･奈良国立文

化財研究所):研究分担者.

文部省科学研究費助成研究 ｢キネレット湖の歴史文化に関する研究｣ (研究代表者 :月本 昭男 ･立教大学):研究分担

者.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

佃の博物館､,IgR ･団律等の主催行事

1998年5月30日 ｢ヌジ人名資料からの系図の復元について｣ ,̂文一科学における務計学のfIJm.国立民族学博物館 (大

阪府吹田市).

1998年7月10日 ｢丸子船について｣京都府jZ東宇FLDL高等学務セミナー.琵琶湖博物館

【資料整備活動】

fEg瀞博物館の資料髪膚

民具登録作業,5,000件登録

琵琶湖木造船模型製作事業,10点.

【展示活動】
屠ぎ湖博物館の展示活動
常設展示B展示室維持管理.

展示交流員研修.

平成11年度企画展示 ｢湖の船｣､基本設計 ･実施設計.
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【企画調整事業】

世界古代湖会議論文集 ｢AncienlLakes‥theirCulturalandBiologicalDiversity｣編集部‥編集委員

世界古代湖会議論文集 ｢古代湖の考古学｣編集者.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人手】
1998年4月1日 茸琶湖博物館事業部展示科を兼務 (旧 :総務部企画調整課).

【館外の活動】

国立民族学博物館 研究協力者.
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芳賀 裕樹 HAGA,Hiroki 湖 沼代謝学 (理学博士)

学芸技師 研究部湖沼研究系

(莱)事業部情報センター

印刷物

【専門分野の著作】

芳賀裕樹 (1998)地蔵川の水質.tn:米原町教育委員会 [編] ノ､リヨ生厳粛査#告鼻 pp.27-31.米原町教育委員会.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
芳賀 裕樹 (1998年5月15日) 米原町ハリヨ調査 その3-地蔵川の水質について.発雷瀞博物虜研究セミナー.琵琶湖博

物館.

【研究プロジェクト等への参加】
茸琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸生態系の動態｣:研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢茸琶湖生態系の長期変遷｣:研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖に与える影響｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖湖水における溶存有機物､特に溶存アミノ酸の挙動について｣.

【学会の役聴 ･運営､論文の査読など】
日本陸水学会第64回彦根大会実行委員会委員 (1998年-1999年)

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

犀ぎ湖博物館の主催行事
1998年7月19日 ｢ミクロな生き物観察会｣ ミュージアム顔寮会 琵琶湖博物館.

1998年8月2日 ｢琵琶湖の魚は何を食べているか?｣ ミュージアム伊奈会.琵琶湖博物館.

【情報活動】
犀ぎ湖博物戯'の伴#溝ガ
静止画データベース公開準備

個人情報保護ガイドライン案作成

公開/非公開の決定 ･データ入力 (13,900件)

静止画データベース (公開用)画面設計

動画ライブラリーメニュー更新 (212件)

質問/回答データベース制作 ･データ入力 (820件)

【資料整備活動】
犀ぎ湖ぼ物腰■の資料髪膚着Jb
写真資料の収集 (業務委託統括).

写真資料デジタル化 (データ整備2194件､業務委託締結､指示書作成).

デジタル化写真資料のデータベースへの登録 (データ整備3242件､業務委託締結､動作確認).

動画資料制作 ｢今月のびわ湖｣12本.

動画資料媒体変換 (業務委託締結､16件).

【企画調整事業】

琵琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム貝.

-28-



館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 茸琶湖博物館中長期計画検討委員会 ワーキングチーム月.
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亀田 佳 代子 KAMEDA,Kayoko 鳥類生態学 (博士 (理学))

学芸技 師 研究部湖沼研究系

(莱)総務部企画調整課

印刷物

【専門分野の著作】
亀田佳代子 ･中西幸司 ･加藤 晃樹 ･山崎 亨 ･-瀬 弘道 ･安藤元一 ･西 浩司 ･植田睦之 ･江口淳一 ･石本 知江子 ･桜

庭 由季子 ･私市 和子 ･陳 賜隆 〔編〕 (1998) AsianRapEoTResearch& ConseryatJ'on:neFJ'rsESymf,OSI'um on

RaptoTSOf-AsL-a-PTOgTam &Abstracts/東南7ジア定食蔚シンポジウム :プログラム ･要旨&.126pp.東南アジ

ア猛禽類シンポジウム実行委員会,野洲.

【一般向けの著作】
清水 幸男 ･川那部 活哉 ･亀田佳代子 (1998)館長訪問:湖北の鳥と湖と.うみんど [滅入] (fE宮iM博物館),(6):2-3.

亀田佳代子 (1998)琵琶湖博物館.Tn:宝湖創造プロジェクト 摘 ]宝瀞へ.JR東海企画,東京.p.9.

亀田佳代子 (1998) ｢湖と人間｣をテーマにフィール ドへと誘う博物館 (巻頭エッセイ/近畿ミュージアム訪問).

LEWLETTS(N7Tグループ 〔財)富気通信共済会近題文教 大原),(455):1.

亀田佳代子 (1998)博物館紹介:滋賀県立琵琶湖博物館.点字ニ1-メ (El本属学会,帯広),(70):4-6.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

Kameda,KリMIZutani,H.andKoba,K.(1998年4月21日) Analysisormaterialnowfromaquaticecosystemtoterrestrlal

ecosystemmedlatedbytheGreatCormorantbyusingstablelSOtOpe (echniques(Preliminaryframework)･AppIE-cations

ofStable/501OPeTecJ7niquestoEcoLogL'CaLStudies･DeltaBessborough(Saskatoon,Canada)･

亀田佳代子 (1998年7月11日) カワウによる水域から陸域への物質移動.8本.鳥学会近題地区腰讃会昇63回財会 大阪

市立大学 (大阪府大阪市).

亀田 佳代子 (1998年7月15日) カワウによる水域生態系から陸域生態系への物質移動 (予備的考察).安定同位体ゼミ.

京都大学生態学研究センター (滋賀県大津市)

Kameda,K.(1998年7月21日) Materlalnow from aquaticecosystem tolerreSlrialecosystem mediatedbytheGreat

Cormorant(Prelimlnarydiscussion).VIIIntematL'onalCongressofEcoLogy.PalazzodeiCongressi(Florence,Italy)A

亀田 佳代子 (1998年9月18日) 水城と陸域をむすぶカワウの役割 1.安定同位体比分析を用いたカワウの食性解析.fE
夢瀞博物庶研究セミナー.完琶湖博物館.

亀田佳代子 ･森貴久 ･山岸哲 (1998年11月21日)安定同位体比分析を用いたカワウの食性解析.7998年度B本島学会

大会 北九州大学 (福岡県北九州市).

亀田 佳代子 (1998年11月21日) 琵琶湖におけるカワウの増加と被害の現状.7998年度B本鳥学会大会B由集会 rカワ

ウを題Lで野生動物と人との共存の逆を探る.そのJJ.北九州大学 (福岡県北九州市).

中井 克樹 ･亀田 佳代子 (1999年3月4日) 発ぎ瀞Fpl題に厨する試験研究度厨遵籍会議主催併究会 ｢赤野#潜における研

究解 り超みについTJ.琵琶湖博物館.[運営 ･進行]

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館共同研究 ｢カワウによる水域生態系から陸域生態系への物質移動とその影響｣:研究代表者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢羊毛琶湖沿岸生態系の動態｣:研究分担者.

完琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣:研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣:研究分担者.

完琶湖博物館専門研究 ｢水域と陸域を結ぶカワウの役割一安定同位体比を用いた食性解析と物質移動の解明｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】
VIIInlematlOnalCongressorEcology(第7回国際生態学会),symposium 6･3.日InteractionsbetweenFreshwaterFisheries

andBirds",MomingSessionH:座長.

slrix(野外鳥類学推誌):投稿論文の査読 1件.

東南アジア猛禽類シンポジウム実行委員会:委員 (講演要旨集編集責任者).
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博物館事業に関する業績

【交流 ･サ丁ビス活動】
屠ぎガ博物館の主催行事

1999年1月17日,24日,31日 ｢鳥類学入門 :琵琶湖周辺の鳥類 (全3回)｣ 博物虜講座.究琶湖博物館.

1999年2月7日 ｢琵琶湖の水鳥かんきつ会｣ ミュージアム伊奈会 琵琶湖博物館周辺.

他の博物館､棚 ･団律等の主催行事
1998年6月30日 カワウと人の過去 ･現在 ･未来.俊■阜大学教育学部W居中学務博勝庶月学.琵琶湖博物館.

1999年2月9日 琵琶湖周辺の鳥類とその見分け方.滋穿県鳥等学ii7t屠耕教育研究会生鯵部会必勝研究部F7研修会 琵琶湖

博物館.

1999年2月9日 フィールドワーク.滋宮原高等宇摩運#教育研究会生身部会必勝研究部Fl研修会.琵琶湖博物館.

I999年2月9日 鳥類の生魚 滋賓県′者等学摩晋#教育研究会生穆部会必勝研究部F7研修会 琵琶湖博物館.

1999年2月9日 詫琶湖博物館の鳥類研究-生態系におけるカワウの役割-. 滋賓県有等草原選科教育研究会生身部会動

物研究部門研修会 茸琶湖博物館.

1999年2月21日 近畿地方のカワウと有害鳥獣駆除.カワウBg東地区集会 日本野鳥の会wING (東京都日野市).

1999年3月8日 琵琶湖の自然環境.平成10年度速成ブロック赤+手癖厚着彦成長研修会 第四ブロック研修センター(日

赤滋賀りっとう山荘,滋賀県栗東町).

テレビ､ラジオへの出演

1998年7月3日 ｢ふるさとほっとライン｣ 東京メトロポリタンテレビジョン.

1998年11月3日 ｢FMFESTIVAL'98｣ FM滋賀.

1998年11月25日 ｢サンデーllLが｣ びわ湖放送.

1998年12月9El ｢滋賀県だより｣ KBS滋賀.

【資料整備活動】
fE宮浦好物館のjf村里粛活動

琵琶湖博物館鳥類本剥製標本作製委託,13点作製.

【企画調整事#】

琵琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム月.

1998年8月3日-8日,10日 平成)0年度好鮒 貢ぎJ劇超当].

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年4月1日 琵琶湖博物館企画調整課月を兼務 (旧 :事業部交流センター月).

1998年4月16日 職務に専念する義務の免除 (平成10年4月19日､22日､23日).滋賀県知事.

1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委貞会ワーキングチーム月.琵琶湖博物館長.

1998年7月15日 職務に専念する義務の免除 (平成10年7月18日､22日-24日).滋賀県知事.

【海外渡航】

1998年4月18El-23日 カナダ (サスカチュワン州サスカチューン)へ渡坑.国際学会 ｢安定同位体技術の生態学的研究

への応用｣での発表のため.

1998年7月18日-26日 イタT)ア (フィレンツェ)へ渡航.第7回国際生態学会での発表のため.

1999年3月21日-3月28日 インドネシアへ渡航.国際協力事業団インドネシア･生物多様性保全計画短期派遣専門家と

して.

【館外の活動】

京都大学生態学研究センター協力研究員 (1997年4月1E]-).

滋賀県生きもの総合調査委員会鳥類部会:委員 (1997年4月1日-;滋賀県琵琶湖環境部自然保護課).

京都放送番組審議会:委員 (1998年6月26日-;京都放送).

滋賀県生きもの総合調査調整会議:保全対策検討連絡員 (1998年8月12日-;滋賀県琵琶湖環境部自然保護課).
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里口 保文 SATOGUCHl,Yasufumi 火山灰居序学 (博士 (理学))

学芸技師 研究部湖沼研究系

(莱)事業部資料科

印刷物

【専門分野の著作】

野洲川朝国河床足跡化石調査団 (1998) 甲西町斬園の野洲J//河床R跡化石粛査#告 甲西町教育委員会.57pp.

【一般向けの著作】
水上二己夫 一布谷知夫 ･嘉田由紀子 ･前畑改善 .高棟啓一 ･秋山簾光 ･里口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集〕(1998)

うみんど J潜入](6).8pp.琵琶湖博物鼠 草津.
水上二己夫 ･布谷 知夫 ･高橋啓一 ･里口保文 ･秋山贋光 ･前畑改善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1998)うみんどJ瀞

,̂](7),(8).8pp.茸琶湖博物館,草津.

里口保文 (1998)虫生野火山灰.DueEけ ンライズ柵 彦頗),(61):9.

水上二己夫 ･布谷知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山席光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1999)うみんど｢瀞
人ノ(9)_8pp.託琶湖博物館,事象

珪琶湖博物館 [里口保文,篇】 (1999)魚類原本2･屠宮M博物館資耕8歳(2).琴琶湖博物館,草津･159pp･
生津恵子 ･高禄 啓一 ･里口保文 ･芦谷美奈子 ･マークJ.グライガ- (1999)窟琶瀞博鯵館弟6Lg企画展示 /~冶鹿と遷

化一劇物化石が語る東7ジ7500万年-J図録 珪琶湖博物館,草津.64pp.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
里口保文 ･長橋 良隆 ･黒川 勝己 ･吉川 周作 (1998年8月1日) 鮮新一更新続のテフラ層序.地学団体研究会552Lg#

会 〔Lb昏).島根大学 (島根県松江市).

里口 保文 (1998年9月18日) 鮮新一更新統上総層群中に挟在するKd38火山灰層の岩相変化とその堆積環境.発雷瀞博

物虜研究セミナー.琵琶湖博物館.

里口保文 ･渡辺 真人 (1998年9月25日) 鮮新一更新統上総層群下部に挟在する火砕鍵層Kd38の側方岩相変化.ET本地

質学会昇lo5年学術大会 信州大学 (長野県松本市).

黒川 明 ･里口 保文 (1998年9月25日) 滋賀県甲賀郡甲西町野洲川河床の古環琶湖層群の層序と年代. 8本地質学会弟

JO5年学術大会 信州大学 (長野県松本市).

中条 武司 ･里口保文 ･片岡 香子 (1998年9月25日) 古琵琶湖層群甲賀累層における湖成デルタの発達過程.B本地官

学舎弟LO5年学術大会 信州大学 (長野県松本市).

黒川勝己 ･青木豊樹 ･富田裕子 ･長橋 良隆 ･星口保文 ･大橋 理香 (1998年9月25日)魚沼層群のSKllO火山灰層と上

総層群のKd25火山灰層の広域対比.B本地質学舎弟105年学術一大会.信州大学 (長野県松本市).

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館共同研究 ｢古文琶湖層群下部の堆積環境と堆積過程一淡水成デルタが形成する地層-｣:研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢完琶湖周辺域における過去1万年間の自然環境と人間活動の変遷｣:研究分担者.

茸琶湖博物館専門研究 ｢古琵琶湖層群とその同時代の堆積層に挟在する火山灰層の対比｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
fEg湖博物館の主催行事
1998年10月4E] ｢滋賀県の地学散歩｣ フィール ド顔穿会.滋賀県石部町周辺.

1998年7月30日 地層と断層について.平成10年度びわm ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋穿県jZ石部高等学G.

琵琶湖博物館.

1998年8月21El珪琶湖の生い立ちについて.平成LO年度びわiW.ミュージアムスク-)I,モデル事業 :滋資県立石部高■等

学務.琵琶湖博物館.

佃の博物館､超& ･Bl休等の主催行事
1998年10月13日 環境問題の現状と課蓮一博物館の展示内容と関わって- (古詫琶湖層群中の火山灰).平成JO年度滋

穿県教職産廃者研修J〔滋賓原教育センタ-).茸琶湖博物館.
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【情報整備活動】

犀ぎ湖博物館の伴#善房活動

茸琶湖博物館情報システム: 茸琶湖博物館地学資料 (化石,岩石 ･鉱物,堆積物,プレパラー ト)データベースの画面

設計.

【資料整備活動】

屠ぎ瀞博物館の資料着岸
｢地学資料整理マニュアルyer.3｣作成.

琵琶湖博物館地学資料登録 12,014件.

【展示活動】
屠ぎ瀞博物館の展示店Jb
支琶湖博物館企画展示 ｢絶滅と進化一動物化石が語る東アジア500万年-｣:副担当者.

琵琶湖博物館常設展示A展示室自然史研究室 ｢地層の研究｣コーナー:企画 ･制作.

【企画調整事業】

茸琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム貝.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 茸琶湖博物館中長期計画検討委員会ワーキングチーム貝.滋賀県立完琶湖博物館館長.
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嘉田 由紀子 KADA,Yukiko 環境社会学 ･文化人類学 (農学博士)

総括 学芸員 研究部集水域研究系

(莱)総務部研究交流総括

印刷物

【学術論文】

嘉田 由紀子 (1998) 所有論からみた環境保全一資源および途上国開発問題への現代的意味I. 環虜社会学研究,(4):
104-123.

【専門分野の著作】

達磨 正秀 ･嘉田由紀子 ･藤岡康弘 (1998)水辺の遊びにみる淡水生物相と遊び文化の変化 遭伝,52(7):37141.

遊磨 正秀 ･嘉田 由紀子 (1998) 自然と人との共生を考える自然文化環境の評価への試み.In: ｢環境アセスメントここ

が変わる｣編集委員会 [編] 環虜アセスメンrここが変わる.pp.97-121.環境技術研究協会,大阪
遊磨 正秀 ･養田由紀子 ･中山節子 ･橋本 文筆 ･藤岡 和佳 ･村上宣雄 ･桐畑 長雄 ･桐畑 正弘 ･桐畑 貢 ･桐畑 みか乃 ･

桐畑 静香 ･桐畑 博夫 (1998) 身近な水辺環境における ｢人一水辺一生物｣間の相互作用一滋賀県余呉湖周辺の

事例から-.尿姥技術,27(4):289-295.

嘉田 由紀子 ･′ト笠原 俊明 [編] (1998) 窟琶瀞 ･定J//水兵における水SIJmの歴史69変遷:窟宮瀞厚顔館弟査研究#苦

さ｢6).68pp.琵琶湖博物館,草津.
嘉田 由紀子 (1998)近畿圏の生活水利用の変化と琵琶湖-その100年の歴史から-.定JI/水虜における水fIJ用の歴史bg

変遷 (fE琶m博物庶務査併究#穿き(6)):pp.1I-18.

嘉田 由紀子 (1998) 地域特性を自覚化するプロセスとしての調査研究一琵琶湖研究の経験から1.平成9年度地域科学

技agl一皮粛研究会#告ぎ,27-53.

養田 由紀子 (1998)地域遺産活用事例調査一具体的事例 7:滋賀県立党琶湖博物館一活動先行型の博物館づくり1.In:

文部省生産学習局委婿生産草野潜動の促選に厨する研究6g発-,,記念物i･素材とL/=生産草野プログラムの研究原

発.pp.lュo-121.財団法人環境文化研究所,東京.

養田由紀子 (1998)完琶湖からのメッセージ.平成)0年度地裁科学技術政簾研修会#苦さ,5138.

遊磨 正秀 ･田中敏博 ･嘉田 由紀子 (1998)9年目のホタルタスから10年目へ. 彩たちのJ+タノL,(jkと文化研究会),(9):
4-17.

幕間由紀子 (1998) ｢川に学ぶ｣社会をめざして.平成]0年度河JI/蕃諾会#告,I-8.

/ト坂 育子 ･荒井紀子 ･田中 敏博 ･嘉田由紀子 ･達磨 正秀 [編] (1999) 衣/=ちのホタル-身近を水凍好弟査-昇Jo

号 ･記念号..528pp.水と文化研究会,大津

蓑田 由紀子 (1999) 身近な環境の自分化 :科学知と生活知の対話をめざしたホタルタス. 彪/=ちのホタルー身近を水

原頻務査- (水と文化研究会),(10):345-370.

田中敏博 ･′ト坂 育子 ･荒井紀子 ･岡田玲子 ･遊磨 正秀 ･嘉田由紀子 ･井上誠 ･大西行雄 (1999) 10年目のホタルタ

ス､そして10年間の移 り変わり.裁711ちのホタル-身近を水環境粛査- (水と文化研究会),(10):7-61.

【一般向けの著作】
水上 二己夫 ･布谷知夫 ･嘉田 由紀子 ･前畑 改善 ･高橋 啓一 ･秋山簾光 ･里口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集](1998)

うみ,4,ど ｢瀞,̂] (6).8pp.完琶湖博物館,草津.

養田 由紀子 (1998) 自然との共存をめざして今､私たちにできること.ln:滋賀県 トラック協会50周年記念事業記念史

編纂委月会 [編] 滋賓原ILラック協会創立50周年記念史 r未来へのびる逆上 58-61.

養田 由紀子 (1998) 人にやさしい街づくり一我々が語る琵琶湖の変遷-.びわ瀞 ｢(荏)滋賓原産多士事務所盛会),

35:4-9.

養田 由紀子 (1998) 地域から地球環境を考える拠点としての博物館一第三世代の博物館の新たな展開をめざして-.ミ

ュージアムデータ (丹青研究#),(41):1-10.

嘉田 由紀子 (1998)TatsuoKobayashi-S"Iwanltotalkwiththisperson'-withYukikoKada.ミュゼ(MuseeCo.Ltdリ東京ノ,
2:4_7.

平山郁夫 ･川那部活哉 [嘉田由紀子,進行] (1998)真 ･善 ･美は一体.うみんど J瀞人] (発育瀞博物H),(8):2-3.

蓑田 由紀子 ･水上 二己夫 (1998) お茶わん一杯のご飯から田んぼをみると-ワクワクたんば探検展示のご案内. うみ

んど JM人] (Hg瀞博身G),(8):4-5.

嘉田由紀子 (1998)琵琶湖に暮らす一前野写真館一.In:びわこブック.pp.75190.山と渓谷社,東京.

嘉田 由紀子 (1998)地域を ｢見る｣社会的工夫の必要性.薪速成LNfORM 770NTOn4Y,(93):5.

養田由紀子 (1998) ｢住民｣と ｢市民｣-NfD法案成立の今､思う-.pawsLm ･昏冶体学会 (JapanAssocjatJ'on

of'L∝alGovemmet7tPolicySLudJ'es,大宮),(70):1.
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Kada.Y(1998)AsianForumonBiologicalandCulturalDiversity-Proceedings-.WorldCommissL'ononProtectedJ4reas-

Japan,1997:17121･

嘉田由紀子 (1998)水域環境の利用と所有-アジアとアフリカの比較研究1.農業者合併究節季乾 (38):156.

嘉田由紀子 (1998)ふたつの湖国の子どもたち.ARrs((棟) Lがぎん磨済文化センター,大津),(185):1.

養田 由紀子 (インタビュー) (1998) ｢琵琶湖博物館｣嘉田由紀子先生.7ちCHMC4L El官 rr凍)疎水化学=業水車

潜研究jW,大mt),8:4-7.

嘉田由紀子 (1998) 自分を磨く ｢お蚕さまと母｣.知慮 (浄i宗潜本山知思慮,京都),10:38-39.

嘉田由紀子 (1998) ｢ついでさま｣と ｢その気さま｣ (現代のことば).京櫛 M,1998/6/22夕刊.

嘉田 由紀子 (1998) 琵琶湖博物館からのメッセージ r湖と人間のかかわりを求めてJ. Ĥ帯青年会議席pRESS,190.

1998/8/23朝刊.

嘉田由紀子 (1998)

嘉田由紀子 (1998)

養田由紀子 (1998)

斉田由紀子 (1998)

養田由紀子 (1998)

嘉田由紀子 (1998)

嘉田由紀子 (1998)

嘉田由紀子 (1998)

嘉田 由紀子 (1998)

蛇口のむこう.神戸新風 1998/9/16朝刊.

パリのおのはりさん.神戸新風 1998/10/2朝刊.

沖島の事情.神戸新風 1998/10/19朝刊.

｢探偵ナイトスクープ｣と社会学調査.神戸新風 1998/ll/4朝刊.

｢水質｣だけをとりあげる認識の暴九 神戸新風 1998/ll/19朝刊.

ホタルの ｢自分化｣.神戸新風 1998/12/8朝刊.

もやい直し.神戸薪M,1998/12/24朝刊.

日本の地域社会と川一水辺の遊びを切り口に一.河/帆(624):20-25.

｢一人称で語る｣もやい直しの場を一琵琶湖博物館の経験から-. ごんすい 〔水庚病センタ一席

思H,水俣),51:9-14.

養田由紀子 (1998)水域環境の利用と所有-アジアとアフリカの比較研究-.農林省農業者合研究所何行畝 571:156.

嘉田由紀子 (1999) ｢湖国｣の人の､水との深いかかわりに魅かれて.ALm Mook,(46):22-25.

嘉田由紀子 (1999)バブル経済の源は120年前の地租改正.〔がの庚地 ｢盛者県庚地センター),(30):I-2.

【これまでの業績集に掲載 されなかった1998年3月以前の印刷物】

嘉田由紀子 (1998)ルーズソックスと破れジーンズ (現代のことば).東野新風 1998/2/27.

嘉田由紀子 (1998)50年ぶりの乱舞 (湖国随想).中B新風 1998/2/27.

養田由紀子 (1998) 開館一年をふりかえって一来館者アンケート調査を中心に一.うみんど ｢潜入] (E育瀞拝顔G),

(5):4-5.

研究活動に関する業続

【学会 ･研究会での発表など】

嘉田由紀子 (1998年5月24El)地域環境を ｢見る｣社会的装置としての博物館.夢J7Lg展示学会併究大会#告 草津市.

Kada,Y.andHashimoto,H. (1998年9月24日) Socialandculturalmeaningsofsacredclosedgroundsforlakefishery:

ComparisonbetweenlshiyamaderarrempleandChikubushimaIslandatLakeBIWa,Japan.JntemationLZlSymposL-um

onNaturaL'SacredSL'tes-CulturalDiversifyandBLloLogLCaLDiversLty.UNESCO,Paris.

養田由紀子 (1998年11月27日)社会的所有論からみる環境保全.屠宮瀞骨身虜研究セミナー.完琶湖博物館.

喜田由紀子 (1999年3月) 安定社会の捻合研究 (パネリスト).京都国際セミナー10周年記念フオーラL.京都ゼミナ

ールハウス (京都府京北町).

嘉田由紀子 (1999年3月) 開発途上国に適した湖沼環境保全技術に関するワークショップ (コメント).LZJr (囲原潜

沼凍葬委月会).琵琶湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣:研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢生活と科学の接点としての環境調査の手法開発に関する研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢湖沼文化をめぐる比較文化論的研究｣.
トヨタ財団 ｢アフリカ ･マラウイ湖周辺の人びとの湖沼にかかわる生活文化に根ざした生態系保全の方法開発に関する

研究一琵琶湖地域との比較の視点を含めて-｣:研究代表者.

日本財Eil研究助成金 ｢住民参加による水環境調査結果のデータベース化と博物館展示への展開に関する方法論的研究｣:
研究代表者.

住友財団研究助成 ｢富栄善化100年の環境史 :アメリカ ･メンド-夕潮と完琶湖の比較｣:研究代表者.

カーネギー財団 ｢環境政策における価値観 :日米中印4ヶ国比較｣:日本チーム代表.
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【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】
日本村落研究学会理事

日本エコミュージアム研究会理事

日本社会学会誌投稿論文の査読 1件

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】
1998年 (集中講義) 京都大学大学院人間環境学研究科非常勤講師 (地域文化環境論)

1998年 (集中講義) 滋賀県立大学人間文化学部非常勤講師 (地域生活論)

1999年 放送大学テレビ授業ゲスト出演 (環境社会学)

1999年 放送大学テレビ授業ゲスト出演 (博物館学)

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
屠ぎ淵博物館の主催行事

1998年6月6日 ｢ホタルのお宿｣ フィール r伊奈会 滋賀県近江町長岡.

1998年 ミュージアムスクール出前授業.

1998年10月28日,30日 ｢暮らしと博物館｣ 好物庶人Flセミナー (弟7期) rmをめぐる自然と人僻_仁 琵琶湖博物館.

1998年 交流用冊子 ｢身近な水を調べてみよう｣編集 ･出版.

他の博物館､超& ･Bl律等の主催行事

1998年5月19日 水と緑を生かしたまちづくり.54次守uJ市庶合発展計画斉足腰p-#会 琵琶湖博物館.

1998年5月23日 地球環境を r見るj社会的装置としての博物館.8本展示学会 r住居参加の博物虎J.完琶湖博物館.

1998年6月14日 琵琶湖の近代化とその関わり.21世ガの常盤を考iる会 常盤公民館 (滋賀県草津市).

1998年9月4日 自然違びの中の子育て.2)世居の常盤■を考える会 志那会館 (滋賀県草津市).

1998年10月7日 完琶湖からのメッセージ.平成Jo年度地裁科学技術激発研修会 草津健康福祉センター(滋賀県草津市).

1998年10月29日 環境学習の交流拠点としての博物館.滋賓贋/Jl学#長倉度合研修会 滋賀県総合教育センター (滋賀

県野洲町).

1998年11月28日 自然との共生と子育てについて. r̂仁摩しい町てブくク楓 (志郎町B冶会 ･常G公虎虜 ･一志EP町

青少年育成会ノ.常盤公民館 (滋賀県草津市).

1998年12月1IE]琵琶湖博物館の活動.平成Jo年度JICA膚EIJ一皮･研修.琵琶湖博物館.

1999年3月25El博物館ができるまで:地域と博物館.大野市教育委月会務#.琵琶湖博物館.

テレビ､ラジオへの出演

1998年5月 ｢おはよう川村龍一です MBSゴールデンエイジ｣ [地球環境を r見る｣社会的装置としての博物館】 毎日

放送ラジオ.

1998年10月 ｢探偵 !ナイトスクープ｣ [謎の近江の蒸し風呂] 朝日放送.

1998年11月 ｢NHKおはよう関西｣ [写真で探る茸琶湖の暮らし〕 NHK大津.

【情報整備活動】
屠ぎ瀞博物館の傍経 済房動

写真で見る昭和史:キャプション修正編集.

水環境カルテ:修正編集.

琵琶湖博物館情報システム:ホームページ ｢ホタルダスの10年｣企画.

【展示活動】
屠ぎ湖博物館の展示岩動
ギャラリー展示 ｢ワクワク田んぼ体験｣ (滋賀県農林水産部主催 ･琵琶湖博物館協力):企画協力.

他の博物館等の展示房動

大津市歴史博物館 ｢写真家前野隆資の世界-その近江へのまなざし｣(1999年3月16日-3月28日;実行委員会事務局長).

【企画調整事業】

世界古代湖会議成果英文論文集 ｢An CientLakes:theirCulturalandBiologicalDiversity｣編集部:主査.
第 1回琵琶湖博物館研究発表会:企画 ･運営 ･要旨集編集.

うみんど館長対談一平山郁夫:企画 ･実施.

うみんど館長対談-アン･マクドナル ド:企画 ･実施.
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館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1999年4月1日 茸琶湖博物館総務部研究総括を兼務 (旧 :総務部企画調整課長).

【海外渡航】

1998年9月22日-27日 フランス､パリへ出張渡航.ユネスコ会議 ｢聖なる場一生物と文化の多様性会謙｣での発表.

【館外の活動】
環境庁自然環境保全審議会:委員.

国土庁国土審議会近畿圏整備特別委員会:委月.

建設省河川審議会環境教育小委員会:委月.

京滋奈三広域交流圏検討委員会:委員.

滋賀県立大学研究交流財団:評議員.

奈良国立文化財研究所町亜研究指導委月会:委員.

青森県総合運動公園遺跡ゾーン公開活用専門委貞会 (三内丸山遺跡)_

草津市総合計画審議会:委月.

彦根市史編碁民俗専門部会:委員.

NTTお客さま懇話会:委月.
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高橋 啓 一 TAKAHASHl,Keiichi 古脊椎動物学 (歯学博士)

専門 学芸 員 研究部集水域研究系

(莱)事業部展示科長

印刷物

【学術論文】
Konishl,S･andTakahashi,K･(1999)MandibularmorphologyofstegodonsfromJapan,StegodonaunonaeandStegodon

sht'nsJluenSLIs(Proboscidea,MammaJia).血 rtJzSct'ence,53:3-18.

【専門分野の著作】

岡村菩明 ･高橋 啓一 (1998)下坂中町遺跡からの足跡化石について.長浜帯留鹿文化財粛査資料集,23:39-42.

高橋啓一 ･岡村書明 (1998) 1.調査のねらいと経過.甲西町朝国の野洲J/I河床足跡化石粛査#5.pp.I-4.

高橋 啓一 (1998) 脊椎動物化石とその起源 (特集古珪琶湖とその生物).アーバンクボタ ｢(#)クボタ,大厨) 37:
46-57.

岡村喜明 ･高林啓一 (1999)lI】足跡化石.ln:石川県門前町足跡化石調査団 [編]石JI膿 Fl静町のR跡化5.pp.23-56.

高橋啓一 [監訳] (1998) 中国古動畝 中国海洋出版社,北京 197pp.
高橋啓一 (1998)地域に根ざして世界を見つめる研究をめざして.地学#誌 107:830-835.

斉藤靖二 ･小出良幸 ･高橋啓一 (1998)仮想 ｢日本自然史博物館｣.地学#鼠 107:889-897.

高橋啓一 (1998)書評 :恐竜復元.地耕 学,52:167.

高橋啓一 (1998)書評 :｢新｣文明のなかの未開.者四E研免 37:268-269.

【一般向けの著作】

水上二己夫 ･布谷 知夫 ･嘉田由紀子 ･前畑改善 ･高林啓一 ･秋山席光 ･星口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集](1998)

うみんど ｢潜入] (6).8pp.珪琶湖博物館,草津.

水上二己夫 ･布谷 知夫 ･高橋啓一 ･里口保文 ･秋山簾光 ･前畑政善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1998)うみんと丁潜

入](7),(8).8pp.琵琶湖博物館,草津.

高橋啓一 [分担] (1998)磨合案F8･滋賓県jZ屠琶瀞博勝館 茸琶湖博物館.pp.8-23.
水上二己夫 ･布谷知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山簾光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集】 (1999)うみんどJM

,̂](9).8pp.珪琶湖博物館,草津.

高橋啓一 (1999)特集:第6回企画展示一絶滅と進化､動物化石が語る東アジア500万各 うみんど J潜入] (Eg瀞博

物劇 ,(9):4-5.
生津 恵子 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･芦谷美奈子 ･マーク J.グライガー (1999) 窟琶m博物館弟6回企画展示 rH戒と

道化-動珍化石語る東アジア500万年J図録 64pp.茸琶湖博物館,草津.

【これまでの業績集に掲載 されなかった1998年3月以前の印刷物】

高橋啓一 (1998)50万年前にびわ湖にツルの足跡.滋着席親 1998/2/22.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

高橋啓一 (1998年6月19日) 日本のマンモス類化石とその研究課題.屠琶瀞博物館研究セミナー.琵琶湖博物館.

高橋 啓一 ･生津恵子 (1998年9月25日) 日本産マンモスゾウ類とその課題.8本地質学会第105年学術大会.信州大学

(長野県松本市),

小西 省吾 ･高橋啓一 (1998年9月25日) アケポノゾウの体幹 ･体肢骨の特徴.8本地質学舎弟105年学術大会 信州大

学 (長野県松本市).

【研究プロジェク ト等への参加】

茸琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣:研究分担者.

完琶湖博物館共同研究 ｢大分県安心院町での長鼻類化石の発掘と解析｣:研究代表者.

珪琶湖博物館専門研究 ｢シンシュウゾウの形態的解析｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

化石研究会:評議委員.

地学団体研究会:全国運営委員.
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全国科学博物館協議会ニュース編集委員会:委員.

地球科学:投稿論文の査読,2件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

犀曹瀞博物館の主催行事
1999年1月15日-4月11日 託琶湖博物館企画展 ｢絶滅と進化,動物化石が語る東アジア500万年｣:展示解説ボランティ

アの養成.

佃の博物館､顔& ･LiE体等の主催行事
1998年3月14日 琵琶湖博物館の建設経過について.Lb形県立博物館#3回新設博物慮勉顔会 山形県立博物館 (山形県

山形市).

1999年3月7日 古文琶湖層の脊椎動物化石の変遷と起源.地学団体研究会千菓支部府会 千葉県教育会館 (千葉県千葉

市).

テレビ､ラジオへの出演

1999年1月18日 ｢ぶるるるぶびわこ｣ [企画展示の紹介】 びわ湖放送.

1999年2月5日 [企画展示の紹介].FM三重.

(賛料整備活動】

fEg湖博物館のjf14g粛清必
中国産脊椎動物化石の購入.

他の博物館等の芳村塵粛清必
多賀町立博物館 ｢アケポノゾウ産状復元模型｣:製作監修.

【展示活動】

犀ぎ瀞博物館の展示活動
琵琶湖博物館企画展 ｢絶滅と進化,動物化石が語る東アジア500万年｣:企画.

佃の博物館等の展示窟必
林業展示館展示更新に伴う業者選定および打ち合わせ.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年4月1日 珪琶湖博物館専門学芸員 (旧 :主任学芸員).

1998年4月1日 琵琶湖博物館事業部展示科長を兼務 (旧 :展示科長心得).

【海外渡航】
1998年10月16日～10月30日 中国出張 (北京 ･河北省 ･内モンゴル自治区).企画展示の資料運搬のための事前調査お

よび資料調査.

【館外の活動】
甲西町博物館審議会:委員 (1998年4月1日-2000年3月31日;甲西町).

大津市科学館運営協議会:委員 (1998年4月1日-1999年3月31日;大津市教育委員会).

NHK滋賀県視聴者会議:委員 (1998年4月1日-1999年3月31日;日本放送協会大津放送局).
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草加 伸吾 KUSAKA,Shingo 森林生態学 ･森林水文学 (学術修士)

主任 学芸員 研究部集水域研究系

(莱)事業部交流センター

印刷物

【専門分野の書雷】
草加 伸吾 ･演端 悦治 (1999) 朽木実験小流域における皆伐の初期影響-土壌に関する解析データー.滋宮原窟晋瀞q

究JW所親 16:19-27.

【一般向けの書雷】

草加伸吾 (1998)私の逸品:元気に育て.うみ,4,ど J瀞人] (35琶Mぼ捌 削 ,(8):5.

【これまでの琵琶湖博物館業績集に掲載されなかった1998年3月までの印刷物】

草加伸吾 (1996) くらしのまわりの自然 ｢水をはぐくむ森林｣.In:茸琶湖博物館 [編]展示ガイド.pp.64-67.完琶

湖博物館,草津.

草加 伸吾 (1996) 水をはぐくむ森林.IJl‥茸琶湖博物館 [編] 屠琶瀞厚顔館fljmの手5/き.pp.52-53.茸琶湖博物鼠
草津.

草加伸吾 (1996)屋外展示.ln:琵琶湖博物館 [窟] 発育瀞博鯵館利用の手EIき.pp.93-94.琵琶湖博物館,草津.

草加伸吾 (1997) 屋外展示のできるまで.In:高橋啓一 (編) 屠宮瀞博物館原潜iでのあゆみ.pp.149-151.茨琶湖博

物館,草津.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
草加伸吾 (1998年7月31日)山地小流域からの硝酸態窒素の流出に及ぼす皆伐の初期影響.発雷瀞博疹虜研究セミナー.

琵琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
詫琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間における特定生物群集の初期の変遷｣:研究代表者 (1997年度-)

珪琶湖博物館専門研究 ｢植生と水質調節 :降雨流出時の水質変化の組成解析｣ (1995年度～).

託琶湖研究所プロジェクト研究 ｢森林伐採が環境に及はす影響｣のサブプロジェクト ｢森林土壌での水質形成過程の把

握｣:研究分担者 (1995年度-)

博物館事業に関する業雑

【交流 ･サービス活動】

fEぎ湖博物館の主催行事

1998年5月3日 ｢春のブナ林探訪｣ 7イール ド伊奈会 滋賀県余呉町高時川流域 (丹生-針川-中河内).

1998年8月8日,9日,23日,24日 夏休み滑#E.託琶湖博物館.

1998年8月20日 ｢土のはなし｣ 平成LO年度びわm ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋賓県立石部者等学it.託琶

湖博物館.

1999年1月13日,16日 ｢湖と森｣ 博物館スFlセミナー ｢弟7期) rMをめぐる貞然と人尿ノ.琵琶湖博物館.

質問コーナーおよびフロアー トーク､ガーデントークの主担当.

(資料整備活動】
fEg湖博物館の斉料髪膚溝必

屋外展示植栽苗木由来調査

権物標本資料収集整理

植物収蔵庫維持管理業務
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【展示活動】
犀ぎ湖博物館の展示岩J5
屋外展示植栽維持管理業務 (美濃部博と共同).

屋外展示 ｢太古の森｣補植用移植木77本選定調査､根掘り､運搬指示.

台風7号による屋外植栽風倒災害復旧対策 ･屋外高木植栽原状回復対辛 (美漉部博と共同)

ー41-



内田 臣- UCHIDA,Shigekazu 水生昆虫学 (理学博士)

主任学芸員 研究部集水域研究系

(莱)事業部資料科

印刷物

【一般向けの著作】
内田 臣- (1998)近江は トンボの宝庫.うみんど [瀞人] (発言M博疹G),(7):4-5.

八尋 克郎 ･内田 臣一 ･購蛤研究会 [編] (1998)窟宮瀞博物館第5回企画展 /~近江はFLンポの宝庫J図録 琵琶湖博物

館,草津.32pp.

OdonatologicalSocietyofOsaka(1998) Summary,Dragonfliesanddamselnies(Insecta:Odonata)ofShigaPrefecture,

Honshu,Japan.ResearcJIReportoftheLAKEBiwaMuseum.(10):314ltranslationfromJapanesebyUchida,S.and

Grygier,M.J.】.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
内田 臣- (1998年6月27日) 滋賀の トンボの分布.弟J厨房琶潮博物館研究発表会 琵琶湖博物館.

Uchida,S. (1998年8月22日) Fourspeciesofslonenies(Plecoptera)fromLakeBiwa,Honshu,Japan,andrediscoveryor

ML'nl'perLajaponl'cafromtheHiiRiver,Honshu.XIlIthlntematl'onaLSymposL'um onPLecoptera.TaftdeIValle

(Argentina).(Poster).
内田 臣一 ･八尋 克郎 (1998年10月4日) 琵琶湖博物館における昆虫データベース作 り.B本局貞学会558LgT大会,夢7

回屈盛LH当学芸月協議会度会 滋賀県立大学 (滋賀県彦根市).

内田 臣- (1998年10月16日) 茸琶湖水系のカワゲラ相 (昆虫網,カワゲラ目).窟琶瀞博物館研究セミナー.茸琶湖

博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
茸琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究代表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢日本産カワゲラ科昆虫の分類学的再検討｣.
河川整備基金助成事業 ｢琵琶湖沿岸帯の水生昆虫相と生態｣:代表者.

【学会の役職 ･運営､論文の査読など】

PERLA,newsletlerandbibliographyorthelnlernationalSocietyorPlecopterologists‥編集委員.

日本昆虫学会第58回大会 (滋賀県立大学):実行委員.

関西水生昆虫談話会第15-18回例会:世話人 (三重県菰野町 ･滋賀県朽木村 ･京都府京田辺市 ･岐阜県で開催).

【大学での-講義 ･実習､学生の指導など】
1998年前期 愛知工業大学土木工学科講義 ｢自然生態学｣.
1998年後期 同学科講義 ｢土木環境工学｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
fEg淵博物虚'の主催行事
1998年6月27日 滋賀の トンボの分布.屠琶瀞博物虜弟JLg研究発表会.琵琶湖博物館.

1998年7月26E]川の生き物探検.フィール ド伊奈会 滋賀県マキノ町知内川サイクリングロー ド周辺.

1998年8月8日 夏■休み頼R-=#呈 (水生届虐担当).茸琶湖博物館.

1998年8月9日 トンボをつかまえよう.7イーJL,ド館賓会.大津市真野谷口町.

1999年3月25-27E]淡水生物学講座-カワゲラの同定.尊Fl#座.大津市葛川梅ノ木町および琵琶湖博物館実習室.

佃の博物館､細& ･団律等の主催行事
1998年9月17日 近江は トンボの宝庫.滋賓県環虜部部門研修.茸琶湖博物館.

1998年11月11日 川の水環境を生物で探る.長野県潜合教育センター滞虜教育研修#虜.塩尻市.
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テレビ､ラジオへの出演

1998年8月4日 ｢レイクサイ ドモーニング77｣ [企画展 ｢近江は トンボの宝庫｣】 FM滋賀.

1998年8月9日 ｢ニュースパーク関西｣ [観察会 ｢トンボをつかまえよう｣]NHK総合テレビ.

1998年8月21日 ｢ニュースバーク関西｣ [環境を見つめる人々 (トンボ研究会 ･津田弘行さん)] NHK総合テレビ.

1998年10月19日 ｢ニュースバーク関西｣ [琵琶湖ウイーク〕 NHK総合テレビ.

1999年1月26日 ｢レイクサイドモーニング77｣ [あの頃はやったモノ] FM滋賀.

【情報整備活動】
屠ぎ瀞博物館の傍#整粛清射

水生昆虫液浸標本データベース:採集記録サブデータベース作成,3,300件.

【賛料整備活動】
屠ぎ瀞博物館の芳村髪膚活動

日本およびアルゼンチン産水生昆虫液浸標本:採集 ･整理,約500息

【展示活動】
犀ぎ瀞博物館の展示店Jb

焚琶湖博物館第5回企画展 ｢近江は トンボの宝庫｣:製作 ･開催.

館内人事､館外活動等に関すること

【海外渡航】
1998年8月18日-8月26日 アルゼンチン (TiffdelValle)へ渡航.第13回国際カワゲラシンポジウム参加 ･講演のため.

【館外の活動】
滋賀県生きもの総合調査昆虫類部会:専門委員 (滋賀県自然保護課).

河川水辺の国勢調査 (底生動物調査)スクリーニンググループ:委員 (1999年2月-; (財) リバーフロント整備センタ

ー).

水環境整備事業東海地方技術検討委員 ((社)農村環境整備センター).
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フレネッ ト ジャン-ジャック FRENETTE,JeanJacque 生態系プロセス (理学博士)

主任学芸員 研究部集水域研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【学術論文】

Frenelle.J･-J‥Ⅵnce帆 W FandLegendre,L･(1998) SIZe-dependentC:Nuptakebyphytoplanktonasafunctionor

)rT.adiance:ecologlCalimplications.LL'mnoLogyandOceanography,43:I362-1368.

Quesada,A..Frenette,I.-I.,Hayakawa,K.aJldKumagai,M.(1999)ImprovingtheunderstandingofcyanobacteTialbloom

forrnationmechanismsinLakeBiwa.JoumaLofLDkeScLlences,10:349-354.

【専門分野の著作】
FrenetLe.I.lJ,(1999)Effectoflightonphytoplanktoncommunitystructure.In:M.Kumagai(ed.).CyanobacEeriaERL'sk

ASSeSmentforBiwako(CJuB).LakeBiwaResearchlnstilute,OIsu.

研究活動に関する業擁

【学会 ･研究会での発表など】

Frenetle,∫.-J.(1998年6月18-20日) Effectsofwatershedcharacteristicsonphytoplanktonbiodiversityandproduclivity.
InlematLonaLAssocJ'atL'onforLa'血capeEcologyMeetL'ng(IALE).島根大学 (島根県松江市).

Frenette.∫.-I.,Ⅵncent,W F.andLegendre,L (1998年9月20-23El) size-dependentC:Nuptakebyphy10PIanktonasa

funclionofirradlanCe:ecologicalimplications.8本摩水学会563回大会 信州大学 (長野県松本市).[招待講演]

Yoshioka,T,Ueda,S.,Frenette,J.-I.,Timoshkin.0.andMelnik,N. (1998年9月20-23日) Distributionofdissolved

organicmatterinLakeBaikal.8本摩水学会#63回大会 信州大学 (長野県松本市).

Nakano,S.,NakaJlma,T,Kumagai,M.,Hayakawa,K.,Shunmai,S.,Tsujimura,S.,FrenetLe,J.-J.andMurabc,A.(1998年9

月20-23日) EnclosedwateraJ.eaexperimentsandtheeutrophicatedareaofLakeBiwa:thermalstratlficatlOnOflake

wateranddomlnantPhylopIankton. 8本摩水学会#63回大会 信州大学 (長野県松本市).

Jiao,∫.,Kumagai,M.,Hayakawa,K.,Tsujimura,S.,Najlma,T,Nakano,S.andFrenetle,∫.lJ. (1998年9月20-23日)

EnclosedwaterareaexperimentsandtheeulrophicaledareaofLakeBiwa:physicalenvironmentsandAoko

cyanobaclerialblooming.B本摩水草舎弟63回大会 信州大学 (長野県松本市).

Freneue,I.-I. (I998年10月25-28日) Innuenceoflightonphytoplanktoncommunitystructure.CyanobacteyLalRisk

AssesmenEforBiwako(CRAB)Workshop.滋賀県琵琶湖研究所 (滋賀県大津市).[招待講演]

Frenette,I.-J. (1999*2月27日) EffectoflightonphytoplanktoncommunityStructure:biologicalimpactofAokoonits

environmenl. AkanoyBayEnclosureExperiment(ABEE)Workshop.滋賀県琵琶湖研究所 (滋賀県大津市).[招
待講演]

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢GlobalchangesinLakeBiwaEcosystem:HistoricalPerspective｣:研究代表者.

珪琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸帯生態系の動態に関する研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢カワウによる水域生態系から陸域生態系への物質移動とその影響｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢contro11ingfactorsofbloom-formingcyanobaclerialnLakeBiwaJ.

【学会の役職 ･運営､論文の査読など】

LimnologyandOceanography:投稿論文の査筑
JoumalorPla汀ktonResearch:投稿論文の査読.

canadianJournalofFisherlesandAquaticSciences:投稿論文の査読.

Arctic:投稿論文の査読.

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

カナダ ･ラヴァル大学 (UniversityorLaval)の修士論文 1件の外部審査委月.

インド･クヴェンプ大学 (UQTR-KuvempuUniversity)の博士論文 2件の外部審査委貝.
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博物館事業に関する業績
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【展示活動】

屠ぎ潮博物館の展示岩Jt

琵琶湖博物館英文展示ガイドの編集 ･執筆.



木田 千代美 KIDA,Chiyomi 古植物学 (教育修士)

学芸員 研究部集水域研究系

(莱)事業部情報センター

印刷物

【専門分野の著作】

木田千代美 (1998) 植物相の変遷 (特集一古琵琶湖とその生物).アーバンクボタ ([#]クボタ,大原),37:12-15.

【一般向けの著作】

木田千代美 (1998) 窟琶M博物館地学研究書ニューズレター(2).4pp.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

木田 千代美 ･石田 志朗 (1999年2月19日) 京都市伏見区横大路の沖積層から産出した大型植物化石について.窟誉瀞

博疹館研究セミナー.琵琶湖博物館.

第2回文琶湖博物館地学研究発表会 (1998年8月23日,琵琶湖博物館)の運営 ･司会.

第15回琵琶湖博物館特別研究セミナー (1998年12月13日,琵琶湖博物館)の企画.

第3回琵琶湖博物館地学研究発表会 (1999年2月14日,環琶湖博物館)の運営 ･司会.

【研究プロジェク ト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣:研究分担者.

詫琶湖博物館専門研究 ｢新生代における植物化石の研究｣.

博物館事業に関する業紙

【交流 ･サービス活動】
窟ぎ期博物館の主催行事

1998年10月18日 ｢化石の採集会｣ フィール ド伊奈会 三重県阿山郡大山田村.

1998年10月30日 ｢化石のしらべかた｣ 平成10年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :大津市立真野中学#.

琵琶湖博物館.

1998年11月11日,14日 ｢湖と大地の歴史一古琵琶湖層群の植物化石｣ 博物庶人Flセミナー ｢弟7m) rMをめぐるB
然と人僻J.完琶湖博物館.

他の博物館､棚 ･Bl休等の主催行事

1998年10月9日古琵琶湖層群の植物化石について.平成)0年度滋宮原教戯摩鼻音研修Jr盛者原潜合教育センター).琵

琶湖博物館.

【情報整備活動】
屠ぎ瀞博物館の傍経 済岩動

琵琶湖博物館情報システム:名簿データベースのデータ修正およびキーワードの整理､刊行物発送先選定.

琵琶湖博物館図書資料整備 :図書室運営体制の強化､収蔵資料の整理マニュアルづくり､閲覧等利用サービスの整備.

【資料整備活動】
雷ぎガ博物館の資料善庸店動

石田志朗氏地学寄贈資料の受入と整理,植物化石約500点を含む総数約1000点.

古琵琶湖団体研究グループ等による地学および現生植物寄贈標本の受入と整理,総数約100点.

植物収蔵庫の環境整備,収納作業スペースの確保.

植物レプリカ標本および樹脂包埋標本の整理とデータ入力.約80点.
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佃の博物館等のjt料着席窟必
多賀町立多賀の自然と文化の館:古茸琶湖層群の植物化石標本の整理と同定.

水口町立水口こどもの森:古琵琶湖層群の植物化石標本の整理と同定.

【展示活動】

佃の博物戯'筈の展示着Jb

水口町立水口こどもの森 :常設展示,展示標本の採集と同定.

【企画調整事業】
滋賀県博物館協議会事務局広報委R. ｢Lが県博協だより11号｣の企画 ･編集.

博物館うらおもてシリーズ第1号 ｢(仮称)化石発見記｣:企画 ･編集.
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八尋 克 郎 YAH旧0,Katsuro 昆虫分類学 (博士 (農学))

学芸技師 研究部集水域研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【学術論文】

Yahiro,K.(1998)ComparativemorphologyofthealimentarycanalandreproductiyeorgansoftheterrestrialCaraboidea

(Coleoptera:Adephaga)Part2_EnEomoJogjcaJScJ'ence,I:47-53.

Yahiro,K.(1998)RecordsofCarabidspeciesfromOkishimaIsland,LakeBiwa,ShigaPrefecture,CentralJapan.EJytTa,26:
339-340.

【専門分野の著作】

八尋 克郎 (1998) オサムシ類.ln:日高 敏隆 [監修] ･石井実 ･大谷 剛 ･常喜 豊 [編] 8本動物大百科届in IL pp.

92-94.平凡社,東京.

【一般向けの著作】

内田 臣一 ･八尋 克郎 ･輯蛤研究会 [編] (1998) 完琶湖博物館第5回企画展 ｢近江はトンボの宝庫｣図録 32pp.琵

琶湖博物館,草津.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

八尋 克郎 (1998年8月21日) 滋賀県内におけるオサムシの分布.発雷瀞博物虜研究セミナー.琵琶湖博物館.

八尋 克郎 (1998年10月3日)琵琶湖集水域におけるクロナガオサムシとオオクロナガオサムシの分布.B本属盛挙舎弟

58回大会 滋賀県立大学 (滋賀県彦根市).

八尋 克郎 (1998年10月3日) 第2回地表性甲虫談話会世話人挨拶. B本属貞学会弟58回大会 滋賀県立大学 (滋賀県彦

根市).

内田 臣一 ･八尋 克郎 (1998年10月4日) 琵琶湖博物館における昆虫データベース作り.ET本局貞学会鼻58回大会,弟7

回月旦担当学芸月虚議会藤倉.滋賀県立大学 (滋賀県彦根市).

八尋 克郎 (1998年11月30日) 滋賀県におけるオサムシ類の分布.fE宮瀞博物館虚一課会 琵琶湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢滋賀県内における地上俳相性昆虫 (オサムシ･ゴミムシ)類の分布｣:研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間のモニタリングに関する研究｣研究分担者.

壬壱琶湖博物館専門研究 ｢オサムシ上科甲虫の系統分類学的研究および生態学的研究｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本昆虫学会第58回大会:実行委員.

地表性甲虫談話会事務局.

滋賀オサムシ研究会事務局.

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

滋賀県立大学卒業研究指導1名 (藤本玲子).

博物館事業に関する業綾

【交流 ･サービス活動】
fEぎ潮博物館の主催行事
1998年6月6日 ｢ホタルのお宿｣ フィールI:'伊奈会 滋賀県山東町長岡.

1998年7月25日 昆虫標本作艶 休顔学習.琵琶湖博物館.
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1998年8月2日 ｢虫の話し｣田んi欄 喜 珪琶湖博物館.

1998年8月9日 ｢トンボをつかまえよう｣ フィーJL,r伊奈会 大津市真野谷口町.

1998年8月8日,9日,22日,23日 夏■休み滑談室.琵琶湖博物館.

他の博物館､棚 ･団律等の主催行事

1998年6月28日 ｢野洲川河川敷の歩行虫類を調べよう｣ 才LL/市主催#寮会 滋賀県守山市立入町野洲川河川敷.

1998年8月22日 ｢夜の虫を観察する｣朽木生き物ふれあいの里主催顔奈会 朽木生き物ふれあいの里(滋賀県朽木村)

【情報整備活動】
屠ぎm博物虎の債務暫粛清動
茸琶湖博物館昆虫乾燥標本データベース:構築 ･画面設計.

【資料整備活動】
屠夢瀞博物館の資料髪膚房動
完琶湖博物館昆虫乾燥標本資料の収集 ･整理.

琵琶湖博物館昆虫乾燥標本登録作業,950件登録

琵琶湖博物館昆虫資料購入,1件.

研究用標本の貸出,2件.

【展示活動】
彦ぎ淵好物虎の展示湖

琵琶湖博物館第5回企画展 ｢近江はトンボの宝庫｣ (1998年7月18日-9月23日).企画 ･製作.

常設展示の維持管理.

常設展示C展示室維持管理.

展示交流月の研修.

【企画調整事業】

琵琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチームリーダー.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委員会委員 ワーキングチーム7)-ダー.

【館外の活動】

滋賀県生きもの結合調査昆虫類部会:委月 (1998年度-;滋賀県琵琶湖環境部自然保護課).

自然的環境 ･景観分科会:ワーキング担当者 (1998年度;滋賀県茸琶湖環境部水放課).
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前畑 政善 MAEHATA,Masayoshi 魚類繁殖学 ･魚類生態学

寺門 学芸員 研究部応用地域研究系

(莱)総務部企画調整課長

印刷物

【専門分野の著作】
Maehata,M.,K.NagaiandR.Ami(1998)Conservationandbreedingprogram ofendangeredJapanesefreshwaterfishes.

CBSG(ConseTYatjonandBreedjt7gSpecjaTLsLGTOuP)ADuaJMeeEit7gReport,1-3.

前畑 政善 (1998) ウシモツゴ.In:水産庁 [編] B本の希少を野生水生生鯵に厨するデータブック.pp.144-145.(社)

日本水産音源保護協会.

【一般向けの著作】
水上二己夫 ･布谷知夫 ･嘉田由紀子 ･前畑 改善 ･高橋 啓一 ･秋山簾光 ･里口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集](1998)

うみんど ｢瀞,̂] (6).8pp.珪琶湖博物館,草津.
水上二己夫 ･布谷知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山席光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1998) うみんどJ潜

入] (7),(8).8pp.琵琶湖博物館,草津.

前畑 改善 (1998)私の逸品:のぞき写真.うみんど J瀞人] (Hg瀞好物G),(7):5.

前畑 改善 (1998)琵琶湖の魚と環境(17)イワトコナマズ.日赤おおっ (大津赤十字病虜ノ,(208):2.

前畑 政善 (1998)琵琶湖の魚と環境(22)ナマズ.β赤おおっ ｢大津赤十字病原ノ,(213):2.

前畑 政孝 ･秋山簾光 ･松田 征也 ･桑村邦彦 ･桑原 雅之 ･中藤容子 [桑原 雅之 ･桑村邦彦 ･中藤 容子,梶] (1998)

水庚企画展 ｢南の鳥のさか女たち一彦#fIJ点の淡水魚-J (リーフレッT).琵琶湖博物館,8pp.

水上二己夫 ･布谷知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山東光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集】 (1999)うみんどJ潜
入] (9).8pp.琵琶湖博物館,草津.

研究活動に関する業捷

【学会 ･研究会での発表など】
前畑 改善 (1998年4月15日) 赤坂御所および常陸官邸におけるニッポンバラタナゴの保護活動.ニッポンバラタナゴ研

究会.

前畑 改善 ･関慎太郎 ･橋本 慶子 ･吉川慎一郎 (1998年6月11日)琵琶湖周辺における稲作期に水田地帯へ侵入する淡

水魚.夢64回 (社)B本必勝原水庚館盛会速成ブロック水庚庶飼育者研修会 琵琶湖博物館.

橋本 慶子 ･前畑 改善 (1998年6月11日) ドジョウの生活史と水田耕作との関取 弟64Lg (社)8本身身風水鹿好感全

逓盛ブロック水郷 声音研修会 琵琶湖博物館.

前畑 改善 (1998年6月27日)完琶湖周辺の水田を利用するナマズの生態.者1回屠曹瀞伊藤虜併究発表会 先琶湖博物館.

前畑 改善 (1998年7月31日) 琵琶湖産ナマズの産卵生態 その後の進展はあったか?窟琶瀞拝顔庶研究セミナー.完琶

湖博物館.

前畑 改善 (1998年9月20日) 琵琶湖産ナマズの産卵生態.J998年度8本点者学会年会高知大会 高知大学 (高知県高知

市).

前畑 改善 (1998年10月10日) 日本産希少淡水魚の繁殖と保全.CBSG(CnseTYatLl017aIXJBTeedL'ngSpecL'aTLIsEGTOuP)虜浜

会嵐 パシフイコ横浜 (神奈川県横浜市)

【研究プロジェク ト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する稔合研究｣:研究分担者.

完琶湖博物館専門研究 ｢日本産ナマズ3種の産卵生悪の研究｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

｢FisheryScience｣レフリー1件.

博物館事業に関する業績

【交流サービス活動】

ffgm博物館の主催行事
1998年5月10日 ｢淡水魚とは何か?｣ 博物虜講座 ｢淡水類スFl講座 (#東岸)J.琵琶湖博物館.
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1998年9月13日 ｢淡水魚の調査法｣ 博物館講座 r淡水食スF7謙座 〔実習Bi-)J.琵琶湖博物館.

1998年9月27日 ｢魚類の野外調査｣ 博鯵館#座 ｢淡水角スF7謙密 ｢実習膚)J.大津市田上大戸川.
1998年12月9日 ｢湖の魚｣.博物館スPlセミナー水曜コース 茸琶湖博物館.

1998年12月12El ｢湖の魚｣.博物館ス門セミナ-1屠コース.琵琶湖博物館.

他の博物館､舶& ･BT体等の主催行事
1998年4日25日 魚貝類調査の方法について.生きもの度合粛査協力月諾節会 (滋賓屠卓然漢音謀).茸琶湖博物館.

1998年6月2日 琵琶湖の魚を通して環境を考える.彦頗市立将頗■中学G,茸琶湖博物館.

1998年6月5日 琵琶湖の魚と環境.滋育児 レイカデイ7大学必粛詳密 修 士摩解 (B然 ･歴史)の分野J.滋賀県立長寿

社会福祉センター (滋賀県大津市).

1998年6日25日

1998年7月2日

こ大会ノ
1998年7月5日

1998年7月9日

1998年7月3日ヨ

魚などの飼育と観察の工夫.53回屠#教育#座Jr盛者原潜合教育センター).珪琶湖博物館.

生き物のいのち ｢茸琶湖からのメッセージ-自然との共生-｣.541回全国彪jZ保育園研究大会 〔びわ

([#]全国彩jZ保育園連盟).琵琶湖博物館.

生物と環境.ふるさとを考える#一行動B (盛者県青年団休連合会).烏丸半島広場.

環境問題の現状と課題.滋宮原/Jl中学枚事務主査研修 〔滋賓原潜合教育センター).球琶湖博物館.

身近な生活の中から環境を:びわ湖の魚介と水質. 康彦生産カレッジ講演 ｢大津有仰木の里公民虜),

茸琶湖博物館.

1998年8月8日 生き物のいのち.大鹿B然大学教善部 rl社]大鹿B然凍膚保全盛会).琵琶湖博物館.

1998年8月12日 淡水魚入門 ｢脊椎動物学｣･｢重責琶湖の魚｣.大厨シニアB然大学 (lii]大厨B然凍虜保全盛会).

梅田東生涯学習ルーム (大阪府大阪市).

1998年8月22日 淡水魚入門講座 ｢野外実習｣.大慶シニア貞然大学 rr#]大鹿卓然凍頻保全協会).大津市田上大戸

川
1998年8月24日 淡水魚入門 ｢脊椎動物学｣.大厨卓然大学 rJ社]大慶B然昇姥保全盛会).万国博覧会デリバ館 (大

阪府吹田市).

1998年8月26日 淡水魚入門 ｢琵琶湖の魚｣･｢日本の淡水魚の現状と保全｣.大鹿卓然大学 〔[#]大慶B然凍虜保全

協会).梅田東生涯学習ルーム (大阪府大阪市).

1998年8月31日 淡水魚入門講座 ｢野外実習｣.大阪自然大学 ([#]大厨B然原発保全盛会).大津市田上大戸川.

1998年10月27日 魚類に親しむ体験.平成10年度滋育男教戯摩#者研修J講義 〔滋音質度合教育センター).琵琶湖博物

館.

1998年11月20El琵琶湖博物館開館後の現状と課題.京都府立大学博物館実習.琵琶湖博物館.

【情報整備活動】

犀ぎ湖fS物館の仲裁者併溝Jb

琵琶湖博物館ホームページ:掲載予定の水生生物一般質問回答集の監修 ･作成,111題.

【梁料整備活動】

fEg湖博物館のjf料者粛清ガ

水田で採集された魚類 ･昆虫など,約2,000点.

【展示活動】

fEぎ瀞博物館の展示着必

水族展示企画 r南の島の魚たちJ:企画.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】
1998年4月IE]琵琶湖博物館総務部企画調整課長を兼務 (旧 :交流センター科長).

【館外の活動】

希少野生動植物保存推進員 (1997年6月9日-2000年6月30日,環境庁自然保護局野生生物課).

丹生ダム生態系保全検討委員会:委員 (1998年4月-1999年3月).

滋賀県生きもの総合調査委員会:専門委員 (魚貝類部会長) (1997年6月30日-2001年3月31日.滋賀県詫琶湖環境部自

然保護課).

瀬田川砂防管内渓流環境整備計画検討委員会:委貞(1998年1月-1999年3月,建設省近畿地方建設局琵琶湖工事事務所).

絶滅のおそれある野生生物の評価検討委貞会 淡水魚類分科会作業部会:委員 (1997年6月9E卜 2000年3月31日,環境庁

自然保護局野生生物課).

自然環境保全基礎調査検討会:検討貞 (1998年6月1日-,環境庁自然保護局野生生物課).
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水上 二己夫 MIZUKAMl,Fumio 農業工学

専門員 研究部応用地域研究系

(莱)事業部交流センター

印刷物

【一般向けの印刷物】

水上 二己夫 ･布谷 知夫 ･蓑田 由紀子 ･前畑 改善 ･高樵 啓一 ･秋山贋光 ･里口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集](1998)

うみんど ｢戯人] (6).8pp.琵琶湖博物館,草津.

水上二己夫 ･布谷 知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山贋光 ･前畑 改善 ･波速 裕也 [企画 .編集] (1998) うみんと丁潜

入] (7),(8).8pp.琵琶湖博物館,草津.

水上二己夫 ･布谷 知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山贋光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1999) うみんと丁潜

入] (9).8pp.琵琶湖博物1乳 草津.

研究活動に関する業績

【研究プロジェク ト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢農村地域におけるビオトープに関する研究｣.

博物館事業に関する業雑

【交流サービス活動】

fEg瀞博物館の主催行事
1998年7月26日 ｢川の生き物探検｣ フィー)I,I:'#穿会 滋賀県高島郡マキノ町知内川.

1998年9月-11月. ｢其野の今昔について調べてみませんか｣ 平成]0年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業

大津市_正真野中学務.

10月19日 事前学習.大津市立真野中学校.

10月30日 体験学習.茸琶湖博物館.

琵琶湖博物館だより rうみんど [湖人]Jの企画 ･編集 ･発送 (年4回) [主担当].

子供向け情報誌 rうみっこjの企画 ･編集 ･発送 (年2回) [主担当].

博物館行事案内の企画 ･編集 ･発送 (年2回) [主担当].

｢田んぼ体験教室｣ (全10回)の運営 ･指導 [主担当].

博物館屋外展示における生活実験工房および水田 ･畑の運営 ･管理.

博物館視察案内.

【情報整備活動】
fEg湖博物鹿■の借顛整序溝動
映像資料 ｢｣の製作 ･監修,

【展示活動】
fEgm博物館の展示店載
1998年10月-11月 ギャラリー展示 rワクワクたんば探検] (滋賀県農政水産部と共催)の開催.
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用田 政晴 YODA,Masaharu 考古学

主任学芸員 研究部応用地域研究系

(莱)事業部資料科長心得

印刷物

【寺門分野の著作】

用田政晴 (1998) 書評 中井均著 r近江の城一城が語る湖国の戦国史｣.考古草餅死,45(I):105-107.

用田 政晴 ･牧野久美 [編] (1999) よみがiる鬼子船一席宮溜長夜の伝鹿助木造船復元展示pfE貞一.屠宮瀞博衛館研

究務査#告 (13).

用田政晴 (1999) 丸子船復元製作展示への道.屠宮瀞ぼ鯵館研究粛査#告 (13):ト12.

用田政晴 (1999) 丸子船交流デスクでの活動.屠宮溜博物館研究粛査#告 (13):81-86.

用田政晴 (1999) 丸子船の映像一琵琶湖博物館所蔵資料を中心に-.屠育瀞好勝虜研究粛査#告 (13):91-95.

【一般向けの著作】

用田政晴 (1998) 私の逸品:安土乱箪山古墳出土の壷の′トさな破片.うみんど J潜入] (H琶瀞博身虜),(6):5.

用田政晴 (1999) きたおち4,500年の検証.北落歴史文化着古シリーズ(II).1120.

研究活動に関する業紙

【学会 ･研究会での発表など】

用田 政晴 (1998年6月27日) 湖上交通史の特質と丸子船の意味一琵琶湖博物館 ･丸子船交流デスクでの活動をきっか

けに-.夢JLg屠曹M好疹各研究発表会.琵琶湖博物館.

用田政晴 (1998年9月18日) 湖上交通史の画期と下物 ･芦浦地域の史的位置..琵琶瀞博身虜研究セミナー.琵琶湖博物

館.

【研究プロジェク ト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢近江の地域性に関する考古学的研究｣.

博物館事業に関する業練

【交流 ･サービス活動】
fEぎmfS物虎の主催行事

1998年5月16日 ｢琵琶湖の湖底遺跡｣ 好物庶人門セミナー (#6m) rMをとりi(B然と,̂僻J.琵琶湖博物館.

1998年11月21日 ｢歴史展示の舞台裏｣ 博穆庶務G.琵琶湖博物館.

他の博物館､超& ･L牙律等の主催行事

1998年7月9日 琵琶湖博物館の設立経緯と歴史系展示.全国歴史資耕保#SIJ用度厨遠藤鼠謙全速&部会3539回押合#告

発琶湖博物館.

1998年9月12日 湖上交通の変遷と芦浦 ･下物の意義.(きつ ･歴史発月垂.ウイングパレスくさつ (滋賀県草津市).

1998年11月29El地中からのメッセージ-北落4,500年の検証.創意とL夫のガてブ(ク事菜北藩学への誘い2.北落公民

館 (滋賀県甲良町).

1999年3月6日 岐阜女子大学博物館学芸員養成課程学生指導.

【資料整備活動】

fEぎ湖13物館のjg対登粛清動

完琶湖博物館有形民俗資料:整理 ･写真撮影,約5,000点.

琵琶湖博物館嬢蒸処理作業:管理.

【展示活動】
fEぎ淵博物館の展示活動

完琶湖博物館平成11年度企画展示 ｢湖の船｣:企画 ･展示設計.

琵琶湖博物館ギャラリー展 ｢赤野井湾遺跡発掘調査成果展｣:企画 ･展示構成.
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佃の博物館等の展示活動
滋賀県立安土城考古博物館平成11年度春季特別展 ｢寧庭に遥あらず一古墳時代の戦乱-｣:企画構鼠
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美濃部 博 MINOBE,Hiroshi 河川工学 ･ダム工学

調査員 研究部応用地域研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【一般向けの著作】
美濃部博 (1999) テーマ ｢(川と水害)について調べてみませんか｣を活用する手引き.Tn:高橋 政宏 ･江島 穣 [編]

屠琶瀞博物虜学習プログラム集.琵琶湖博物館.p.121.

研究活動に関する業練

【学会 ･研究会での発表など】
美漉部 博 (1998年12月18日) びわ湖 ･ミュージアムスクールモデル事業- ｢川と水害｣について調べてみよう一につ

いて.滋者屠i木部鼻20Lgi木皮節研究発表会 滋賀県建設技術センター (滋賀県草津市).

美渡部博 (1999年1月22日) 著名洪水の降雨特性について.窟琶滅ぼ修館研究セミナー.琵琶湖博物館.

高席 政宏 ･江島穣 ･美渡部 博 ･高本 雅之 ･淳村 幸夫 (1999年1月23日)博物館と学校教育の連携について-びわ湖 ･

ミュージアムスクールモデル事業の取 り組みから-.滋蒼大学教育学部付属凍席数青潮沼実習センター544Lg研

究発表会 滋賀大学教育学部 (滋賀県大津市).

【研究プロジェク ト等への参加】
茸琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣:研究代表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖流入河川の流出特性に関する研究｣.

博物館事業に関する業雑

【交流 ･サービス活動】
屠ぎ瀞博物館の主催行事

1998年7月26日 ｢川の生き物探検｣ フィール f;'顔寮会.滋賀県高島郡マキノ町知内川.

1998年9月-11月. ｢川と水害｣について調べてみよう.平成]0年度びわ瀞 ･ミュージ7ムスクールモデル事業 :大津

市jZ真野中学襟.

10月19日 事前学習.大津市立真野中学校.

10月30日 ｢r川と水害Jについて調べてみませんか｣琵琶湖博物館.

1998年11月25日,28日 ｢湖と人の歴史｣一党琶湖治水への取り組みから見た湖と人のかかわり-.博物館スFlセミナー

(夢7期) rMをめぐるB然と,̂僻J.琵琶湖博物館.

佃の博物館､舶∬ ･団律等の主催行事

1998年7月31日 水辺の生態系-ヨシを中心として-.彦頗有教育委月会 ･顔港生産カレッジ講座.琵琶湖博物館.

1998年10月9日 茸琶湖の治水 ･利水について.卵石=業者等尊F7学皮 ･都市システムZ学科研修.琵琶湖博物館.

1998年11月6日 琵琶湖治水の歴史について.蕗J/I左岸潜水促遥期成何盟研修会 支琶湖博物館.

【資料整備活動】
屠ぎ瀞博物館の資料登庁活動

琵琶湖周辺国土地理院撮影空中写真の購入,2倍引伸印画509枚.

【展示活動】
犀ぎ湖博物館の展示房動

ギャラリー展示 ｢ワクワクたんば探検｣ (1998年10月13日-11月15日開催)の企画 ･運営 (水上二己夫と共同).

屋外展示維持管理 (草加伸吾と共同).

台風7号による屋外植栽災害復旧対策 ･屋外高木植栽原状回復対策総揺 (草加伸吾と共同).

環境絵馬展示ソフト:更新､企画 ･管理.

盲人用館内案内 ｢ノマッド｣:改良､企画 ･製作.

茸琶湖景観図サイン:設置､企画 ･製作.
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佃の博物館等の展示着動
滋賀環境ビジネスメッセ出展 ｢環境って何だろう｣ (1998年10月21日-23日;滋賀県長浜市長浜 ドーム)の企画 ･運営

(楠同番 ･戸田孝と共同).

館内人事､館外活動等に関する業綾

【館内の人事】
1998年4月1日 琵琶湖博物館研究部応用地域研究系調査員.

1998年4月1日 琵琶湖博物館事業部展示科科貝を兼務.
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桑村 邦彦 KUWAMURA,Kunihiko 水産生物学 (水産学修士)

主査 研究部応用地域研究系

(莱)事業部交流センター

印刷物

【専門分野の著作】

桑村邦彦 (1999) 深泥池における外来魚資源抑制手法.In:高橋智太郎 【編]天然i記念鯵｢凍泥他生疹群集J保全事業

にかかる生疹群集管摩中原#苦さ-市民参加塾の外来E鮒 農の試み-.深泥池水生動物研究会,pp.6-9.

【一般向けの著作】

桑村邦彦 (1998)琵琶湖の魚と環境 (20)ゲンゴロウブナ.日赤おおっ (大津赤十字病原上 (211):1.

桑村邦彦 (1998)琵琶湖の魚と環境 (24)ギンブナ.B赤おおっ ｢大津赤+字病原),(216):2.

前畑 改善 ･秋山贋光 ･松田 征也 ･桑村邦彦 ･桑原 雅之 ･中藤容子 [桑原 雅之 ･桑村邦彦 ･中藤 容子,編] (1998)

水庚企画展r南の鳥のきかな/=ち一彦凍iIJ鳥の淡水魚-J (リー7レノ 日 .琵琶湖博物館,8pp.

集村邦彦 (1999)私の逸品:モクズガ二.うみんど J潜入] (発育瀞博物館),(9):5.

琵琶湖博物館 [編,編集兼任者:桑村 邦彦 ･白井幸子] (1999)琵琶湖博物館業簾目録(2)1997年1月から1998年3月ま

での業練.82pp.琵琶湖博物館,草津.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

桑村邦彦 (1999年1月22日) 滋賀県に生息するモクズガこの生態学的研究ⅠⅠ-湖内で捕獲された標本からの知見 屠曹

瀞博物館研究セミナー.琵琶湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】

茸琶湖博物館結合研究 ｢琵琶湖沿岸生態系の構造と動態に関する研究｣:研究協力者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣:研究分担者.

茸琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水系に生息するモクズガ二の生態学的研究｣.
深泥池水生動物研究会 ｢外来魚資源抑制調査｣:研究分担者.

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

近畿大学農学部水産学科漁場学研究室卒業研究 r琵琶湖内湖における魚類生息調査｣ 1名指導.

博物館事業に関する業練

【交流 ･サービス活動】
犀gm博物館の主催行事

1998年5月24日 ｢珪琶湖の魚と漁具漁法｣博物館講座 :淡水魚ス門弟夢 (評議jW-).琵琶湖博物館.

1998年7月19日 ｢川のお魚探検｣ フィール F:'#寮会 滋賀県近江町字賀野.

1998年7月29日 魚の採集と解剖実習.平成Jo年度びわM ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋宮原jZ石部者等牛酪
琵琶湖博物館.

1998年7月30日 水族実習.平成Jo年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋賓膚jZ石部高等単座.究琶湖博物
館.

1998年8月23日 窟晋瀞博物館 7イールドレポーター交虎会.珪琶湖博物館.

1998年9月29日 託琶湖博物館展示ワークシート実習.平成)0年度びわ瀞･ミ1-ジアムスクールモデル事業 :草津市立
gG/J､学iE.珪琶湖博物館.

1998年10月19日 事前学習 ｢琵琶湖で行われている漁業｣ 平成10年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :大
津市立真野中学虎.大津市立真野中学校.

1998年10月26日 ミュージアムスクール研究発表会.平成JO年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :草津市立
常盤/J､学歴.草津市立常盤小学校

1998年10月30日 琵琶湖の水産業の現場を見てみよう.平成10年度びわ戯･ミュージアムスクールモデル事業 :大津有
_正真野中学摩.守山漁協 ･滋賀県栽培漁業センター.

1998年11月8日 ｢ビワマス産卵観察会｣ フィール ド静粛会 滋賀県マキノ町知内川周辺.

-57-



1998年11月16日 ミュージアムスクール研究発表会.平成10年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :大津.市立

真野中学鎗 大津市立真野中学校.

1998年12月20日 fE琶瀞博物館 フィール ドレポーター交流会 珪琶湖博物館.

1999年3月7日 ｢水族館探検隊｣ 博物館探虜.珪琶湖博物館.

1999年3月14日 窟琶瀞博物館 フィーJL,ドレポーター交務会 託琶湖博物館.

佃の博物戯'､凝& ･団体等の主催行事
1998年6月25日 水族展示の裏舞台.滋穿県教育センター産科教育#座.琵琶湖博物館.

1998年10月8日 投網で捕った魚の解剖.滋貞甥教育センター教職歴鼻音研修.琵琶湖博物館.

1998年10月28日 茸琶湖と河川の環境について. 内水面資源盾用#遭事業講習会 (滋者県rtP7'JII頗業脇伺凝合連合会).

託琶湖博物館.

1998年12月13El工.)網による魚類調査の長所と短所.昇2回外来慮好者事業中原#告会 (深産地水生動物研究会).京

都市山端自治会館.

テレビ､ラジオへの出演

1999年3月18日 ｢EIVサイエンスアイ｣ [アユ研究最前線].NHK教育テレビ.

1999年3月22日 ｢県政の窓｣ [琵琶湖博物館フィールドレポーター募集〕.KBS京都ラジオ.

【情報整備活動】

fEg瀞博物館の借#整序
滋賀県水産試験場 ･醒井養鱒場所蔵写真乾板複写.

近江水産図譜写真複写.

【展示活動】
fEg湖博物館の展示活動
琵琶湖博物館水族企画展示 ｢南の島の魚たち｣:企画 ･制作.

琵琶湖博物館平成12年度企画展 ｢琵琶湖 ･食と漁業｣:基本設計作成.

水族 トピック展示:企画 ･運営.

【企画調整事業】
第64回 (杜)日本動物園水族館協会近畿ブロック水族館飼育係研修会:開催運営.

館内人事､館外活動等に関する業績

【館内の人手】

1998年4月=]珪琶湖博物館事業部交流センター科貝を兼務 (旧 :事業部展示科貞)
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桑原 雅之 KUWAHARA,Masayuki 魚類生態学

学芸員 研究部応用地域研究系

(莱)事業部資料科

印刷物

【専門分野の著作】
桑原雅之 (1998) ビワマス.ln:水産庁 【綜] 8本の希少7i野生水生生身にノ野するデータブック. (社)日本水産資源

保護協会,東京.pp.170-171.

【一般向けの著作】

桑原雅之 (1998)琵琶湖の魚と環境 (ll)ハス.B弟b)おっ (大津赤+字病原),(212):1.

前畑 政善 ･秋山贋光 ･蛭田征也 ･桑村 邦彦 ･桑原 雅之 ･中藤 容子 [桑原 雅之 ･桑村 邦彦 ･中藤 容子,編] (1998)

水族企画展 r南の点のさか7iたち-粛#ilJ烏の庚水魚IJ (,)-7L,ツr).茨琶湖博物館,8pp.

【これまでの博物館業績集に記載 されなかった1998年3月以前の印刷物】
河村功一 ･細谷和海 ･岡崎登志夫 ･桑原雅之 (1988)京都府鴨川水系高谷川で採集されたアジメドジョウ.B木生身

地産学会会#.43(12):61-66.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での講演など】
桑原雅之 (1998年9月20日) ビワマスの産卵に参加する残留型雄の存在.7998年度8本魚類学会年会.高知大学朝倉キ

ャンパス (高知県高知市).

桑原 雅之 (1999年1月22日) ビワマスの産卵に参加する残留型雄の存在.粛啓瀞好物膚研究セミナー.珪琶湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究協力者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣:研究協力者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水系に生息するビワマスとアマゴとの関係｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
屠ぎ瀬fS物館の主催行暮

1998年5月17日 ｢茸琶湖の環境と魚｣ 好身館講座 :淡水魚スF7講座 (#弟G).琵琶湖博物館.

1998年9月13日 ｢魚類の調査法｣ 博身虜講座 :淡水魚ス門#座 〔実技G).琵琶湖博物館.

1998年10月4日 ｢魚類の調査法 (野外実習)｣厚顔虜講座 :淡水魚スFl講座 (実GG).大津市田上 (大戸川).
1998年11月8日 ｢ビワマス産卵観察会｣ 7イール ド伊奈会 滋賀県マキノ町知内 (知内川周辺).

佃の博物館､超& ･Lg体等の主催行事

1998年4月7日 珪琶湖の魚と環境.滋労農薪ス戯月研修 (滋賓展).琵琶湖博物館.

1998年7月29日 琵琶湖にすむ魚たちのくらし.東海大学付属仰星高校中等部.琵琶湖博物館.

1998年10月13日 魚類に親しむ体験.平成10年度数戯産顔者研修 (滋賓原潜合教育センター).茸琶湖博物館.

【資料整備活動】
屠ぎ淵博物館の資料善房

水族資料収集.

水族資料飼育管理.

佃の博物館等のjq料着席

(仮称)島根県立水と魚の自然館:建設 ･運営アドバイス.
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【展示活動】

屠ぎ瀞博物館の展示
茸琶湖博物館水族企画展示 ｢南の島の魚たち｣:企画 ･制作.

水族 トピック展示:企画 ･運営.

【企画調整事業】
1998年8月6日 水族資料管理実地案内.平成Jo年度博鯵館実習.珪琶湖博物館.

第64回 (社)日本動物園水族館協会近畿ブロック水族館飼育係研修会の開催運営
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宮本 真二 MIYAMOTO,Sh叫i 自然地理学 ･花粉学 (理学修士)

学芸員 研究部応用地域研究系

(兼)事業部交流センター

印刷物

【学術論文】
宮本 真二 (1998) ネパール東部における埋没腐植土層の形成と森林破壊.地学#鼠 107:535-541.

Miyamoto,S.,Yasuda,Y.andKitagawa,H.(1998)PalaeoenvironmentalchangesintheLastGlacialMaximumaroundthe

WakasaBayATea,CentralJapan. In:Benito,G･,Baker,V･R･aJd Gregory,K･J･leds･】PdaeohydJ10]ogyaJ7d
EnyiTOnmentaJCJ7ange.JohnWileyandSons,UK.pp.139-152.

【一般向けの著作】

宮本 真二 (1998) 花粉化石が語る過去と未束 うみんど JM人] (E琶M博身虜),(6):6.

宮本 真二 (1998) フィール ドへ出よう !考古学の発掘調査と古環境の ｢復原｣.うみんど [瀞人] (Bf宮瀞梓捌 削 ,
8:7.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

宮本真二 (1998年3月27日) 中池見湿原堆積物の花粉分析.545回B本生暦学会席全史#斎会.京都大学 (京都府京都

市).

宮本真二 (1998年4月18日) 余呉湖湖底堆積物の層序および中世災害イベント.窟琶瀞好身館共何研究 /葡 官瀞周辺鹿

における過去L万年厨のB然凍姥と人厨潜動の変胤 併究集会 彦根市ステ-ションホテル (滋賀県彦根市).

宮本真二 (1998年4月26日) 地理学と博物館.名言層地産学会 琵琶湖博物館.

宮本 真二 ･兵主大社庭園保存整備委月会 (1998年6月6日) 近江盆地南部における中世庭園成立期の景観復原.弟4J会

歴史地産学会大会 東京学芸大学 (東京都小金井市).

宮本 真二 (1998年10月16日) ネパール ･ヒマラヤにおける埋没腐植土層の形成と森林破壊.屠gM好身館研究セミナ

ー.琵琶湖博物館.

宮本 真二 (1998年10月17日) ヒマラヤ山脈東部における埋没腐植土層の形成と環境改変.東京地学虚会秋季#済.莱

京地学会館 (東京都千代田区).

宮本 真二 (1998年11月lEl) 余呉湖堆積物の研究紹介.B産科学振舞Mf卦助成研究会 京都大学 (京都帝京都市).

【研究プロジェクト等への参加】

耗琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣:研究分担者.

完琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖周辺域における過去1万年間の自然環境 と人間活動の変遷｣:研究代表%.

琵琶湖博物館専門研究 ｢最終間氷期以降における古環境変動の高精度復原｣.

博物館事業に関する業紙

【交流 ･サービス活動】

犀gm博物虎主催行事

1998年4月-12月 フィール ド観察会､ミュージアム観察会､博物館講座､博物館専門講座､博物館探検､博物館入門セ

ミナー実施担当.

1998年6月20日 ｢昔の草津を歩 く観察会｣ 7イール ド顔寮会 草津駅周辺 (滋賀県草津市).

1998年9月6日 ｢福田正巳 :マンモスはなぜ絶滅したか?-その謎をシベリア永久凍土に兄いだす-｣運営M博穆館符

RIj諾済会 琵琶湖博物館. [担当 ･司会]

他の博物館､舶& ･Lg律等の主催行事

1998年7月8日 兵主大社庭園跡における花粉分W.平成10年度弟J回兵主神社庭園保存薮原委月会 兵主神社 (滋賀県中/
主町).

1998年10月1日 発掘担当者が行う環境考古学,Geoarchaeology.平成Jo年度(M)滋者塀文化財床音感会定併研究会((財)
滋賓県文化財保彦協会).滋賀県文化財保護協会 (滋賀県大津市).
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1998年10月27El花粉化石からみた過去の環境.平成Jo年度滋穿席数戯勝 者研修I(滋育男教育センター).琵琶湖博

物館.

【情報整備活動】
fEぎ湖博物館の傍碓 粛清動

琵琶湖博物館インターネット情報システム､フィール ド観察会､ ミュージアム観察会､博物館講座､博物館専門講座､

博物館探検､博物館入門セ ミナーの資料作成.

【館内の人事】
珪琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム員.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人手】

1998年7月10日 琵琶湖博物館中長期計画検討委員会ワーキングチーム貝,滋賀県立珪琶湖博物館館長.

【館外の活動】
国立民族学博物館共同研究員 (1998年4月1日～)
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布谷 知夫 NUNOTANl,Tomoo 博物館学 (農学修士)

総括 学芸員 研究部博物館学研究系

(莱)事業部長

印刷物

【学術論文】

布谷 知夫 (1999) 博物館の場で行なわれるボランティアの位置付け.博微館挙嵐.=-i,24(2):19-28.

【寺門分野の著作】

布谷 知夫 (1998) 博物館の教育活動 :人間と地球の未来を展望する.第27回大阪総合科学シンポジウム日本科学者会

議大阪支部,56-57.

布谷 知夫 (1998) 水に育まれる私たちのくらし.]n:郡 蔦孝 [編】 摩済と環頻 6一産業の原盤対応- rJ997年度#苦

さ).同志社大学経済学部,京都.pp.133-136.

布谷 知夫 (1998) 準備室なれど博物館,博物館なれど準備室.展示学,(26):3.

布谷 知夫 (1998) 市民社会と博物館その可能性を展望する (展示学会シンポジウムの記緑).展示学,(26):12-27.

布谷 知夫 (1999) 地域に根ざした博物館作 り:北海道立社会教育総合センター.ln:好身虜 ･ガ1着斜度摩官尊門研修

講座資料&.北海道立社会教育総合センター,札幌.pp.16-2l.
布谷 知夫 (1999) 琵琶湖博物館が考える ｢環境｣課選.昇6回全国科学博身庶鼠欝会研究発表大会資札 33138

布谷 知夫 (1999) 地域のくらしから環境について考える博物館.tn:文部省内生涯学習 ･社会教育研究会 [詣】 生産学

習傍# 77イル.第一法規出版株式会社,東京.pp.1423-1430.

布谷 知夫 (1999)琵琶湖博物館におけるハンディキャップ対革とその評価･In:平田大二 ･奥野 花代子 ･田口公別[編]
ユニバーサルミュージアムをめざLT-襟度摩害者と博鯵館 :生命の星地球博鮒 三周卒記念倉井.神奈川県立

生命の星地球博物館,小田原.pp.13日 46.

【一般向けの著作】

水上 二己夫 ･布谷 知夫 ･嘉田 由紀子 ･前畑 改善 ･高橋 啓一 ･秋山東光 ･里口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集】(1998)

うみんど lM人] (6).8pp.琵琶湖博物館,草津.

水上 二己夫 ･布谷 知夫 ･高林 啓一 ･里口保文 ･秋山旋光 ･前畑 改善 ･波速 裕也 【企画 ･編集】 (1998)うみんどJM
人] (7),(8).8pp.琵琶湖博物eE,草津.

布谷 知夫 (1998) いっしょに調べてみませんか 1.タンポポ.アンサンブル ｢カワイ音楽教育研究会ノ,(377):12-13.

布谷 知夫 (1998) いっしょに調べてみませんか2.カタツムリ.7ンサンプル 〔カワイ青葉教育併究会ノ,(378):16-17.

布谷 知夫 (1998) いっしょに調べてみませんか3.セミのヌケガラと鳴き声.アンサンブル (カワイ音楽教育研究会),

(379):14-15.

布谷 知夫 (1998) いっしょに調べてみませんか 4.アオマツムシ.アンサンブル (カワイ音賓教育研究会ノ,(380):20-
21.

布谷 知夫 (1998) いっしょに調べてみませんか5.ヒガンバナ.アンサンブル (カワイ青菜教育併密会上 (381):14-15.

布谷 知夫 (1998) いっしょに調べてみませんか 6.セイタカアワダチソウ. 7ンサンプル (カワイ音楽教育研究会J,

(382):22-23.

布谷 知夫 (1998)

布谷 知夫 (1998)

布谷 知夫 (1998)

布谷 知夫 (1998)

布谷 知夫 (1998)

布谷 知夫 (1998)

布谷 知夫 (1998)

二年目をむかえた琵琶湖博物館.顔 (滋穿県道園皮uv一着協議会J,(59):3-4.

タンポポ分布調査をすすめながら一自然検察のテーマ23.大厨B然G君#薮貞遵h全会乾 (25):2-4.

雨粒による種子散布-自然観察のテーマ24.大鹿■B然伊奈措き月遠藤全会乾 (26):2-4.

｢日本海｣と ｢東海｣.月河みん/i'( (L罫立居庚学博物m),22(ll):1.

蜜を産む虫,虫をだます花一自然観察のテーマ25.大慶府B然併粛清薮貞遵府会会#,(27):2-5.

自然の変化を見る-自然観寮のテーマ26.大鹿府自然伊奈措善月遠藤全会#,(28):2-4.

ドングリの食べかた一自然観察のテーマ27.大鹿府B然伊奈荷藩月遠藤全会#,(29):2-5.

布谷 知夫 ･荻尾 敏子 ･白井 幸子 (1998) タンポポ調査中間報告書 (簡易印刷).8PP.琵琶湖博物館,草津.

水上 二己夫 ･布谷知夫 ･高橋 啓一 ･里口保文 ･秋山東光 ･前畑 改善 ･波速 裕也 [企画 ･編集] (1999)うみんどJ潜

入] (9).8pp.琵琶湖博物館,草津.

布谷 知夫 (1999) 戦前戦後の自然観察-自然観察のテーマ28.大慶府自然伊奈籍鼻貞遠藤全会乾 (30):2-4.

布谷 知夫 (1999) 里山の観察会から.うみんど hlM人] (Hぎ瀞博物館J,(9):7.

中井 克樹 ･布谷 知夫 (1999)滋賀県における住民参加型陸産貝類調査の試み.月粛学級,=-fyenus,58:46. [要旨]
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研究活動に関する業紙

【学会 ･研究会での発表など】
布谷知夫 (1998年5月24日) 市民社会と博物館.8本展示学会シンポジウム r市民社会と博物館-その町庶任を展望す

るJ.詫琶湖博物館.

布谷知夫 (1998年6月6日) 託琶湖博物館の考え方.昇24回仝B本博物館学会大会.琵琶湖博物館.

布谷知夫 (1998年8月21日) 畦畔地を生息の場とする植物群の成り立ちについて.窟琶瀞博物虜研究セミナー.究琶湖

博物館.

中井 克樹 .布谷 知夫 (1999年1月31日) 滋賀県における住民参加型陸産貝類調査の試み. B本月粛学会GIJjZ70周年記

念大会 国立科学博物館分館 (東京都新宿区).

布谷 知夫 (1999年3月11日) 菟琶湖博物館が考える ｢環境｣課題.弟6回全国科学博勝虜協議会研究発表大会.琵琶湖

博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣:研究分担者.

詫琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間のモニタリングに関する研究｣:研究分担者.

茨琶湖博物館専門研究 ｢博物館の評価に関する研究｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】
日本生態学会自然保護専門委員会:委員.

1998: (財)日本自然保護協会:評議員 ･普及委月.

1998:関西自然保護機構:理事.

【受賞など】
全日本博物館学会賞受賞 (1998年度).

博物館事業に関する業練

【交流 ･サービス活動】
犀ぎ湖博物館の主催行事
1998年4月-6月 琵琶湖博物館タンポポ調査の実施.

1998年4月25日,28日,5月2日,3日,17日 タンポポ調査で何がわかるのか.タンポポ粛査参加者諾節会 (発育瀞博物館),

託琶湖博物館.

1998年6月21日 ｢昔の草津を歩く観察会｣ フィールド#密会 草津駅周辺 (滋賀県草津市).

)998年7月15El ｢博物館は何をしているところ?｣博物館スFlセミナー ｢夢6回) r瀞をめぐる卓然と人尿ノ〔水膚B

コース).琵琶湖博物館.

1998年7月18日 ｢博物館は何をしているところ?｣ 博物慮入門セミナー (昇6回) /~潮をめぐるB然と人僻J ri輝B

コース).茸琶湖博物館.

1998年10月10日 草木染.博物館体顔学習 (第21屠B).琵琶湖博物館.

1998年10月24日 草木染.博物館体顔学習 rg41屠B).琵琶湖博物館.

1998年IO月23日 事前学習 :草木染.平成10年度びわ瀞･ミュージアムスクールモデル事業 :大津市立真野中学#.大

津市立真野中学校.

1998年10月30日 草木染.平成JO年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :大津市立真野中学襟.大津市立真野

中学校.

1998年11月1日 ｢里山の観察会｣ 7イール ド餅密会 大津市仰木附近.

1998年11月15El ｢身近な木製品｣ ミュージアム顔賓会 琵琶湖博物館.

佃の博物館､凝& ･Bl律等の主催行事
1998年4月3日 学芸員の役割と責務.金沢草原大学樺~物庶見学実習.珪琶湖博物館.

1998年4月25日 生きもの総合調査部会説明一植物部会の進めかた.滋育男生きもの度合粛査協力月諾開会 (滋者県B然

保彦諜上 滋賀県庁 (滋賀県大津市).

1998年4月26日 博物館での自然科学教育.大飯度合#学シンポジウム (8本#学者会議大鹿支#).関西大学 (大阪桁

吹田市).

1998年5月15日 琵琶湖博物館準備室の考え方と開館に向けての活動.LLJ梨県学術文化財委月会研修会 託琶湖博物館.

1998年5月16日 詫琶湖博物館準備室の考え方と現在.滋骨原科学教育研究会研修会 茸琶湖博物館.

1998年5月22日 琵琶湖博物館の考え方.大慶併LLJ学尿大学博珍虜月学実習.珪琶湖博物館.

1998年5月24日 茸琶湖博物館の展示.大飯市立美術館友の会研修会 琵琶湖博物館.

1998年5月28El託琶湖の水環境について.前席市立第2中学襟.大津プリンスホテル (滋賀県大津市).

1998年5月29-31日 自然観察の方法.B然#寮指導月講習会 (B本自然床彦協会).横浜市立子供の国(神奈川県横浜市).
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1998年6月9日 琵琶湖博物館とは.風の会研修会 琵琶湖博物館.

1998年6月12114日 自然保護の考え方.自然#穿拷#月#曹会 (8本B然煤彦協会).大阪長居ユースホステル (大阪府

大阪市).

1998年6月20日 琵琶湖博物館の考え方.成安遣形大学厚顔館見学実習.琵琶湖博物館.

1998年6月24日 森林を通し.て環境を考える.原産富力社内額席数5.金居原電力発電所事務所 (滋賀県木之本町).
1998年7月7日 滅びゆく近畿の植物種-近郊の里山の自然.大鹿■市立環頻学習センター市民#G.大阪市立環境学習セン

ター (大阪府大阪市).

1998年7月8日 草木染.信楽中学滞頻学習.琵琶湖博物館.

1998年7日10日 琵琶湖博物館のはたす役割.滋者虎魚康福懲部部内研修.環琶湖博物館.

1998年7月22日 木材利用の今昔.下之舶 助財藤倉 下之郷遺跡現場事務所 (滋賀県守山市).

1998年7月26日 セイタカアワダチソウの層別刈 り取り.滋宮原中学B然#学ゼミナール.琵琶湖博物館.

1998年7月28日 琵琶湖博物館の役割.贋■粛屠科研究会研修会 琵琶湖博物館.

1998年7月29日 琵琶湖博物館の理念と概要.厨西大学博勝歯学実習.珪琶湖博物館.

1998年8月3日 博物館とは.平成]0年度厚顔歯学実習.琵琶湖博物館.

1998年8月3日 琵琶湖博物館の理念.平成10年度博物館学実習.茸琶湖博物館.

1998年8月4日 環境と人間とのかかわり.大鹿府教育センター者等学#公民庶合材G.完琶湖博物館.

1998年8月28130日 自然の観察.B然#寮籍尊月#野会 ｢(財)8本自然保諾協会).佐賀県武雄市.

1998年10月8日 草木染.滋賞屠/i年次教月研修 (粛1回) (滋賓原潜合教育センター) 琵琶湖博物館.

1998年10月13日 草木染.滋資質/i年次教月研修 (弟2回) (滋育男度合教育センター)琵琶湖博物館.

1998年10月27日 草木染.滋賞牌/i年次教月研修 (第3回) (滋賓原潜合教育センター)珪琶湖博物館.

1998年11月10日 博物館は何をしている所だろう.併教大学市民講座 (併教大学).悌教大学四条センター (京都府京

都市).

1998年11月18日 環境問題と博物館.滋宮原学#長初任者研修 ｢滋賓原潜合教育センター).滋賀県総合教育センター

(滋賀県野洲町).

1998年11月19日 環境について考える場としての博物館.平成10年度新任庶長研修 (盛者原潜合教育センター).滋賀

県総合教育センター (滋賀県野洲町).

1998年11月24日 珪琶湖博物館の紹介.仏教大学市属#塵■｢併教大学ノ.偶数大学四条センター (京都府京都市).

1998年11月26日 台所の植物学.顔■田都中学磨産科部会研修.:茸琶湖博物館.

1998年12月8日 琵琶湖博物館の概要と施設.仏教大学市.民講座 (併教大学).珪琶湖博物館.

1998年12月13日 足下から見た環境の考え方 庸生町研磨を守る卓彦#遭大会 ｢粛生町教育委月会).蒲生町あかね文

化センター (滋賀県蒲生町).

1999年1月16日 自然観察指導貞一ここまでの道とこれからの道.55回卓然顔寮措#月全国大会シンポジウム rrM)

8本B然保彦協会).東京都こどもの国 (東京都港区).

1999年1月28日 地域に根ざした博物館作 り.博物館 ･卿i資料館 官尊Fl研修#座 (北港題■立社会教育#合センター).

北海道立社会教育総合センター (北海道札幌市).

1999年2月21日 植物分類学入門一植物図鑑を読み取るために.滋蒼県生きもの潜合粛査協力月研修会 ｢滋賓県貞然保蒼

顔).珪琶湖博物館.

1999年3月13日 自然保護にむすびつく自然観察会とは.そよごの会研修会 大阪長居ユースホステル (大阪府大阪市).

【情報整備活動】

犀ぎm博物館の伸雄 庸活動

ビデオ ｢滋賀の森林｣:製作.

滋賀県博物館協議会発行 ｢淡海の博物館｣:編集.

【資料整備活動】

fEぎ瀞博物館の資料髪膚着ガ

桑島正二植物コレクション:整理事業.

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

国指定天然記念物和泉葛城山保護検討委員会:委員 (1998年).

箕面山猿調査会:委員 (1998年).

ヨシ群落生態調査委員会:委員 (1998年).

滋賀県生き物総合調査専門部会:委員 (1998年).

地域養育活性化推進事業企画推進委員会:委貞 (1998年).

滋賀県文化情報誌企画委員会:委員 (1998年).

滋賀県博物館協議会事務局 (1998年).
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秋山 庚光 AKlYAMA,Hiromitsu 魚類生態学

主任 学芸員 研究部博物館学研究系

(莱)事業部情報センター科長心得

印刷物

【学術論文】

塩滞光一 ･秋山庫光 (1998) 電気刺激によるギギ胸鰭練関節部での発音.B本水産学会3-15,64:1060-1061.

【専門分野の著作】

秋山簾光 (1998) 湖北のハリヨ.In:米原町教育委員会 [編]ノ､リヨ皇厳粛査#苦さ.pp.7-14.米原町教育委員会.

【一般向けの著作】

水上二己夫 ･布谷知夫 ･嘉田由紀子 ･前畑 改善 ･高橋啓一 ･秋山席光 ･里口保文 ･西村佳子 [企画 ･編集](1998)

うみんど J瀞,̂](6).8pp.琵琶湖博物館,草津.

水上二己夫 ･布谷知夫 ･高橋啓一 ･里口保文 ･秋山康光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1998)うみんどJ瀞
,̂] (7),(8).8pp.琵琶湖博物館,草津.

秋山旋光 (1998) 茸琶湖の魚と環境(23)カワパタモロコ.B赤おおっ (大津赤+字病BE),(215):9.

秋山鹿光 (1998) ハリヨ.fJ20びわ潜会議 〔びわ瀞を守る水粛塘煤全県属運動),(18):3.

秋山東光 (1998) フィールドへ出よう:これは大変だ､自然がなくなってしまう.うみんど [潜入] (#晋瀞骨身虜),

(7):7.
前畑 政善 ･秋山廉光 ･松田征也 ･桑村邦彦 ･桑原 雅之 ･中藤容子 [桑原 雅之 ･桑村邦彦 ･中藤 容子,編] (1998)

水庚企画展 ｢南の烏のさか7TL/=ち一彦BjFIJ鳥の淡水点-J (I)-7L,ソr).発琶湖博物館,8pp.
秋LLI旋光 (1998) 新選淡海木間種:ムギツク.LheEけ ンライズ出版 彦頗).59(4):5.

秋山簾光 (1998) i木戯月号円研修用テキスrrJ//の生き身の生膚J.琵琶湖博物館,13pp.
水上二己夫 ･布谷知夫 ･高橋啓一 ･里口保文 ･秋山簾光 ･前畑 改善 ･波速裕也 [企画 ･編集] (1999)うみんどJ押

入] (9).8pp.琵琶湖博物館,草津.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

秋山 簾光 (1998年5月15日)米原町ハリヨ調査 その1-滋賀県内のハリヨの分布について.澄曹瀞博物館餅究セミナー.

琵琶湖博物館.

秋山庸光 (1999年3月19日) 魚類音響行動学への誘い (ギギの場合).屠琶瀞博物館研究セミナー.琵琶湖博物館.

【研究プロジェク ト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢魚類音響行動 (ギギの発音機構と利用)に関する研究｣.

博物館事業に関する業紙

【交流 ･サービス活動】
窟ぎ溜博物館の主催行事

1998年度 平成JO年度びわ瀞 .ミェ-ジアムスクールモデル事業 :/Jl学務G.プログラム原案作成 (高橋 政宏と共同).

1998年度 平成10年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :中学彦G.プログラム原案作成 (江島横と共同).

1998年7月8日 体験学習 [指導】.有楽町jZ信楽中学G.琵琶湖博物館.

1998年7月-10月 平成]0年度びわ瀞 .ミェージアムスクールモデル事業 :草津市立常盤/J､学皮.

7月13日 オリエンテーション.草津市立常盤小学校.

9月29E]琵琶湖博物館での体験学習.琵琶湖博物館.

10月26日 結果発表会.草津市立常盤小学校.

1998年7月29日 魚類解剖実習.平成]0年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋賓県jZ石部高等学舷 琵琶湖

博物館.

1998年8月2日 ｢琵琶湖の魚は何を食べているか?｣ ミュージアム#寮会.琵琶湖博物館.

1998年8月22日 夏休み槽#卓.琵琶湖博物館.

1998年9月27日 ｢魚の撮影方法｣ 博物館#座 .'淡水魚スFl#座 (実践窟).琵琶湖博物館.
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1998年10月-11月 ｢琵琶湖の魚や漁業を調べてみませんか｣平成10年度びわ瀞 ･ミュージアムスクールモデル事業 .'

大津市立真野中学枚 (桑村邦彦と共同)

10月19日 事前学習.大津市立真野中学校.

10月30日 琵琶湖博物館での体験学習.完琶湖博物館.

11月16日 結果発表会.大津市立真野中学校.

1999年1月31日 ｢琵琶湖の水鳥観察会｣ ミ1-ジアム伊奈会.烏丸半島および琵琶湖博物館.

1999年2月7日 ｢琵琶湖の水鳥観察会｣ ミュージアム伊奈会‥烏丸半島および琵琶湖博物館.

他の好物館､棚 ･BT律等の主催行事

1998年6月13日 大戸川探検～魚の世界-.しがちき r遂学舎J (信楽町教育委月会生産草野#).信楽町役場 (滋賀県

信楽町).

1998年6月25日

1998年7月17日

みのこ｣

1998年7月26日

1998年各月6日

1998*9月6日

琵琶湖の魚に関する体験学習.#3回産科教育講座)(滋宮原藤倉教育センター).琵琶湖博物館.

琵琶湖の魚など自然に関して.教育厨係者樹 海 (盛者県立びわ瀞7ローティングスクール). ｢う
船上 (滋賀県琵琶湖).

教師を対象とした魚類解剖の実習指導.滋宮原中学襟選科教育部会 琵琶湖博物館.

魚の解剖.B然諾査ゼミナール (滋骨原中学襟屠科教育部%).琵琶湖博物館.

琵琶湖の魚と種類について.滋賓県8本耕厚顔屠節瀞友会研修会 旅亭紅葉 (滋賀県大津市).

1998年9月30日 下水道と環境問題について.上下水道コンサルタンF研修会 琵琶湖博物館.

1998年10月20日 ｢琵琶湖の魚について｣ [講師].草津市立草津/Jl学ノ酪 琵琶湖博物館.

1998年10月15日 琵琶湖の魚について.盛者原点f腫 併連盟高鳥女性支部#野会 県立びわ湖こどもの国 (滋賀県安曇

川町).

1998年12月21日 県内の河川にすむ魚について.平成10年度i木破月専Fl研修 r#虜,,jWIJ (GjF原i木部監屠課技術

管晋呈).滋賀県建設技術センター (滋賀県草津市).

テレビ､ラジオへの出演
1998年9月11日 ｢こちら海です｣.KBS京都テレビ.

【情報整備活動】
犀ぎ瀞13物館の付報瞥m房必
静止画資料貸出業務

1998年4月18日 建設省中部地方建設局庄内川工事事務所 魚類写真1点.

1998年4月27日

1998年5月14日

1998年5月14日

1998年5月30日

1998年6月7日

1998年6月12日

1998年6月12日

滋賀県琵琶湖環境部自然保護課 魚類写真転載67点､焼き付け貸出4点.

(有)なずな出版 魚類写真l点､漁労写真2点.

月刊アングラークリーク 魚類写真4点.

(有)なずな出版 寄託資料(前野コレクション)1点､デジタル対応.

沖島小学校 魚類写真15点､デジタル対応.

(秩)世界通信社 魚類写真など10点.

大津紙業 魚類 ･水生生物写真5点.

199各年7月2日 大津市歴史博物館 寄託資料(前野コレクション)3点.

1998年7月2日 新興出版社啓林館 魚類写真1点.

199各年7月2日 (樵)日本技術開発 魚類写真1点.

1998年7月6日 滋賀県土木部河港課 寄託資料 (前野コレクション)6点､パネル貸此

1998年7月13日 (財)国際湖沼環境委員会(ILEC)支援研修課 湖沼写真1点.

1998年7月20日 毎日新聞大津支局 魚類写真1点.

1998年8月6日 (樵)テラソフト 魚類写真11点.

1998年8月26日 保津川を生かす会 魚類写真4点.

1998年8月26日 読売新聞大阪本社 魚類写真1点.

1998年9月2日 〔有〕アーバンクボタ 魚類写真2点.

1998年9月14日 産経新聞大津支局 魚類写真8点.

1998年9月3日 びわ湖会議 寄託資料 (前野コレクション)4点.

1998年9月26日 多賀の自然と文化の館 両生類写真1点.

1998年10月5日 滋賀県土木部河港課 寄託資料 (前野コレクション)2点.

1998年10月16日 多賀の自然と文化の館 図版写真1点.

1998年10月16日 (財)河川環境管理財団 寄託資料 (前野コレクション)1点.

1998年11月3日 中央公論社 魚類写真l点.

1998年11月13日 草津市立教育研究所 魚類写真54点､貝類写真44点､甲殻類写真4点､鳥類写真32点.

1998年12月4日 古高町自治会 (守山市) 委託資料 (藤村コレクション)26点.

1998年12月8日 産経新聞大津支局 魚類写真6点.

1998年12月13日 環境と食の研究会 魚類写真1点.
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1998年12月26日 滋賀県立琵琶湖研究所 水生生物写実l点.

1999年1月20日

1999年2月4日

1999年2月14日

1999年2月24日

1999年3月r0日

1999年3月23日

1999年3月23日

1999年3月23月

1999年3月24日

琵琶湖 ･淀川水質保全携帯 魚類写実2点､デジタル対応.

滋賀県琵琶湖環境部自然保護課 魚類写真11点.

滋賀県農政水産部農村整備課 魚類写真l点､両生類写実2点､デジタル対応.

播磨田町史 委託資料 (藤村コレクション)13点.

多賀の自然と文化の館 両生類写真1点.

(樵)エイエムエス 魚類写真7点.

滋賀県草津事務所土地改良課 寄託資料 (前野コレクション)4点.

(財)自然環境研究センター 魚類 ･水生生物写真8点､デジタル対応.

滋賀県草津事務所土地改良課 魚類写真2点､デジタル対応.

【資料整備活動】

犀ぎ溜13物Gの資料薯庸岩必

琵琶湖文化館移管水族静止画 (ネガ)資料登録整理予備作業,31,500件.

【展示活動】
犀ぎ溜好物好の展示店Jb
支琶湖博物館水族展示:水槽内レイアウト指導.

他の好物館等の展示店JO

大津市歴史博物館企画展 ｢写真家前野隆資の世界-その近江へのまなざし｣ (19199年3月16日-3月28日;実行委月会事
務局月).

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

｢動物名称競一検討委月会｣動物名検討委月 (1997年3月28日-;日本動物園水族館協会)㌔

農村環境計画検討委員会:委月 (1997年12月5日-1999年3月31日;八日市市).

滋賀県博物館協議会:研修委月.

前野隆資遺作展:実行委員.
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高橋 政宏 TAKAHASHl,Masahiro 理科教育学

主査 (教員) 研究部博物館学研究系

(莱)事業部交流センター

印刷物

【一般向けの著作】
高林 政宏 ･江島穣 [編] (1999) 屠gM博鯵館学習プログラム#.珪琶湖博物館.122pp.

研究活動に関する業細

【学会 ･研究会での発表など】
高禄 政宏 ･江島穣 ･美渡部 博 ･高本雅之 ･津村 幸夫 (1999年1月23日)博物館と学校教育の連携について-びわ湖 ･

ミュージアムスクールモデル事業の取り組みから-.滋音大学教育学部付属凍席数青潮沼実習センター544回研

究発表会 滋賀大学教育学部 (滋賀県大津市).

高橋 政宏 (1999年3月19日) 琵琶湖博物館の特色を生かした教育活動の推進をめざして.屠琶瀞好疹虜研究セミナー.

琵琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館共同研究 ｢高等学校における博物館利用の実践的研究｣:研究代表者.

茸琶湖博物館専門研究 ｢環境教育としての教材開発｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

犀gm好物虎の主催行暮

1998年度 小 ･中 ･高等学校体験学習.

1998年度 エコ草津探検隊体験学習.

1998年度 フローティングスクール体験学習.

1998年6月～9月 平成10年度びわ湖 ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋賀県立石部高等学校.

1998年7月-10月 平成10年度びわ湖 ･ミュージアムスクールモデル事業 :草津市立常磐小学校.

1998年9月-11月 平成10年度びわ湖 ･ミュージアムスク-ルモデル事業 :大津市立真野中学校.

10月19日 事前学習 大津市立真野中学校.

10月30日 ｢身近な水を調べてみませんか｣琵琶湖博物館.

1998年4月11日,25日 ｢春を感じてみよう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年5月9日,23日 ｢琵琶湖のプランクトンを見よう｣ 体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年7月11日 ｢ヨシ紙をつくろう｣ 体験学習の日事業.琵琶湖博物館

1998年7月25日 ｢標本をつくろう｣体験学習の日事業.珪琶湖博物館.

1998年9月12日,26日 ｢鉱物に親しもう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年10月10日,24日 ｢草木染めで楽しもう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年11月14臥 28日 ｢木の実で遊ほう｣ 体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年12月12日 ｢鏡餅をつくろう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1999年1月9E],23日 ｢水鳥に親しもう｣体験学習の日事業.究琶湖博物館.

1999年2月13日,27日 ｢藁細工で楽しもう｣ 体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1999年3月13日,27日 ｢ヨシ笛をつくろう｣ 体験学習の日事業.茸琶湖博物館.

研修会 ･裾穿対応
1998年4月7日

1998年4月8日

1998年4月24日

1998年4月25日

1998年4月29日

1998年5月20日

1998年5月26日

｢草津市職員研修所新規採用職員研修｣
｢京都橘女子大学学外見学会｣

｢ノートルダム女学院講演見学研修｣

｢長岡京市教育委員会視察研修｣
｢草津市水体験学習会｣
｢岡山市教育委員会施設調査｣
｢近畿肘県教育委員会指導事務主管部課長研修｣
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1998年6月3日 ｢佐賀県教育委員会文化課視察｣
1998年6月17日 ｢東京都江戸東京博物館視察｣
1998年6月23日 ｢埼玉県自然史博物館視察｣

1998年6月25日 ｢国家公務員初任行政研修｣
1998年6月25日 ｢教育センター理科教育講座｣
1998年7月25日 ｢全国市立保育園研究大会｣
1998年7月25日 ｢アメリカ合衆国ミシガン州高校生研修｣
1998年7月8日 ｢秋田県立博物館視察研修｣

1998年7月9日 ｢教育センター事務主査研修｣
1998年7月14日 ｢国際青年育成交流事業視察｣
1998年7月16日 ｢島根県教育委員会古代文化研究センター視察｣
1998年7月24日 ｢近畿高校教育研究協議会見学｣
1998年7月24El ｢大阪府町村教育委月会教育委員視察｣
1998年7月25日,31日 ｢淡海生涯カレッジ講座｣
1998年7月29日 ｢兵庫県教育委員会社会教育文化財課事例調査｣
1998年7月30日 ｢京都市歴史資料館視察｣
1998年7月31日 ｢奈良県磯城郡田原本中学校理科部会研修｣
1998年7月31日 ｢大津市仰木の里公民館淡海生涯カレッジ｣
1998年7月31日 ｢教育旅行GL研修会｣

1998年8月4日 ｢長野県下伊那郡阿智村教育委員会視察｣
1998年8月12日 ｢海外技術研修員､留学生､交流研修月の見学｣
1998年8月19日 ｢守山市物部′ト学校校内研修｣
1998年8月22日 ｢草津チャレンジクラブ事業｣
1998年8月26日 ｢石川県門前町公民館研修｣

1998年9月6日 ｢立命館大学国際平和 ミュージアム職員研修｣

1998年9月25日 ｢国立歴史民族博物館見学｣

1998年9月29日 ｢大潟相戦月研修｣

1998年10月8日 ｢茨城県水戸市立博物館視察｣
1998年10月8日,9日,13日,27日 ｢教育センター教職経験者研修｣
1998年10月15日 ｢岡山県総社市教育委月会文化財専門委員視察｣
1998年10月16日 ｢文部省生涯学習局視察｣

1998年10月20日 ｢三重県教育委員会事務局生産学習課施設見学｣
1998年11月27日 ｢鳥取市教育委員会教育委員行政視察｣
1998年11月8日 ｢木之本町青少年体験学習会｣

1998年11月10日 ｢近畿地区私学教育研修会環境部会研修｣
1998年11月11日 ｢青森県教育庁職員視察｣

1998年11月12日 ｢鹿児島県教育委員会文化財課視察｣
1998年11月12日 ｢国立科学博物館職員視察｣
1998年11月13日 ｢静岡県登呂博物館協議会委員視察｣

1998年11月17日 ｢ミュージアムパーク茨城県自然博物館視察｣
1998年11月18日 ｢浜松市教育委員会視察｣

1998年11月19日 ｢滋賀県教育課題特別研修会研修｣
1998年11月20日 ｢岐阜県立高等学校岐阜地区教頭会研修視察｣
1998年11月22日 ｢倉敷科学センター視察｣

1998年11月25日 ｢北海道開拓記念館調査｣

1998年11月26日 ｢坂田郡中学校教育研究会理科部会研修｣
1998年12月4日 ｢西漉地区社会教育委月連絡協議会研修視察｣
1998年12月6日 ｢近畿地区こども会育成指導者協議会施設見学｣
1998年12月9日 ｢国立歴史民俗博物館施設見学｣
1999年1月9日 ｢静岡県教育委貞会東部教育事務所視察｣
1999年1月19日 ｢県立学校湖西地区初任者研修｣
1999年1月27日 ｢ラオス個別一般研修員施設見学｣
1999年1月29日 ｢川崎市青少年科学館施設見学｣

1999年2月4日 ｢岡山県都市教育委員会教育長協議会施設見学｣

1999年2月5日 ｢犬上郡環境教育部会施設見学｣

1999年2月16日 ｢栃木県保健福祉部児童家庭課施設見学｣
1999年2月17日 ｢国立歴史民俗博物館職員視察｣
1999年2月19日 ｢文部省教科書課視察｣
1999年2月24日 ｢さいたま文学館職員視察｣
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1999年2月25日

1999年3月4日

1999年3月4日

1999年3月10日

1999年3月16日

1999年3月25日

1999年3月25日

1999年3月31日

｢浜松市開湖500年祭実行委員会職員視察｣
｢石川県教育委員会生涯学習課税案｣
｢甲賀町教育委員会研修｣
｢近畿府県教育委員会同和教育指導主事研修｣

｢福岡県総務部国立博物館対策室磯貝研修｣

｢熊本県環境センター職員視察｣

｢石川県金沢泉丘高等学校教員研修｣

｢名古屋市総合教育センター研修｣
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江島 穣 EJIMA,Yutaka 理科教育学

主査 (教員) 研究部博物館学研究系

(莱)事業部交流センター

印刷物

【一般向けの著作】

高橋 政宏 ･江島穣 [編] (1999) 窟琶瀞博珍虜学習プログラム&.環琶湖博物館.122pp.
江島穣 (1999) テーマ ｢湖と人間｣を活用する手引き.In:高橋 政宏 ･江島穣 [編]窟琶瀞博物館学習プログラム#.

琵琶湖博物館.p.122.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
高橋 政宏 ･江島穣 ･美濃部 博 ･高本 雅之 ･津村 幸夫 (1999年1月23日)博物館と学校教育の連携について-びわ湖 ･

ミュージアムスクールモデル事業の取 り組みから一.滋蒼大学教育学部付属凍密教青潮好実習センター544回研

究発表会 滋賀大学教育学部 (滋賀県大津市).

江島穣 (1999年2月19日) 石部高校の実践報告.窟琶瀞博珍館研究セミナー.茸琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館共同研究 ｢高等学校における博物館利用の実践的研究｣:研究代表者.

珪琶湖博物館専門研究 ｢環境教育としての教材開発｣.

博物館事業に関する業練

【交流 ･サービス活動】
fE夢瀞博物虎の主催行事
1998年度 小 ･中 ･高等学校体験学習.

1998年度 エコ草津探検隊体験学習.

1998年度 フローティングスクール体験学習.

1998年4月11日,25El ｢春を感じてみよう｣ 体験学習の日事業.珪琶湖博物館.

1998年5月9日,23日 ｢琵琶湖のプランクトンを見よう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年6月-9月 平成10年度びわ湖 ･ミュージアムスクールモデル事業 :滋賀県立石部高等学校.

1998年7月-10月 平成10年度びわ湖 ･ミュージアムスクールモデル事業 :草津市立常磐小学校.

1998年7月11日 ｢ヨシ紙をつくろう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館

1998年7月25日 ｢標本をつくろう｣ 体験学習の日事業,琵琶湖博物館.

1998年9月-11月 平成10年度びわ湖 ･ミュージアムスクールモデル事業 :大津市立真野中学校.

10月19日 事前学習 大津市立真野中学校.

10月30日 ｢小さな生きもの (プランクトン)を調べてみませんか｣詫琶湖博物館.

1998年9月12日,26日 ｢鉱物に親しもう｣体験学習の日事業.茸琶湖博物館.

1998年10月10日,24日 ｢草木染めで楽しもう｣ 体験学習の日事業.珪琶湖博物館.

1998年11月14日,28日 ｢木の実で遊ぼう｣ 体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1998年12月12日 ｢鏡餅をつくろう｣ 体験学習の日事業.発琶湖博物館.

1999年1月9El,23日 ｢水鳥に親しもう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1999年2月13日,27日 ｢藁細工で楽しもう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

1999年3月13日,27日 ｢ヨシ笛をつくろう｣体験学習の日事業.琵琶湖博物館.

研修会 ･裾象相応
1998年4月7日

1998年4月8日

1998年4月24日

1998年4月25日

1998年4月29日

1998年5月20日

｢草津市職員研修所新規採用職員研修｣
｢京都橘女子大学学外見学会｣

｢ノー トルダム女学院講演見学研修｣

｢長岡京市教育委員会視察研修｣
｢草津市水体験学習会｣

｢岡山市教育委員会施設調査｣
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1998年5月26日 ｢近畿府県教育委員会指導事務主管部課長研修｣

1998年6月3日 ｢佐賀県教育委員会文化課視察｣

1998年6月17日 ｢東京都江戸東京博物館視察｣
1998年6月23日 ｢埼玉県自然史博物館視察｣
1998年6月25日 ｢国家公務員初任行政研修｣
1998年6月25日 ｢教育センター理科教育講座｣
1998年7月25日 ｢全国市立保育園研究大会｣

1998年7月25日 ｢アメリカ合衆国ミシガン州高校生研修｣
1998年7月8日 ｢秋田県立博物館視察研修｣
1998年7月9日 ｢教育センター事務主査研修｣
1998年7月14日 ｢国際青年育成交流事業視察｣
1998年7月16日 ｢島根県教育委月会古代文化研究センター視察｣
1998年7月24日 ｢近畿高校教育研究協議会見学｣
1998年7月24日 ｢大阪府町村教育委月会教育委貞視察｣
1998年7月25日,31日 ｢淡海生涯カレッジ講座｣
1998年7月29日 ｢兵庫県教育委員会社会教育文化財課事例調査｣

1998年7月30日 ｢京都市歴史資料館視察｣

1998年7月31日 ｢奈良県磯城郡田原本中学校理科部会研修｣
1998年7月31日 ｢大津市仰木の里公民館淡海生涯カレッジ｣
1998年7月31日 ｢教育旅行GL研修会｣

1998年8月4日 ｢長野県下伊那郡阿智村教育委月会視察｣

1998年8月12日 ｢海外技術研修月､留学生､交流研修月の見学｣

1998年8月19日 ｢守山市物部小学校校内研修｣

1998年8月22日 ｢草津チャレンジクラブ事業｣
1998年8月26日 ｢石川県門前町公民館研修｣

1998年9月6日 ｢立命館大学国際平和 ミュージアム我見研修｣
1998年9月25日 ｢国立歴史民族博物館見学｣

1998年9月29日 ｢大潟相戦月研修｣

1998年10月8日 ｢茨城県水戸市立博物館視察｣
1998年10月8日.9日,13日,27日 ｢教育センター教戦経挨者研修｣
1998年10月15日 ｢岡山県総社市教育委員会文化財専門委月視察｣
1998年10月16日 ｢文部省生産学習局視察｣
1998年10月20日 ｢三重県教育委員会事務局生涯学習課施設見学｣

1998年11月27日 ｢鳥取市教育委月会教育委員行政視察｣

1998年11月8日 ｢木之本町青少年体験学習会｣
1998年11月10日 ｢近鼓地区私学教育研修会環境部会研修｣
1998年11月11日 ｢青森県教育庁耽貞視察｣
1998年11月12日 ｢鹿児島県教育委員会文化財課視察｣
1998年11月12日 ｢国立科学博物館耽貞視察｣
1998年11月13日 ｢静岡県登呂博物館協議会委月視察｣
1998年11月17日 ｢ミュージアムパーク茨城県自然博物館視察｣

1998年11月18日 ｢浜松市教育委員会視察｣

1998年11月19日 ｢滋賀県教育課題特別研修会研修｣
1998年11月20日 ｢岐阜県立高等学校岐阜地区教頭会研修視察｣
1998年11月22日 ｢倉敷科学センター視察｣
1998年11月25日 ｢北海道開拓記念館調査｣
1998年11月26日 ｢坂田郡中学校教育研究会理科部会研修｣
1998年12月4日 ｢西漉地区社会教育委員連絡協議会研修視察｣
1998年12月6日 ｢近畿地区こども会育成指導者協議会施設見学｣
1998年12月9日 ｢国立歴史民俗博物館施設見学｣

1999年1月9日 ｢静岡県教育委月会東部教育事務所視察｣
1999年1月19日 ｢県立学校湖西地区初任者研修｣
1999年1月27日 ｢ラオス個別一般研修月施設見学｣

1999年1月29日 ｢川崎市青少年科学館施設見学｣
1999年2月4日 ｢岡山県都市教育委員会教育長協議会施設見学｣
1999年2月5日 ｢犬上郡環境教育部会施設見学｣

1999年2月16日 ｢栃木県保健福祉部児童家庭課施設見学｣
1999年2月17日 ｢国立歴史民俗博物館職員視察｣
1999年2月19日 ｢文部省教科書課視察｣
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1999年2月24日

1999年2月25日

1999年3月4日

1999年3月4日

1999年3月10日

1999年3月16日L
1999年3月25日

1999年3月25日

1999年3月31日

｢さいたま文学館我貞視察｣

｢浜松市開湖500年祭実行委員会職員視察｣

｢石川県教育委月会生涯学習課視察｣

｢甲賀町教育委月会研修｣
｢近畿府県教育委月会同和教育指導主事研修｣

｢福岡県総務部国立博物館対策室耽月研修｣
｢熊本県環境センター耽月視察｣
｢石川県金沢泉丘高等学校教員研修｣

｢名古屋市総合教育センター研修｣

【展示活動】

犀gmfS物虎の展示房射

琵琶湖博物館第5回企画展 ｢近江は トンボの宝庫｣の企画.

ー74-



グ ラ イ ガ 一 , マ - ク ･ジ ョセ フ GRYGIER,MarkJoseph甲殻類系統分類学 (理学博士)

主任学芸員 研究部博物館学研究系

(莱)事業部資料科

印刷物

【学術論文】

Grygier,M.J.andNomura,K.(1998) CysticolousMyzostomida,NotopharyngoLdesplatypusfrom ComanthinanobtlLL'S

(Ikhinodermata:Crinoidea).atKushimoto,Honshu,Japan.SpeciesDt'verst'fy,3:17-24･

Grygler,M.J., 1998, Nomenclaturalappendix･ Pp･1011103inEeckhaut,I･, 1998,MycomyzostomacaLcidl'coLagen･

etsp.now.,thefirstextantparasiticmyzostomeinfestlngCrinoidstalks,wi(hanomenclatural appendixbyM･J･

Grygler.Specl'esDiversLty,3:89-103･

Eeckhaut,I.,Grygier,M.I.andDeheyn,D.(1998)MyzoslomesfromPapuaNewGuinea,withrelatedlndcLWcstPacific

distributionrecordsanddescriptionofrIvenewspecies.BuLLetL'no/MarineScL'ence,62:8411886.

【寺門分野の著作】
Grygier.M.I.(1998) CommentontheproposedconservationofD,'sparaLonaFryer,1968(Crustacea,Branchiopoda)･

BJJLLeEJ'nofZboLogJ'cdNomenclature,55:I05･

Grygier,M.J.arKITimoshkin,0.A.(1998)琵琶湖動物相多様性は極めて過小評価されてきた.タクサ (8本h身分粛学
会ノ,5:23.

大塚 攻 ･Grygier,M.J.･鳥越 兼治 (1999) 海底洞窟性甲殻類の系競､動物地理､生態について.タクサ (8本Jg身分

55%),6:3-13.

【一般向けの著作】
生津 恵子 ･高傭 啓一 ･里口保文 ･芦谷美奈子 ･マークJ.グライガ- (1999)屠密瀞鮮身歯弟6回企画展示 rB滋と道

化-b身化石が語る東 7ジ7500万年-J囲G.琵琶湖博物館,草津.64pp.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

Grygier,M.J.andTimoshkin,0.A.(1998年4月5日)nefaunaldiversityofu血eBiwahastNeCndrasticallyunderestimated.
8本h身分薪学会af34Lg大会 神奈川県立生命の星 ･地球博物館 (神奈川県小田原市).

GTYgier,M.J.aTdOhtsuka.S.(1998年7月20日) An undescritd genusofmonstrilloidcopepodsfromcoralrecfplankton.

FourthInten)ationalCrzJStaCeLZnCongress.UniversityofAmsterdam(rmeNe(herlands).

Grygier,M.∫.(1998年7月28日) NaturalhistorycollectionsinJapan,theiruSealKImanagement.大英自然史博物館 (イ
ギリス).

Grygier,M.I.,FerTa'i,F.D.andKusuoka,Y. (1998年11月7日) NewrecordsofJapaneseclamshhmp(Branchiopoda:

spinicaudataaJdLaeyicaudata),withareevaluationofthoracopodaJhomonomyinCaenestheTieLLaglfuensiS.8本甲

顔 学会536Lg大会 九州大学農学部 (福岡県福岡市).

Grygier,M.∫.(1998年12月18日) NewrecordsofJapaneseclamshrimp(Branchiopoda:SpinicaudataandLaeyicaudata),

withareeyaluationofthoracopodaJhomonomyinCaeneslhen'eLtagLfuensJ'S.屠曹湖岸勝彦研究セミナー.琵琶湖博
物館.

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料整理 ･保管と利用に関する研究｣第2回琵琶湖の魚類の寄生虫の共同研究会 (1998

年5月22日-24日,琵琶湖博物館)企画 ･運営.

茸琶湖博物館給合研究 ｢博物館資料整理 ･保管と利用に関する研究｣カイアシ頬 (ケンミジンコ,ソコミジンコ)のワ

ークショップ (1998年11月25日,琵琶湖博物館)企画 ･運営.

琵琶湖博物館第15回特別研究セミナー (1999年3月17日,琵琶湖博物館)運営 ･司会.

琵琶湖博物館絵合研究 ｢博物館資料整理 ･保管と利用に関する研究｣淡水 (琵琶湖)カイミジンコ頬のワークショップ

(1999年3月24日,琵琶湖博物館) 企画 ･運営.

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究分担者.

完琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣:研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢甲殻類の系統分類学と比較後肢子発生｣:研究代表者.
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【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本動物分類学会 ｢SpeciesDiversity｣:Associate'Editor.

日本ベントス学会 ｢BenthosRese?rch｣‥編集義貞(Englisheditor)･
日本付着生物学会 ｢sessileOrganlSmS｣:編集委員(Englisheditor).

ZoologicalInstitute,RussianAcademyorSciences ｢ZoosyslemalicaRossica｣:InlemationalAdvisoryBoard.

JoumalorCruslaceanBiology(TheCrustaceanS∝iety):投稿論文の査読,l件.

ProceedingsorlheBiologicalSocietyofWashington(BiologicalSocietyorWashington):投稿論文の査読,l件.

JapaneseJoumalorLimnology(日本陸水学会):投稿論文の査読,1件.

ConlribulionstoZoology(UniversityorAms【erdam):投稿論文の査読,1件.

FourthlntemalionalCrustaceanCongress:論文集投稿論文の査読,1件.

rAdvancesinCopepodTaxonomy:aTribuletoUlrichEinsleJ:論文の査読,4件.

博物館事業に関する業績

【資料整備活動】
fE夢淵博物館の資料髪膚諾動

詫琶湖博物館無脊椎動物 (昆虫､貝類以外):標本受け入れ,約450件 (2種のholotypes,9種のparatype lotsを含む).

琵琶湖博物館無脊椎動物 (昆虫､貝類以外):標本貸出,l件.

【展示活動】
犀夢淵博物館の展示店動

琵琶湖博物館第5回企画展 ｢近江は トンボの宝庫｣:｢トンボの起源｣コーナー企画 ･製作 (化石),英文の編集委員.

【企画調整事業】

世界古代湖会議論文集 ｢AncienlLakes:TTleirCulturalandBiologicalDiyersity｣ 編集部.

英文の要覧 ｢LakesandPeople:TowardaBetter,Sym bioticRelationship.AGui(klotheLAkeBiwaMuseum｣の校正.

館内人事､館外活動等に関すること

【海外渡航】

1998年7月19日-30日 オランダ ･イギリスへ出張.自然史系標本の利用の実態､標本管理の状況､および欧州の主要な

3博物館､アムステルダム動物学博物館 (オランダ､アムステルダム､アムステルダム大学)､国立 自然史博

物館 (オランダ､ライデン)､大英自然史博物館 (英国､ロンドン)における慣習の調査のため.

【館外の活動】

(米国)スミソニアン研究所国立自然史博物館:協力研究員 (無脊椎動物研究科).

(米国)ロサンゼルス郡立自然史博物館資料 ･研究部:協力研究員 (無脊椎動物学研究科).

ー76-



橋本 道範 HASHIMOTO,Michinori 歴史学 (文学修士)

学芸技師 研究部博物館学研究系

(莱)事業部展示科

印刷物

【専門分野の著作】

棉本 道範 (1998) 第39回例会報告 県域の歴史資料情報の共有化に向けた試み- ｢歴史資料情報のネットワーク化に

関する研究｣について-.Network (全国歴史資材保存f/JR虜厨遵潜協議会近題部会会#),(12):8-9.

【一般向けの著作】

梼本 道範 (1998) エリはなぜ琵琶湖で進化 したのか.うみんど [瀞人] (fEg瀞博物G),(8):6.

安井 努 ･篠山 兼治 ･橋本 道範 (1998) 近江の地下 ･惣について.In:日の出町自治会長 ･同街づくり推進委員会委月

長 [編] わが街のあゆみときまり-高宮町Bの出東町1.高宮町日の出東町,彦根.pp.D1-D4.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】
橋本 道範 (1998年5月31日) 対間塑裁許状論にむけて-海津一朗氏の徳政論の検討を手始めに-.中世裁許状研究会

京大会館 (京都府京都市).

橋本 道範 (1998年7月9日) 茸琶湖博物館と県域の歴史資料情報の共有化に向けた試み- ｢歴史資料情報のネットワー

ク化に関する研究｣について-.全国歴史資料保存fIjm頗J野遠慮協議会速成部会#39Lg併会 琵琶湖博物館.

橋本 道範 (1998年11月27日) 中世琵琶湖におけるエリ漁業権の展開と村落共同体一後編.屠琶瀞厚顔館研究セミナー.

茸琶湖博物館.

橋本 道範 (1999年1月9日) 中世地域社会像の再構築のために一池氏による藤木氏批判についてのコメント1.大慶歴
史科学協議会gy会 大阪市立社会福祉センター (大阪府大阪市).

橋本 道範 (1999年1月21日) 滋賀県における歴史資料基本台帳の作成と運用にむけて.#2回滋賓県歴史資料LH当者研

修会 (発雷iW博物館度合研究 ｢好静粛資料の磨屠 ･保管と棚 に厨する研究∫).茸琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】
琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣:研究分担者.

珪琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣:研究分担者.

茸琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の茸琶湖､その成立と人間生態系に関する総合研究｣:研究分担者.

支琶湖博物館共同研究 ｢至を琶湖集水域における中世村落の考古 ･文献資料の総合的評価にもとづく研究｣:研究代表者.

茸琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖周辺域における過去1万年間の自然環境と人間活動の変遷｣:研究分担%.

琵琶湖博物館専門研究 は壱琶湖関係古文書に関する歴史的評価｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】
1998年7月1日 滋賀県立大学人間文化学部 ｢環珪琶湖文化論実習｣.茸琶湖博物館.

1998年7月25日 儒教大学通信教育部博物館学芸員資格取得課程 ｢平成10年度博物館見学実習｣.琵琶湖博物館.

1998年10月8日 中世茸琶湖におけるエリ漁業権の展開と村落共同体.平成]0年度滋賓県教職歴顔者研修I(]彦) (滋賓
県教育センター).琵琶湖博物館.

【資料整備活動】

fEぎ湖博物館の資料髪膚店動

琵琶湖博物館歴史資料購入,4件.

茸琶湖博物館歴史資料の一時保管先よりの搬入.

収蔵庫等環境測定.
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【展示活動】
fEぎ湖博物館の展示溝Jb
常設展示B展示室維持管理.

展示交流員特別研修.

【企画調整事業】
琵琶湖博物館中長期計画検討委員会:ワーキングチーム貝.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】

1998年7月10日 珪琶湖博物館中長期計画検討委員会ワーキングチーム見 滋賀県立琵琶湖博物館館長.
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